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要旨 
 
 
本研究は，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用に関する調査･実践に基
づき，地域活性化のためのデザインモデルを提案することを目的としたものである。 
第１章では，地域活性化が希求される社会的背景として国家政策である｢地方創生｣
の方針，施策等を確認した。さらに，そうした社会下における歴史的立体造形の維持･
管理に対する課題を把握し，本論文における地域活性化への視座を論じた。 
第２章では，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得について取り上げ，104 件のデー
タ取得実践について報告するとともに，取得対象の状態やそれらを取り巻く環境に着
目し，３Ｄデータ取得への留意点を明確化した。また，一連の実践を通じて３Ｄデー
タ取得の地域活性化への意義の考察を行った。 
第３章では，前章で取り上げた実践におけるデータ取得の対象に対し，類型化を行
った。得られた６種の類型の属性についての考察を通して，３Ｄデータ取得への指針
を導出した。 
第４章では，歴史的立体造形の３Ｄデータの保存について，デジタルアーカイブを
取り上げた。先行研究，既存事例への考察から歴史的立体造形の３Ｄデータの保存お
よび共有･活用を促進する｢地域生活者主体型｣のデジタルアーカイブを提案するとと
もに，その活用指針を導出した。また提案を踏まえ，デジタルアーカイブの制作を行
った。 
第５章では，歴史的立体造形の３Ｄデータの活用について取り上げ，千葉県内の３
地域を対象とした実践を報告するとともに，地域活性化に資する歴史的立体造形の３
Ｄデータ活用の特質を明確化した。 
終章では，各章で得られた知見の総括を行い，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･
保存･活用に基づく地域活性化デザインモデルを提案した。 
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Summary 
  
 
The purpose of this research is to propose a design model for regional 
revitalization based on research and practice on acquisition, preservation and 
utilization of 3D data of historical sculptures. 
Chapter 1 confirms the policies, measures, etc. of "local revitalization" that is a 
national policy, as a social background where regional revitalization is sought. 
Furthermore, writer grasped the subject for maintenance and management of historical 
sculptures of a region, and discussed the viewpoint to regional revitalization in this 
paper. 
Chapter 2 deals with acquisition of 3D data of historical three-dimensional 
modeling, reports on 104 data acquisition practices, focuses on the state of the 
acquisition target and the environment surrounding them, and clarifies the points for 
3D data acquisition. As addition, the significance of 3D data acquisition for regional 
revitalization through a series of practices was also discussed. 
Chapter 3 typifies the target of data acquisition in the practice mentioned in the 
previous chapter. Through the consideration of the attributes of the six types obtained, 
a guide to 3D data acquisition was derived. 
Chapter 4 features the digital archive about the preservation of historical 3D data 
of sculptures. Along with proposing archive of "Local community core type" that 
promotes the preservation, sharing and utilization of historical 3D data from prior 
research and consideration to existing cases, its application guidelines was derived. 
Furthermore, digital archives was also created based on the proposal. 
Chapter 5 addresses utilization of 3D data of historical sculptures, reports 
practices for three areas in Chiba Prefecture, and clarifies the characteristics of 3D 
data utilization of historical sculptures that contributes to regional revitalization. 
The final chapter summarizes the findings that were obtained in each chapter, and 
proposes a regional revitalization design model based on acquisition, preservation, 
and utilization of historical 3D data of sculptures. 
 
 
 
 
 
序章 
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4 
１．研究の背景 
 今日，わが国では｢地方創生｣が叫ばれている。これは，主に近年のわが国における
人口減少を受け，地方自治体が機能不全に陥る可能性が示唆されたためである。上記
を受け，地方部の人口増加や産業の活性化に基づき，地方経済の活性化を国家規模で
推進している。しかしながら，地方創生が経済の枠組みを中心に議論されるのであっ
ては，持続可能な地域の創生は困難であると考えられる。なぜならば，近代化･都市
化による地域の衰退は，主に経済の発展を追求したがゆえに招かれた事態でもあるか
らだ。各地域には，その地にしかない特色がある。それは，地域内･外の人びとの絶え
まぬ交流を通し，その地の気候や風土のうえに成立する資源を巧みに活用して獲得さ
れてきたものである。しかしながら，急速な生活様式の変容は，長い時間をかけて生
み出されたその特色を潜在化させてしまった。 
 その一例として｢歴史的立体造形｣が挙げられる。これまで，生活者は各地で多種多
様な立体造形を生み出してきた。とりわけ日本では，木材資源を活用した木彫の文化
が栄えた。こうした歴史的立体造形は，地域のいたるところで確認することができる。
たとえば，かつて地域社会のなかで大きな役割を担っていた社寺等においてもみられ，
しばしば｢文化財｣とも称される仏像や装飾彫刻等がその代表例である。これら造形は
地域のなかで長きにわたり維持･管理･継承されてきたが，地域人口の減少や生活様式
の変容に伴い，今日においてはさまざまな脅威に晒され，消失の危機に瀕している。
これらの維持･管理体制の構築はまさに急務である。 
 一方，造形物を取り扱う技術として，３Ｄデジタル技術が急速な発展を遂げている。
３Ｄスキャナに代表される３Ｄデータ取得技術は，造形形状や造形表面の色彩をデジ
タルデータとして記録可能であり，取得されたデータは製造からエンターテインメン
トに至るまでさまざまな分野で活用されている。デジタルデータによる半永久的な記
録への可能性から，先述の｢文化財｣への適用もなされつつある。また，３Ｄプリンタ
に代表される３Ｄデジタル造形技術は，金型の制約を克服し，少量多品種の製造を行
うことができる等の観点から大いに注目を集めている。先述のように，これらの機器
や技術の急速な発展を鑑みれば，その一般化は遠い未来ではないと考えられる。上記
のように，大規模な設備を有していなくとも生産活動を展開できる点において，これ
ら技術は地域にこそ活用の可能性があるといえよう。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を受けて本論文では，歴史的立体造形を対象に，それらの３Ｄデータの
取得･保存･活用に基づく地域活性化について考究することを目的とする。 
詳細については後述するが，本論文における地域活性化とは，潜在的な文化を顕在
化させるとともに，そこから生活者自らが今後の文化創出へ参与する状態を生み出し
序章 
 
 
5 
ていくことである。そのためには，歴史的立体造形について，地域資源としての認識
の深化と共有化がなされるとともに，それらの活用手法が示されなくてはならない。
本論文では，そのための手段として３Ｄデジタル技術を運用し，３Ｄデータの｢取得｣
｢保存｣｢活用｣の各観点から地域活性化へ寄与する意義を考察し，明確化していく。 
そして，こうした｢取得｣｢保存｣｢活用｣について計画し，実行するという一連の活動
を通じて，資源の再確認･再認識を図る営為をデザインと捉え，歴史的立体造形の３
Ｄデータの取得･保存･活用に基づく地域活性化デザインモデルの導出を試みる。 
 
３．研究方法と論文構成 
 本論文の構成は以下の通りである。なお，本論文の研究方法は文献調査，および千
葉県を中心とした実践調査である。 
(１)｢地方創生｣と歴史的立体造形の現状(第１章) 
文献調査ならびに事例収集に基づき，今日叫ばれる地方創生への経緯と課題認識，
ならびに課題解決へ向けた動向を確認する。また，歴史的立体造形の現状について確
認するとともに，それらを踏まえて本論文における地域活性化についての明確化を行
う。 
(２)歴史的立体造形の３Ｄデータの取得(第２章，第３章) 
2013(平成 25)年から 2018(平成 30)年にかけて，主に千葉県の歴史的立体造形を
対象に行った３Ｄデータの取得実践について報告するとともに，取得対象の状態や
それらを取り巻く環境に着目し，３Ｄデータ取得への留意点を明確化した。また，
一連の実践を通じて３Ｄデータ取得の地域活性化への意義の考察を行う。 
また，実践におけるデータ取得対象に対し類型化による分析を行い，３Ｄデータ
取得への具体的な指針を導出する。 
(３)歴史的立体造形の３Ｄデータの保存(第４章) 
取得した歴史的立体造形の３Ｄデータを保存するとともに，共有化を図るためのツ
ールとしてデジタルアーカイブを取り上げる。先行研究，先行事例への概観を通じて，
地域活性化に資するデジタルアーカイブのあり方を提案する。その提案を踏まえ，デ
ジタルアーカイブの制作を行うとともに，運用への計画を示す。 
(４)歴史的立体造形の３Ｄデータの活用の実践(第５章) 
 2015(平成 27)年から 2018(平成 30)年にかけて，千葉県南房総市･館山市･鴨川市に
おいて，当該地域の歴史的立体造形の３Ｄデータを活用した実践について報告し，地
域活性化に資する歴史的立体造形の３Ｄデータ活用の特質を明確化する。 
(５)歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用に基づく地域活性化デザインモ
デルの導出(終章) 
 上記(１)～(４)を踏まえて得られた知見から，歴史的立体造形の３Ｄデータの取
序章 
 
 
6 
得･保存･活用に基づく地域活性化デザインモデルを導出する。 
 
４．先行研究の概観 
先述のように，本論文は歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用に基づく地
域活性化デザインについて論じるものである。歴史的立体造形の｢３Ｄデータの取得･
保存･活用｣と｢地域活性化とデザイン｣の各視点における先行研究を以下にて概観す
る。 
4.1.歴史的立体造形の３Ｄデータの取得に関する先行研究 
 とくに｢文化財｣を対象とした３Ｄデータの取得に関する先行研究では，優良な３Ｄ
データを取得するための新たな取得法の開発等，技術的な側面から論じたものがみら
れる[注１，２]。また，３Ｄデータ取得のプロセスや重要な要素を述べつつ，さまざ
まな取得法の運用の可能性について論じたものもある[注３]。しかしながら，歴史的
立体造形の状態やそれらを取り巻く環境についての考察に基づき，それらの３Ｄデー
タをいかに取得するかについての明確な指針はこれまで示されていない。 
4.2.歴史的立体造形の３Ｄデータの保存に関する先行研究･先行事例 
歴史的立体造形の３Ｄデータの保存，共有化に資するものとしてデジタルアーカイ
ブが挙げられる。まず，わが国において，地域の歴史的立体造形を地域の｢資源｣と明
言したうえでそれらを取り扱うとともに，その３Ｄデータを対象とするデジタルアー
カイブとして｢YAMANASHI DESIGN ARCHIVE｣が存在するが，その他に類例は確認できな
い[注４]。 
また，歴史的立体造形のなかでも文化財を対象としたデジタルアーカイブに関する
先行研究については，デジタルアーカイブの全体構想を計画･試作するものから，純
粋にデジタル記録＝デジタルアーカイブと捉えるものまでさまざまであるが，三次元
データを含めたデータベースを構築し，公開する試みや[注５]，デジタルアーカイブ
に保存すべきデータ形式を考察するものがある[注６]。他方，デジタルアーカイブの
仕様について，松下らによるシステムのユーザを分別し，それぞれに応じて機能を制
限するシステムを実装させる等がみられる[注７]。  
以上のように，とくに地域の歴史的立体造形に着目し，なおかつそれらの３Ｄデー
タを扱うデジタルアーカイブについてはほぼ議論されていないといえる。 
4.3.歴史的立体造形の３Ｄデータの活用に関する先行研究 
歴史的立体造形の３Ｄデータは，考古資料や博物館所蔵品の調査･研究においてす
でに活用がなされている。たとえば，３Ｄデータから得られる断面図に基づく銅鏡の
分析[注８]や複数の取得データをデジタル上で重ね合わせ，その一致度から制作工具
が同一であることを証明しようとする研究[注９]等がみられる。また，３Ｄプリンタ
ー等を用いて作成した触れることのできるレプリカを使用した展示は，新たな展示方
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法の一つとして注目を集めている[注 10]。さらに，３Ｄ等のデジタル技術とアナログ
技術の双方を駆使することにより，実物の復元の域を超えた｢クローン文化財｣を作成
する技術の開発なども行われている[注 11]。しかしながら上記は，地域活性化の枠組
みで語られるものではない。 
一方，とくに地域の歴史的立体造形を扱った試みでは，考古史料の３Ｄデータを地
域住民らと取得し，創作ジオラマを制作する試みや[注 12]，仏像の盗難防止のレプリ
カを作成する試み[注 13]等がわずかにみられるのみであり，地域活性化へ向けた歴
史的立体造形の３Ｄデータの活用に関しての議論はほぼなされていないといえる。 
4.4.地域活性化とデザインに関する先行研究 
主に地域活性化を対象としたわが国におけるデザイン学の先行研究では，観光の活
性化のための地域ブランドの構築や[注14]，産学連携による地域産業の活性化[注15]，
内発的発展への視座として地域の｢華･財産｣の再確認に基づいた地域振興を論じたも
の[注 16，17]等がある。これらに共通するのは，地域の資源へ着目し，それらの再確
認や活用方法を計画･実践する点である。各地域で展開される観光や産業等の営みも，
地域の気候や風土･地理的特質，そして文化から生み出された資源が，他地域との交
流を通じて，当地の生活者により活用されてきた成果である。このように，わが国の
デザインの観点では，地域資源への着目と，それらをどのように活用していくかが議
論されてきたといえるが，当該地域の歴史的立体造形を資源と捉え，それらを地域活
性化に活用するといった観点からの研究はなされていない。 
 
５．用語の定義 
5.1.｢歴史的立体造形｣という表記について 
本論文で取り上げる仏像や装飾彫刻等はしばしば｢文化財｣と認識される。｢文化財｣
の定義はさまざまあろうが，文化庁は｢我が国の長い歴史の中で生まれ，育まれ，今
日まで守り伝えられてきた国民の財産｣としている[注 18]。また，六種の分類[注 19]
を設け，それらに応じた文化財の指定を国•自治体規模で行ってきた。こうした定義
では，本研究で取り扱う造形物もすべて文化財と称することができよう。しかしなが
ら，こうした｢文化財｣は上記の広義の意味ではなく，｢指定を受けた歴史的資源｣とい
う狭義の意味で認識される場合が少なくない。すなわち，文化財としての ｢指定｣｢認
可｣という外的な要因により，その造形物の価値づけがなされていると考えられる。
筆者はこうした｢指定｣｢認可｣の有無にかかわらず，地域内で育まれた造形物の価値を
地域内で認めていくことが，今後の地域の自律･自立のためには必要であると考える。
なぜならば地域の造形は，紛れもなくその地域の資源といえるからである。当該地域
の生活者が地域の資源に価値を認め，生活のなかで活用していくことこそが，地域の
アイデンティティの創出にもつながると考えられる。こうした観点から，本論文では
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新たな資源的価値を積極的に認めていくためにも，定義としての ｢文化財｣という枠
組みに捉われず，各地域の風土･文化のうえで育まれてきた造形物全般を｢歴史的立体
造形｣と表記した。 
5.2.地域について 
地域について 本論文では地域活性化デザインをテーマとしている。地域とは何で
あろうか。まず，地域はその切り取り方によって大きくもなり，小さくもなる。たと
えば行政区分であれば｢関東｣｢千葉県｣も一つの地域であるし，筆者の主な調査地でも
ある館山市，南房総市，鴨川市，鋸南町もそれぞれが地域といえる。しかしながら，
南房総市は 2006 年の合併までは６町１村に分かれていた。さらにその６町１村にお
いてもさらに細分化された地名が存在している。  
一方で，地域とは「政治･経済･文化の上で，一定の特徴をもった空間の領域」など
とされる[注 20]。とりわけ「文化の上で一定の特徴をもった空間の領域｣が，本論文
における地域の意味に近しい。しかしながら，この｢一定の特徴｣は，その土地が有す
るものではなく地域の成員によって作り上げられてきたことはいま一度強調してお
く必要があろう。文化とは「社会を構成する人々によって習得･共有･伝達される行動
様式ないし生活様式の総体[注 21]｣である。その土地にて生活を営む人びとが作り上
げた文化が独自の｢一定の特徴｣を生起させるとともに地域を構築していったのであ
る。先に挙げた細分化された小さな領域における地名もその土地の生活者達の帰属意
識によって決定づけられたものであろう。さらにはかつて行われた地域の成員による
寄合や，生活者の間で行われた贈与等を考慮すれば，政治や経済についても文化に包
含されるともいえるだろう。以上より，本論文においては｢その地の生活者が文化と
ともに形成してきた空間の領域｣こそが地域であるとして論を進めていきたい。 
5.3.地域活性化について 
上記で定義した地域，すなわちその地の生活者が文化とともに形成してきた空間の
領域を活性化することが本論文における地域活性化である。その実現には生活者が主
体となって文化を形成していくことが不可欠である。換言すれば，地域活性化にはこ
れまで培われてきた文化を生活者が自ら再確認･再認識し，それらを踏まえて文化を
いかに展開させていくかを計画していかなければならないといえる。しかしながら，
今日，地域がかつて有した文化は潜在的な状態にあるものが少なくない。上記の活性
化を行うためには，なによりもそうした潜在的状態下にある文化を顕在化させる必要
がある。本論文においては，その一つの対象として造形文化とも呼べる歴史的立体造
形を取り上げた。３Ｄスキャニング技術，デジタルアーカイブ，そして３Ｄデジタル
造形技術といったデジタルツールはこれらの造形が有する諸情報，たとえば｢形状｣や
｢歴史｣，｢伝承｣や｢地域の生活者との関わり｣等を記録し，保存･共有し，活用するこ
とを支援する。記録には記録者の造形への観察が不可欠であり，諸情報が保存，共有
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されるためにはそれらの情報の整理や編さんが必要となる。それが３Ｄ出力された場
合においては，それらを目にする人びとの造形認知の機会の創出へつながる。歴史的
立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用の各プロセスは，造形に接する機会を創出し，
その顕在化への可能性を有している。このように，潜在的な文化を顕在化させるとと
もに，そこから生活者自らが今後の文化創出へ参与する状態を生み出していくことこ
そが地域活性化であるといえる。 
5.4.デザインと地域活性化の関連 
最後に，本論文の指すデザインと地域活性化の関連についても示す。ウィリアム･
モリスによるアーツ･アンド･クラフツ運動が近代デザイン史の黎明期の出来事とし
て位置づけられることはよく知られている。モリスは急速な近代化･都市化を受けて，
職人がものづくりに喜びを感じていた時代のものづくりのあり方を再考し｢モノを通
じて豊かな共同体を再編したいという理想に燃えた｣[注 22]人物であり，職人の手仕
事によるものづくりの展開や地産材の積極的活用などを推進したアーツ･アンド･ク
ラフツ運動はその精神を体現した活動であった。職人の技術すなわち，モリスはこれ
までに展開されたものづくりの技術を学び，その再確認･再認識を通じて，ものづく
りのあるべき姿を模索した。また，そうした活動のなかで社会のあり方までもを考究
したのであった。 
本論文の主題である｢歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用に基づく地域
活性化デザイン｣で指す｢デザイン｣とは，アーツ･アンド･クラフツ運動が有した概念
と近似するところがあると考えられる。すなわち，地域活性化デザインとはこれまで
に地域において生み出され，継承されてきたモノである歴史的立体造形の再確認，再
認識を行い，それらを通じて地域社会のあるべき姿を考究し，そのための地域活性化
を図ることである。 
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１．はじめに      
本論文は，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用に基づく地域活性化デザ
インを論じるものである。地域活性化への社会的背景として，まずは今日わが国にお
いて推進される｢地方創生｣に着目する。地方創生とは狭義では近年のわが国における
主要な地域活性化政策の一つである。本章ではそれが推進されるに至った経緯と，国
家政策としての目標，方針および施策について概観する。 
また，事例収集に基づき，地域の歴史的立体造形物が消失の危機に瀕するその要因
について概観する。そして，地方創生と歴史的立体造形物の双方の現状を踏まえ，本
論文で指す地域活性化について明確化を行う。 
 
２．地方創生への概観 
2.1.｢地方創生｣に至る経緯 
 近年のわが国における地方創生への課題意識の萌芽は｢消滅可能性都市｣の報告に
端を発する。これは，2014(平成 26)年５月に増田寛也と日本創生会議により報告され
た通称｢増田レポート｣において記述されたものである。消滅可能性都市とは，20 歳か
ら39歳までの女性の人口減少により2040年までに従来の自治体が成立しなくなると
される都市を指す[注１]。本報告により，その総数は全国の自治体のおよそ半数にの
ぼるとされ，多くの地域がまさに危機的状況に瀕していることが示されたといえる。
その後，2014(平成 26)年９月の臨時国会は｢地方創生国会｣と位置付けられ，以来，｢地
方創生｣という文言は急速に一般化した。 
2.2.政策としての地方創生 
地方創生を政策として推し進めることとなった｢まち･ひと･しごと創生総合戦略｣
について概観する。本戦略は 2015(平成 27)年度に閣議決定され，人口減少の現状，
東京一極集中の傾向，地域経済の現状を｢地方創生をめぐる現状認識｣として提示する
とともに，それらの課題解決に向けて，以下に示す基本目標をほぼ一貫して堅持して
いる。 
①地方にしごとをつくり，安心して働けるようにする[注２] 
②地方への新しいひとの流れをつくる 
③若い世代の結婚･出産･子育ての希望をかなえる 
④時代にあった地域をつくり，安心な暮らしを守るとともに，地域と地域を連携する 
また，従来の政策の見直しを図り，より効果的な施策の展開を目指して，政策の原
則として５項目を挙げている。以下に，原則とその説明の抜粋を記述する[注３]。 
(１)自立性 
(中略)国の支援がなくとも地域･地方の事業が継続する状態を目指し，（施策は）こ
れに資するような具体的な工夫がなされていることを要する。 
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(２)将来性 
地方が自主的かつ主体的に，夢を持って前向きに取り組むことを支援する施策に重
点を置く。 
(３)地域性 
(中略)各地域の実態にあった施策を支援することとする。 
(４)直接性 
限られた財源や時間の中で，最大限の成果を上げるため，ひとの移転･しごとの創
出やまちづくりを直接的に支援する施策を集中的に実施する。 
(５)結果重視 
(PDCA[注４]メカニズムの下)，目指すべき成果が具体的かつ適切な数値で示され，
成果が事後的に検証できるようになっていなければならない。 
なお，具体的な施策は各地方公共団体が地方創生推進交付金等を活用し，事業を展
開するが，それらを支援するために以下の地方創生版｢３本の矢｣とも称される支援制
度が設けられている。例えば，地域経済分析システム(RESAS)[注５]による情報支援
や，地域活性化伝道師[注６]，地方創生コンシェルジュ等[注７]の派遣による人材支
援，そして交付金等による財政支援がある。 
2.3.政策としての地方創生と地域経済の活性化 
 以上では｢まち･ひと･しごと創生総合戦略｣について，その目標と原則，および施策
について取り上げ，国家政策の方針としての地方創生を概観した。｢消滅可能性都市｣
の発表に基づき，日本のおよそ半数の地方自治体が消失すると示されたなかで，地域
人口を増加させ，ひいては地域経済の活性化を目指す政策であることは明らかである。
より具体的に指摘すれば，政策の原則の(１)や(５)等の項目は，｢国の支援がなくと
も地域･地方の事業が継続する状態｣を目指すとし，PDCA サイクルにおける具体的な
数値目標とは｢地域における中小企業の売上高｣｢地域における一人当たりの観光消費
額｣｢地域への移住者数｣｢定住人口数｣等[注８]が挙げられている。一方，地方創生版
｢３本の矢｣における情報支援は地域経済の分析システムの提供であり，さらには地方
創生の英訳として“Vitalizing Local Economy”と表記される例もある[注９]。 
 このような表現が度々使用され，公布されている現状にあって，地方創生とは一般
的に地域経済の活性化と理解されている可能性は高いといえよう。しかしながら，こ
れまで経済を優先してきたがゆえに地域は衰退してきたともいえる。都市部への人口
流出による地域人口の減少，大規模産業による手仕事の衰退等の要因の一部は，近代
化と都市化，そしてそれらと呼応し合う経済の活性化にあるといっても過言ではない
だろう。  
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３．歴史的立体造形の現状 
  歴史的立体造形もまた，急速な社会構造の変化のなかで衰退を余儀なくされてい
る。地方創生の背景にある課題として人口減少や都市部への人口流出が挙げられたが，
これらの課題は歴史的立体造形の現状とも深く関わるものである。ここでは事例の収
集に基づき，歴史的立体造形の現状，とくに歴史的立体造形の消失が懸念される要因
について概観していきたい。また，こうした現状を受けてこれまで歴史的立体造形の
保護･保全がどのようになされてきたのかについて，とくに｢文化財｣の保護について
の歴史的変遷と博物館の機能についても論じていく。 
3.1.歴史的立体造形の現状と管理者の不在化 
  歴史的立体造形は，社寺等において顕著に確認可能であることは序章で述べた通り
である。日本における神社および寺院の総数はおよそ 16 万ヶ所であり[注 10]，地域
社会のなかで重要な役割を有していたことがうかがえる。歴史的立体造形は，そうし
た社寺のまさに象徴的な存在であったといえよう。しかしながら，人口減少に伴い社
寺における神主や住職，また氏子や檀家も減少する傾向にある。先述の｢消滅可能性
都市｣に基づいた｢限界宗教法人｣の試算においては，2040 年までに宗教法人のおよそ
３分の１が消滅する可能性があるという[注 11]。 
 上記のような社寺関係者の減少は歴史的立体造形の管理者の不在化を進行させる。
歴史的立体造形のなかには，装飾彫刻や向拝彫刻等，屋外に設置されるものも少なく
ない。こうした造形は風雨や直射日光，潮風や虫害等の影響をとくに受けやすく，劣
化も早い。適切な管理がなされない場合，消失の危険性が高まるといえる。これまで
は博物館や美術館等がその管理を担う等の対処がなされてきたが，近年においては収
蔵庫の限界等の課題も散見されるようになっている[注 12~14]。このように，人口の
減少は管理者の不在化の観点から，歴史的立体造形の消失の大きな課題といえる。 
3.2.災害 
災害も歴史的立体造形の消失の大きな要因である。とりわけ，豪雨や地震等の自然
災害が多いわが国においては，これまで多くの歴史的立体造形が消失してきた。その
危機感が近年で最も高まったといえるのが 2011 年３月の東日本大震災である。本震
災では，国指定の文化財だけでも 744 件の被害が報告されている[注 15]。その後も
2016 年４月の熊本地震により 117 件の被害が報告され[注 16]，さらに 2018 年の大阪
北部地震，西日本豪雨，北海道胆振東部地震等では総計 1000 件以上の被害が報告さ
れている[注 17]。 
3.3.盗難および破壊行為 
管理者の不在化に伴い，盗難や破壊行為等による消失の例もみられる。わが国にお
ける所在不明の国指定文化財の総数は 161 件存在するという[注 18]。また，盗難被害
が届けられたものは 115 件にのぼるとされる[注 19]。これらはあくまでも国指定の
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文化財に限ったものであり，指定･認可を受けていない歴史的立体造形の被害総数は
これらをはるかに上回ると推察される。さらには，破壊行為による消失の例もみられ
る[注 20,21]。こうした行為は決して許されるものではないが，上記のようにその数
は後を絶たない。 
3.4.文化財概念の成立と保護･保全の歴史的変遷 
 これまで，歴史的立体造形をはじめとする文化財の維持･管理･継承について，博物
館が大きな役割を担ってきたことはいうまでもない。ここでは歴史的立体造形がしば
しば総称される｢文化財｣概念の成立と保護･保全の歴史的変遷と博物館の関係性につ
いて確認する。 
わが国における博物館のおこりは，江戸期から明治期への変遷のなかで沸き起った
旧仏破壊思想や廃仏毀釈等による｢文化財｣消失への懸念によるものであった。また，
同時期はヨーロッパ諸国により日本の意匠文化が大きく評価されたこともあり，文化
財の流出も課題であった。 
そこで散逸の進む文化財の収集と保全が急務となり，古器旧物の収集施設として
｢集古館｣の構想がなされた。しかしながら，そもそもわが国にはどのような文化財が
存在しているのかの把握がなされていなかったことから，古器旧物に関する調査と，
それらをまとめた台帳作りもまた同時に推進されることとなった。すなわち，わが国
にはどのような古器旧物が存在するのかについての記録と，｢台帳｣という形式でそれ
らの総覧を作成することが推し進められたのである。その後もよく知られる 1884 年
の岡倉天心とフェノロサが行った調査等の文化財への調査がたびたび行われた。 
こうした調査の結果に基づき，文化財の保存に関する法律が整備されていき，1950
年に現行の同法律の母体となる文化財保存法が制定されている。 
3.5.歴史的立体造形と今日の博物館における課題 
これまで｢当たり前｣だったものが，他者との比較を通じてその見え方･捉え方が変
化することがある。文化財の概念の成立は，江戸期から明治期への変遷のなかで，す
なわちグローバル化が進展するなかで，わが国固有の文化が再認識されたことに起因
したといえよう。そして，それらの保護を通じて，日本のアイデンティティを模索し
たものと考えられる。しかしながら，一方で，わが国の文化の象徴となる役割を担う
こととなった文化財は，手厚い保護を受ける代わりに人びとの生活との関係性が希薄
化したともいえる。それらは保護の目的から公開日数が限られるなど[注 22]，多くの
月日を収蔵庫内で管理されることとなった。 
無論，もとより寺院の宝物殿などに収蔵された文化財は一般民衆との接触の機会は
ほぼ存在しなかったであろう。しかし，文化財の指定を受けたが故に，生活者のもと
を離れ博物館に引き取られた造形もある。筆者は文化財の保護･保全は非常に重要な
ことであると考えている。先学の成果により歴史的意義，美的意義が見出されてきた
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ことはもとより，その造形物が誕生以来，継承されてきたことにこそ価値を見出すこ
とができる。それらを未来へ残していくという強い意志をそこに見て取ることができ
るからである。これまで評価されてこなかったものが，時を経て再評価の機会を得る
ことはしばしばある。未来のためにも，現代の評価の如何にかかわらず，どのような 
文化財，歴史的立体造形も継承すべきであると考える。 
先述したように，歴史的立体造形を保護していくためには適切な管理が肝要である。
しかしながら，博物館等による保護においては当該の造形が生活の現場から離れるこ
とも懸念される。現状においても，これまで地域にて継承されてきた造形を手放し，
博物館に強い抵抗感を示す生活者も一定数存在することもまた事実である。さらには，
とかく地域の博物館の収蔵庫は限界を迎えている状況であり，これまで以上に歴史的
立体造形の地域内においける維持･管理が求められているといえる。 
3.6.歴史的立体造形と生活者の関わりの変遷 
かつてとくに仏像や社寺彫刻は信仰の象徴的な存在であった。神格性や畏怖の念が
具象化され，信仰の対象として，あるいは社寺の荘厳さや異空間の演出に機能してい
たと考えられる。こうした信仰との関わりのなかで，地域において維持･管理･継承が
なされてきたといえよう。しかしながら，歴史的立体造形は先述した｢文化財化｣とも
呼ぶべき流れにもみられたように，今日ではかつての信仰とは異なる形式によっても
生活の中に受容されている。例えば図 1-1[注 23]は明治初期に訪日ドイツ人学者，ク
ルト･ネットーが残した絵図である。絵図の中心には仏像が鎮座しているが，その脇
では男性が深々と手を合わせている。一方，興味深いのは仏像の上によじ登って楽し
そうに遊ぶ子どもらの姿が描かれていることである。ここには｢信仰の対象｣としての
仏像の他に｢遊具｣｢遊び相手｣としての仏像が共存している。また，とくに現代におい
ては著名な仏像をフィギュアとして収集し自身の生活空間に取り入れる者もある。こ
のように，今日，歴史的立体造形と生活者の関わりは多様化しているのである。ここ
にこうした歴史的立体造形の資源として活用していくための鍵があると考えらえる。
信仰にしろ，文化財にしろ，フィギュアにしろ，人びとは歴史的立体造形に自身の生
活をより良くするための価値を見出してきたのである。それらの是非についての議論
ももちろんあって良い。しかしながら，それらの是非が議論される機会すらないこと
は，価値創出のための貴重な機会であるだけに大きな損失であろう。３Ｄデジタル技
術による造形の顕在化は，こうした議論の機会の創出にもつながると考える。議論し，
いかにそれらと自身らの生活との関係性を結んでいくか，今後の文化を創出していく
かを検討していくことができるは，やはりその地の生活者に他ならない。 
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４. 歴史的立体造形の再確認･再認識と地域活性化 
本章では，地域活性化の社会的背景として地方創生を取り上げた。しかしながら， 
先述の通り，政策としての地方創生は狭義において地域経済の活性化であることを確
認した。一方，歴史的立体造形の消失が懸念される要因として，管理者の不在化，災
害，盗難や破壊行為等がみられることを確認した。以上を踏まえて，本論文の地域活
性化のあり方について改めて明確化していきたい。 
まず，歴史的立体造形に対する課題に対しては，適切な維持･管理体制を構築して
いく必要がある。そのためには歴史的立体造形の現状について知見を深めなければな
らない。すなわち，地域において，いわば当たり前のように存在してきた歴史的立体
造形に対し再確認･再認識を行う必要がある。まずは，個々の歴史的立体造形の顕在
化を通じて，それら造形が地域固有の資源であるという合意を獲得していかなければ
ならないだろう。さらに，地域に点在する各々の歴史的立体造形への再確認･再認識
がなされ，地域資源としての価値が認識されれば，それらを材料として生活者自らが
文化創出へ参与する状態を生み出すことが可能であると考えられる。また，こうした
状態を有した地域の創生を地方創生と捉えたい。歴史的立体造形への地域資源として
の価値認識が向上すれば，それらをいかに未来へと継承するかの議論も可能であろう。
消滅可能性都市は地方自治体の消滅可能性であり，地域自体の消滅ではない。人口減
少等は避けられない課題であるが，まずは地域資源を認識し，それらを生活運営に活
用していけるような地域の創生を目指すべきである。なお，これは必ずしも地域経済
の活性化を否定しようとするものではない。 
歴史的立体造形はそうした地域資源の一部である。３Ｄデータの取得･保存･活用の
一連のプロセスは，歴史的立体造形の再確認･再認識を促進し，地域資源としての価
値認識を深化させる可能性を有する。それらの可能性については，次章以降で詳細に
論じていく。 
    
                     図 1-1 仏像に祈る男性と仏像のうえで遊ぶ子ども         
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注 
１)増田寛也:地方消滅，中央公論新社，2014 
２)まち･ひとしごと創生総合戦略(2017 改訂版)より本表記となる。それ以前におい
ては｢地方における安定した雇用を創出する｣と表記される。 
３)内閣府:まち･ひと･しごと創生総合戦略(2018 改訂版)，2018。斜体が引用部。 
４)PDCA とは Plan(計画)，Do(実行)，Check(評価)，Action(改善)のプロセスに基づ 
くマネジメント手法である。 
５)地域経済分析システム(RESAS，http://resas.go.jp:最終アクセス 2019 年５月５ 
日)は官民ビッグデータに基づき，指定した地域の産業構造や人口動態，人の流れ 
等を可視化するシステムである。 
６)地域活性化伝道師とは｢地域興しのスペシャリスト｣を指す。地域活性化伝道師は 
｢地域産業･イノベーション･農商工連携｣｢観光･交流｣｢まちづくり｣等の８つの分 
野における実績を有する者であり，内閣府により認定され，要請があった際に地 
域に派遣される。2019 年４月現在，登録数は 368 名である。 
７)地位創生コンシェルジュとは当該地域に愛着のある国の職員である。基本的に都 
道府県ごとに選任されており，地方創生の政策に関する国家の相談窓口として機 
能する。2019 年１月現在，登録数は 959 名である。 
８)内閣府 地方創生推進事務局:地方創生事業実施のためのガイドライン，14，2018 
年４月 
９)｢外国人人材による地方創生支援制度｣について(The Support System for Vitali
zing Local Economy in Japan through Foreign Human Resources):内閣官房•
内閣府 総合サイト(https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/gaikokujinza
i_index.html:最終アクセス 2019 年５月５日) 
10)文化庁:宗教統計調査 平成 30 年度版，2018 
11)石井研士:宗教法人と地方の人口減少，宗務時報 No.120，17-35，2015 
12)朝日新聞:博物館に限界，悩める保管，３, 2018 年８月 28 日朝刊 
13)朝日新聞:戦争伝える遺品どこへ，33，2016 年 11 月 28 日朝刊 
14)朝日新聞，高知全県･１地方:山内資料館が｢助けて｣，31，2010 年６月 18 日朝刊 
15)文化庁:文化庁月報 No.525，2011 年６月 
16)朝日新聞，福岡全県･２地方:熊本地震，文化財に災禍，22，2016 年４月 26 日朝 
刊 
17)朝日新聞:文化財の被害 1000 件超，３，2018 年９月 29 日朝刊 
18)文化庁:国指定文化財(美術工芸品)の所在確認の現況について，2018 年６月７日 
19)朝日新聞:指定文化財盗難，115 件，１，2018 年８月 15 日朝刊 
20)朝日新聞，ちば･１地方:神社に放火の疑いで男を逮捕，31, 2017 年３月６日朝刊 
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21)朝日新聞:放火･落書き，価値損なう，３，2018 年８月 25 日朝刊 
22)現在，文化庁は「国宝･重要文化財の公開に関する取扱要項」において，国指定の 
重要文化財等の公開日数を破損などの規模に応じて年間 30 日から 50 日以内と定 
めている。 
23)図の出典は須藤功:[図集]幕末･明治の生活風景 外国人のみたニッポン，東方総合 
研究所，31，1995。なお，図の原本は Netto,C: Papier-schmetterlinge aus Japan,  
Leipzig,1887。 
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１．はじめに    
本章では，まず歴史的立体造形の３Ｄデータの取得に関する活動を取り上げる。 本
章で調査•研究対象としたのは，千葉県内を中心とした歴史的立体造形である。社寺
における木彫をはじめ，千葉県では古くから多様な造形物が育まれ継承されてきた。
しかし，前章にて述べたように，今日では管理者の不在化•自然災害•盗難•破壊行為
等を理由として，消失の危機に瀕したものが少なくなく，新たな維持･管理･継承体制
の構築が希求されている。  
一方，近年３Ｄプリンタをはじめ，３Ｄ技術は急速に一般化しつつある。とりわけ
｢文化財｣の３Ｄデータの取得に関しては，効率的･客観的な記録や永続的な保存の観
点から出発し，わが国においてもさまざまな研究がなされている[注１，２]。 ３Ｄ
技術の一般化が進む今日にあっては，造形の記録･保存に資する３Ｄデータの取得は，
誰しもが参画できる可能性を有している。これは，地域の歴史的立体造形の新たな維
持･管理体制の構築にも寄与できるものと考えられる。しかしながら，多岐にわたる
地域の歴史的立体造形の状態や，それらを取り巻く環境等を包括的に捉え，いかに３
Ｄデータを取得するかについての議論はなされてこなかった。  
上記の背景から，本章では地域の歴史的立体造形を対象として，筆者がこれまで行
ってきた３Ｄデータの取得実践および実践から得られた知見を報告していく。  
 
２.研究方法および研究への視座  
2.1.研究方法    
本章にて報告する調査･研究の方法は以下の通りである。 
(１)歴史的立体造形の３Ｄデータ取得の実践  
2013(平成25)年から2018(平成30)年にかけて，四種のデータ取得法を用いて計104
件の歴史的立体造形の３Ｄデータの取得実践を行った。  
(２)３Ｄデータ取得への留意項目の明確化  
上記取得実践を通じて得られた知見に基づき，対象物の状態，それらを取り巻く環
境等，３Ｄデータ取得に際して留意すべき６の項目を明確化した。 
(３)３Ｄデータ取得の合成および修正･処理  
取得した各データについて，データ同士の合成および修正･処理を行い，保存すべ
き完全データを作成した。  
(４)取得造形一覧の作成  
適用した３Ｄデータ取得法，取得に留意すべき点，およびデータの合成，修正･処
理の行程を踏まえ，データ保存のために記載すべき項目を設定し，104 件の取得造形
および，取得データの一覧を作成した。 
(５)３Ｄデータ取得の地域活性化へ意義の考察  
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一連の実践に基づき，歴史的立体造形の３Ｄデータ取得の地域活性化への意義につ
いての考察を行った。 
2.2.研究への視座  
2.2.1.３Ｄデータの取得･保存･活用を通じた地域活性化  
本論文で論じる一連の研究は｢歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用を通
じた地域活性化｣を目指すものである。これは，地域にいわば｢あたり前｣のように存
在する歴史的立体造形に目を向け，３Ｄ技術の援用によりそれらを資源化し，地域活
性化のために活かす試みであるといい換えることができる。現状，地域社会において
３Ｄ技術は｢テレビで見たことのある存在｣程度の認識でしかない。したがって現状に
おいては，今すぐに地域内にて３Ｄデータ取得機器およびソフトウェアを整備し，そ
れらを取り扱うとことは経済的•技術的に困難を伴う。しかしながら，筆者が研究を
始めた 2013 年から現在に至るまでにもその技術は格段に進歩しており，こうした技
術の一般化も遠い未来ではないと考えられる。本章ではこうした視座のもと，まずは
歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用の基底となる取得法について論じる。  
2.2.2.データ取得への視座  
本研究はさまざまな地域の関係者の協力のもとに行ったものである。３Ｄデータの
取得については基本的に以下の点に留意し，取得機器の選定および取得活動を行った。    
（１）造形物を傷めることのないように取得を行う。 
（２）造形の３Ｄデータとともに，造形表面のカラー･テクスチャデータ(色彩デー 
タ)も併せて取得する。  
まず，本研究で取り扱う造形物はいずれも地域社会のなかで長きにわたり継承され
てきたものである。したがって取得法については，(１)に留意しつつ選択･採用し，
また，取得についても細心の注意を払いながら行った。  
一方，３Ｄデータにはさまざまな形式が存在する。汎用性が高いものとしてはメッ
シュデータのみを扱う STL データをはじめ，色彩データを描画可能である OBJ データ
や PLY データなどがある。OBJ データはメッシュデータに画像データ(JPEG 等)を貼り
合わせて表示可能な形式であり，PLY データは点群データに色彩情報を持たせること
によりカラー描画を可能とする形式である。(２)にて示したように，本研究において
は，３Ｄプリンターで造形形状のみを出力する等の特別な理由を除き，カラー･テク
スチャデータも併せて取得することとした。これは対象とする立体物の造形要素は形
状のみにあらず，長い歴史を感じさせる木目等の色彩も重要な情報であると考えたた
めである。それゆえ，本研究で取得したデータは基本的に OBJ 形式，あるいは PLY 形
式にて取り扱うこととした。 
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３．３Ｄデータの取得実践  
2013(平成 25)年から 2018(平成 30)年にかけて，計 104 件の歴史的立体造形の３Ｄ
データの取得実践を行った。取得造形の地理的分布を図 2-1 に示す。ここでは３Ｄデ
ータの取得対象とした造形物の種別および採用した３Ｄデータ取得法について概観
する。 
3.1.対象造形物の種別  
３Ｄデータの取得対象とした歴史的立体造形の種別は以下に要約される。  
(１)仏像  
寺院や郷土資料館等に安置•収蔵される仏像である。主に木彫を対象としたが，一
部石造のものも対象とした。また，基本的には造形全体の３Ｄデータの取得を行った
が，頭部や手部など造形の一部のみを対象とすることもあった。 
(２)向拝彫刻  
向拝は御拝とも呼ばれ，仏堂や社殿の正面階段上部へ張り出した箇所を指す。向拝
彫刻はそこに配置される彫刻である(図 2-2)。それらは参拝者へ向けて前面が精緻に
彫られたものが多いが，取得対象のなかには背面まで丹念に彫り込まれたものもみら
れた。なお，向拝をはじめ，後述の欄間や装飾彫刻等について，千葉県には江戸期末
期の秀作が数多く残されている。とりわけ｢波の伊八｣こと武志伊八郎信由(1751~1824
年)や，後藤利兵衛義光(1815~1902 年)は安房の三名工[注３]の一人とされており，
千葉の木彫文化を牽引した彫工として知られる。  
(３)欄間彫刻  
欄間彫刻は仏堂･社殿，あるいは家屋内部の欄間 に配置するために制作される彫刻
である(図 2-3)。これら造形の配置は，欄間部にはめ込むようになされるため，基本
的に木枠で囲われている点が特徴である。なお，本研究では多宝塔の扉脇間に配され
る彫刻も対象としたが，前述の形状的特徴から，これらは欄間彫刻として分類した。  
(４)木鼻彫刻 
木鼻とは社寺建築を構成する水平材(貫)が垂直材(柱)から飛び出した箇所を指し，
木鼻彫刻はその箇所に施される彫刻を指す。時代を経て次第に装飾的側面が強まり，
あらかじめ木鼻部に取り付けることを目的とした彫刻が制作されるようになった(図
2-4)。本研究で対象としたのは主に後者であり，江戸期以降に制作されたとされるも
のが中心であった。  
(５)その他装飾彫刻  
その他装飾彫刻とは，社殿等の格天井彫刻(図 2-5)や神輿•屋台等の装飾彫刻 
(図 2-6) や建造物に直接彫り込まれる彫刻等，(１)~(４)とは異なる装飾彫刻である。  
 
第２章 歴史的立体造形の３Ｄデータの取得 
 
 
27 
 
 (６)その他立体造形  
その他立体造形とは，装飾を目的とせず単体で置かれる立体造形である。具体的に  
は面，獅子像や大黒像，張子人形[注４]や立体作品[注５]などが挙げられる。 
3.2.取得方法および使用機材  
３Ｄデータの取得法は多岐にわたり，その主な取得機器である３Ｄスキャナは日を
追うごとにその多様化しつつある。しかしそれらは，主に造形に直接機器を触れさせ
て形状を読み取る接触型と，レーザー光やパターン光等を用いた非接触型に大別する
      
図 2-1 対象造形の地理的分布              図 2-2 向拝彫刻 
 
    
図 2-3 欄間彫刻               図 2-4 木鼻彫刻 
 
    
図 2-5 格天井彫刻              図 2-6 屋台装飾彫刻 
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ことができる。また，デジタル写真技術の進展と普及により，フォトグラメトリ
(photogrammetry:写真測量)と呼ばれる手法が注目されつつある。本手法は，異なる
角度から対象物を撮影した複数の二次元画像からその対象の３Ｄデータを生成する
手法であり，その簡便さから今後ますます普及していくも のと考えられる。本研究
においては，取得機器の規模，取得データの精度および解像度，テクスチャ取得の可
否等の観点から以下の四種の取得法を採用した。  
(１)ハンディ型スキャナ  
ハンディ型スキャナは，手持ちによる至近距離からのデータ取得を行う３Ｄスキャ
ナである。本研究では，非接触型ハンディスキャナ VIUscan(Creafrom 社)を用いた。
本機材は対象物に無害なレーザー光を用いて，最高 0.1mm の解像度にてポリゴンデー
タを取得する。また，併せてＬＥＤ光の照射により外光に左右されない造形表面のカ
ラー･テクスチャデータも取得可能である。なお，造形認識には３点以上のターゲッ
トマーカを本機に認識させる必要がある。通常，ターゲットマーカはデータ取得対象
の表面に貼付し使用するが，本研究においては造形を傷めぬよう配慮し①シール状の
マーカを台紙から剥がさない状態で造形に載せる，②マーカを貼付したボードや気泡
緩衝材，紙製テープ等を用いて造形認識領域を拡張させる等の対応を取った後，デー
タ取得を行った(図 2-7~2-9)。また，とりわけ大型の造形をデータ取得の対象とする
場合は部位ごとに複数回スキャンを行い，後記するデータ同士の合成処理を行った。
なお，スキャナの操作には同社のプラットフォームソフトウェアである VXelemetns
を用いた。  
 
 
 
    
   図 2-7 マーカを貼付したボードの使用           図 2-8 マーカを貼付した気泡緩衝材の使用 
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(２)据置型スキャナ  
据置型スキャナは，持ち運び等を前提とせず据え置いた状態で使用する３Ｄスキャ
ナである。本研究ではレーザー光を使用したスキャナである PICZA LPX-600(ローラ
ンドディー.ジー.社)を用いた。本機はターンテーブルを用いて小型の対象物の３Ｄ
データを自動でスキャンすることができる等，単純な操作で容易にデータ取得を行う
ことが可能である。なお，本機を用いてのカラー･テクスチャデータの取得は不可で
ある。  
(３)設置型スキャナ  
設置型スキャナは，三脚等で固定した状態で使用する３Ｄスキャナである。本形式
のスキャナは，数メートルから数十メートルの距離から対象のデータ取得を行う。本
研究では三次元デジタイザ Vivid910(コニカミノルタ社)を使用した。本機はレーザ
ー光を照射し，その反射光を受光レンズで読み取ることにより高精細なポリゴンデー
タを取得するものである。１カットの撮影でレンズの画角に応じた範囲のみの３Ｄデ
ータを取得するため，対象全体を取得するためには，異なる角度からおよそ 100 カッ
ト程度の撮影を行う必要がある。また，本機はカラー･テクスチャデータの取得も可
能であるが，優良なテクスチャデータを得るためには，綿密な光環境を設計する必要
がある。 
(４)フォトグラメトリ  
フォトグラメトリは，前述のように複数の写真から３Ｄデータを生成する手法であ
る。本研究では，AutoDesk 社の提供するクラウドサービスである Recap シリーズを用
いた[注６]。現行製品である Recap Pro においては，対象造形をさまざまな角度から
撮影した最大 300 枚の二次元画像から３Ｄデータを自動生成することが可能である
[注７]。また，カラー画像を用いることにより，造形表面のカラー･テクスチャデー
タも同時に取得可能である。しかし，生成されたデータは正確な寸法が取得できない
場合がある等，注意が必要である。なお，画像の撮影にはニコン製のデジタルカメラ
 
図 2-9 マーカを貼付した紙テープの使用 
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Ｄ610 を用いた。また，レンズについては基本的に同社の単焦点マクロレンズ
(60mm/105mm)を使用した。本手法は容易にデータを取得することが可能であるが，生
成できるポリゴンデータおよびカラー･テクスチャデータは，ともに生成素材となる
二次元画像に大きく依存する。とりわけ光環境には留意し，必要に応じて１灯から４
灯のハロゲンライトによる光源の調整（図 2-10），カラーメーター(スペクトロマスタ
ーC700, SEKONIC 社)による照度(lx)および色温度(K)の測定(図 2-11), カラーチェ
ッカー(ColorChecker Passport Photo，X-Rite 社)による色補正を行った(図 2-12)。
また，撮影時は三脚によりデジタルカメラを固定し，絞り値を F18~36 程度に設定す
る等，造形全体が鮮明に撮影できるよう努めた。  
 
 
 
 
 
 
 
         
  図 2-10 ハロゲンライトによる光源の調整          
    
       図 2-11 照度および色温度の測定            図 2-12 カラーチェッカーによる色補正 
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４．地域の歴史的立体造形の３Ｄデータ取得への留意点  
歴史的立体造形に対峙し，３Ｄデータの取得を始めようとする際，それらがさまざ
まな状態を示し，種々の環境下に置かれていることがわかる。たとえば，社殿屋外に
て取り外しが不可能な状態で設置される大型の向拝彫刻と，博物館に収蔵されている
小型の立体造形とではデータの取得に係る制約が大きく異なる。このように３Ｄデー
タ取得に際しては，造形物の状態をはじめ，それらを取り巻くさまざまな環境や制約
を把握･考慮 しえたうえで取得方法を選択しなくてはならない。本章では，取得実践
を通じて得た知見から３Ｄデータ取得への留意点を明確化する。 
4.1.造形の大きさ  
データ取得の留意点として，まずは対象となる造形の大きさが挙げられる。本項目
は直感的に分かり得ることではあるが，とりわけデータ取得に要する時間に大きく影
響する。実際の取得においては，一時間程度で完了するものから数日を要するものま
でさまざまであった。もちろん，造形の大きさの他にも要因はあろうが，対象造形が
過度に小型である場合を除き，基本的には大型の造形の方が取得に多くの時間を要す
るといってよい。一方，大きさは造形物の保存に関わる基本的な一次資料にもなり得
る。したがって，データ取得を行う前からその寸法を測定し，大きさを把握しておく
ことが推奨される。  
4.2.造形の形状  
つづいて，造形の形状が挙げられる。まず，造形形状は二つに大別できると考察さ
れた。それは単体で自立可能な｢像｣の形状を伴った造形と，どこかに取り付けられる
ことを前提に制作された，一部に｢平面｣形状を有したものである。データの取得を行
う際には，いかなる取得方法を運用する場合においても，造形が安定した状態下に置
かれることが肝要である。なぜなら，造形が不安定な状態下で取得を進め，取得途中
で造形が動いた場合，データ取得箇所に歪みが生じることがあるためである。このよ
うな場合には良質なデータが取得不可であるばかりか，最初からデータを取得し直す
こともあり得る。した がって，本項目は造形の安定状態をいかにして確保するかを
検討するための一指針となる。たとえば，｢像｣形状のものは自立 状態においては安
定するが，寝かせた状態では不安定となるため，緩衝材などの支持物を用意しなけれ
ばならない等，適宜対応が求められる。  
4.3.欠損の有無および破損危険性  
管理が行き届かず虫害の跡が残るもの，長らく修繕が行われていないもの，屋外に
置かれ，風雨や照りつける日光などによる損傷がみられるもの等，地域の歴史的立体
造形のなかには劣化が進行しているものが少なくない。無論，こうした造形物は脆い。
また，すでに欠損がみられるものも多数存在する。筆者がデータ取得を試みた造形の
なかでは，欠損が起こる要因として｢移動した際に誤ってぶつけた｣｢子どもたちが遊
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んで壊してしまった｣等の例がみられたが，そうした欠損箇所からの二次的欠損も懸
念される。造形の欠損の有無や破損危険性をあらかじめ点検し，それらに配慮したう
えで，データ取得に臨む必要がある。  
4.4.移動の容易性  
先に記した向拝彫刻や欄間彫刻等は，建築物に取り付けられた状態が一般的であり，
取り外すことは困難である。また，建造物に取り付けられた造形が貫や柱，天井，鴨
居等と接する箇所のデータ取得は，造形を取り外さない限りほぼ不可能であるといっ
てよい。さらに，対象とする造形が高位置や低位置に設置される場合等については，
造形の頂部や底部が取得可能であるかを事前に検討しなくてはならない。以上のよう
に，造形の移動が可能である場合は，移動が不可である場合と比べてデータ取得が格
段に容易となり，なおかつ細部のデータ取得も検討可能となる。  
4.5.造形形状の複雑性  
造形の形状自体が取得への制約と成り得ることが多々ある。それは主に彫りの深さ
や，造形の精緻さ等によるものであり，ここではそれらを造形形状の複雑性と称した。
こうした造形物へのデータ取得について，たとえばレーザースキャナを用いた場合は，
レーザー光が彫込の奥まで行き届かず，正確なデータ取得の妨げとなることがある。
また，凹凸の複雑な造形は光源の影響を受け，陰影を生じやすい。フォトグラメトリ
によるデータ生成においては，画像から３Ｄデータ生成を行う性質上，こうした陰影
の影響を直接的に受けやすく，事前に十全な照明環境を整備する必要がある。このよ
うに，造形の複雑性は取得への大きな制約として留意すべき項目であるといえる。  
4.6.時間的制約  
最後の項目は時間的制約である。これは｢データ取得にどれほどの時間をかけられ
るか｣という制約である。取得実践の際，こうした制約が生じた状況は，以下の二つ
に大別できる。①博物館等における企画展の展示品であり，臨時で貸し出された造形
を対象とした場合，②祭事等，ある特定の期間しか公開されない造形を対象とした場
合。前者の場合，来場者を考慮すれば，当該館の休館日に取得を行うか，展示の入れ
替えの際に取得するか等が検討される。このような状況においては，展示品の返却を
考慮すると，１日，あるいは数日しか作業期間を設けることができない等の時間的制
約が生じる。一方，後者はその地域の信仰および習俗と結びつくものである。地域の
信仰を集める造形を，長きにわたり特定の期間のみにしか公開してこなかったという
習俗と，データを取得するという目的を天秤にかけた際，どちらが優先されるかとい
う課題である。習俗が優先される場合においては，その期間内にデータの取得を完了
する必要がある。こうした課題については，その地の文化を継承する生活者の総意に
よる判断が望まれる。上記のような状況は，造形の保有者または管理者とデータ取得
者が同一である場合については制約とならないと考えられる。しかしながら，筆者の
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ように，いわば地域外の人間が介入する際には大いに留意しなくてはならない項目で
あろう。いずれにせよ，地域の歴史的立体造形に対して抱く感情は，当地の人びと一
人一人により異なることを心に留めなくてはならない。３Ｄデータの取得を行う際に
は，対象となる歴史的立体造形に関わる人びととの対話が重要であることを本章の最
後に付記しておきたい。  
 
５．取得データの合成と修正•処理  
上記に留意して取得した３Ｄデータ，およびフォトグラメトリにより生成された３
Ｄデータは，基本的にデータ同士の合成やデータの処理を行う必要がある。分割して
取得したデータを合成し，造形全体を再構成することはもとより，完全と思えたデー
タにも不要箇所(ノイズ)や，欠損が生じる場合がほとんどである。したがって，それ
らの修正等が必要となる。本研究では部位のみのデータ取得等，特定の場合を除き，
合成や修正•処理の手続きを経たデータを保存すべき完全データとした。本章では，
その手続きについて概説する。  
5.1.取得データの合成  
まず，データの合成は基本的に次の行程で行った。 
(１)カラー･テクスチャデータの変換  
まずは，カラー･テクスチャデータの変換を行った。これは OBJ 形式においてメッ
シュデータに配置されたカラー･テクスチャデータを PLY 形式における点群の色彩デ
ータに変換する行程である。本行程により後記するデータ修正･処理において，色彩
情報を有する一つのデータのみを対象として円滑に作業を進行することが可能であ
った。なお，本行程には 3D Systems 社のソフトウェア Geomagic Design X を使用し
た。  
(２)各部位ごとのデータの位置合わせ  
つづいて，各部位ごとに取得したデータの位置合わせを行った。本行程は，データ
同士をすべてつなぎ合わせることにより対象造形の全体像を再構成する行程であり，
そのためには各データを適切な位置に配置する必要がある。本行程には 3D Systems
社のソフトウェア Geomagic Verify を使用した。データ同士の位置合わせには，まず
ソフトウェアによる自動位置合わせを適用した。自動による位置合わせが適切な配置
とならなかった場合においては，手動による位置合わせを試みた。なお，手動による
位置合わせは，各部位のデータの参照点を３点以上指定することにより行
った（図 2-13)。自動，手動に関わらず，位置合わせの行程にはデータ同士の参照点
が必要となる。たとえば，像の形状を有する造形を合成の対象とした場合，｢右手部
と右腕部｣｢右腕部と胸部｣のように，隣り合う部位同士の位置を順番に調整する必要
がある。取得した各部位について，本行程を行い，造形の全体像のデータを作成した。  
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 (３)データの統合  
データの統合は，位置合わせが完了したデータを結合し造形の全体像を構成する行
程である。本行程におい も前述のソフトウェア Geomagic Verify(3D Systems 社)を
使用した。なお，据置型スキャナ Vivid910 にて取得したデータに限り，上記(２)お
よび本行程においては，専用ポリゴン編集ソフト Polygon Editing Tool(コニカミノ
ルタ社)を使用した(図 2-14)。  
以上の行程によりデータの合成は完了となる。つづいて，合成を完了した点群に色
彩情報を有する PLY データを対象に，不要箇所(ノイズ)の発生やテクスチャの欠損等
の修正･処理の行程を次項に示す通りに行った。 
5.2.データの修正･処理  
データの修正･処理は，上記で作成した PLY データを対象と し，モデリングソフト
ウェアである Geomagic Freeform Plus V2014(3D Systems 社)を使用した。本ソフト
ウェアと併せ，三次元力覚インターフェースデバイス(Geomagic Touch X，3D Systems
社)を使用した。本インターフェースを使用することにより直接的に対象物に触れる
ように，以下のデータの加工処理，および着彩処理が可能であった(図 2-15)。  
(１)不要箇所(ノイズ)の除去および平滑化  
ソフトウェア上の切削ツール等を使用し，データ統合後に生じた不要箇所の除去 
や，位置合わせを行った際のデータ同士の境界の平滑化を行った(図 2-16)。  
(２)造形の有する色彩の修正  
ソフトウェア上のスプレーツール等，着彩ツールを使用し，データ統合時，および
上記ノイズ除去や平滑化を行った際に損なわれたテクスチャデータの修正を行った
(図 2-17)。  
 
図 2-13 Geomagic Design X を使用した手動による位置合わせ 
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なお，上記の行程はすべて３Ｄデータ取得時に記録した対象造形の写真を参照しつ
つ，手動にて行った。このように本行程は造形形状や色彩を詳細に確認しつつ行うた
め，全行程のなかでも，もっとも時間を要する行程である。 
 
 
 
６.取得造形一覧の作成  
適用した３Ｄデータの取得法，取得に留意すべき点，および データの合成，修正･
処理の行程を踏まえ，記載すべき項目を設定し，104 件の取得造形および，取得デー
   
図 2-14 Polygon Editing Tool を使用した手動に    図 2-15 データ修正･処理を行う様子 
よる位置合わせ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-16 着彩加工前(左)と着彩加工後(右)のデータ比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-17 着彩加工前(左)と着彩加工後(右)のデータ比較 
(修正の対象となるデータの不要箇所は赤色の線で示した。) 
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タを一覧としてまとめた(表 1-1，1-2)。 
表 1-1，1-2 の各項目について以下に概説する。  
(１)造形名  
造形名はデータ取得対象造形の名称である。なお，阿形･吽形の別や造形の部位等，
補足すべき事項は括弧()内にて記した。  
(２)所蔵  
所蔵はデータ取得対象造形の所蔵である。なお，名称に地域名が含まれない千葉県
内の社寺や博物館等については，括弧()内にてそれらが位置する市区町村名を記載し，
千葉県外の社寺については都県名および市区町村名，または国名等，それらが位置す
る地域名を記した。  
(３)造形種別  
造形種別は，3.1.にて記した歴史的立体造形の造形種別である。なお｢その他装飾
彫刻｣｢その他立体造形｣に分類される造形については，必要に応じて神輿彫刻，格天
井彫刻，張子人形等，さらに詳細な造形種別を括弧()内に記載した。  
(４)データ取得法  
データ取得法は，3.2.にて記したデータ取得対象造形に適用した四種の取得法の種
別を記載した項目である。  
(５)彫像•制作者  
彫像•制作者は，データ取得対象造形の彫像者および制作者の名称である。なお，
彫像者•制作者が不詳のものについては，その旨を記載した。  
(６)寸法  
寸法はデータ取得対象造形の最大長(mm)の数値である。基本的にはコンベックス等
により測定し，読み取った数値を記載した。一方，大型の造形等，直接的に測定が不
可能であったものについては，取得データをもとに推定した数値を記載した。  
(７)データ取得場所  
データ取得場所は，対象造形の３Ｄデータ取得を行った場所である。前述した(２)
と同様に取得場所名に続けて地域名を括弧()内に記載した。 
(８)解像度  
解像度は基本的に VIUScan を使用した際の解像度の数値を示した。なお，No.58 の
真達羅大将(十二神将立像，酉，頭部と胸部)については，解像度 0.2mm と 0.5mm の二
つの数値を記載している。これは仏像の胸部から上方のデータを取得したものである
が，顔部については解像度を 0.2mm の設定値にて，その他については 0.5mm の設定値
にて取得したためである。また，No.71から No.79の張子のデータ取得にはPICZA LPX-
600 を使用した際の数値である。解像度については，当該機材のスキャンピッチの設
定値を記載した。  
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表 2-1 ３Ｄデータの取得を行った歴史的立体造形一覧 
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8IÆ)^RÇ
m´X#
Æ<E:`´X#Ç ÚàÞÝå n[¬ ÍÌÎÌ
8I
Æ)^RÇ É ÆÐÎÇ É ÍÈÍÏÔÈÏÍÔ ÎÌÍÒËÑËÍÎÈÅÕËÍÍ
ÎÒ jìÂÆµÇ 8IÆ)^RÇ
m´X#
Æ<E:`´X#Ç ÚàÞÝå n[¬ ÍÌÎÌ
8I
Æ)^RÇ É ÆÐÔÇ É ÕÐÍÈÒÍÐ ÎÌÍÒËÑËÍÎÈÅÕËÍÍ
ÎÓ jìÂÆ1Ç 8IÆ)^RÇ
m´X#
Æ<E:`´X#Ç ÚàÞÝå n[¬ ÍÌÎÌ
8I
Æ)^RÇ É ÆÑÐÇ É ÕÐÍÈÍÔÔ ÎÌÍÒËÑËÍÎÈÅÕËÍÍ
ÎÔ rû¸ìÆµÇ 8IÆ)^RÇ
m´X#
Æ<E:`´X#Ç ÚàÞÝå n[¬ ÍÌÎÌ
8I
Æ)^RÇ É ÆÏÕÇ É ÔÏÏÈÑÍÐ ÎÌÍÒËÑËÍÎÈÅÕËÍÍ
ÎÕ rû¸ìÆ1Ç 8IÆ)^RÇ
m´X#
Æ<E:`´X#Ç ÚàÞÝå n[¬ ÍÌÎÌ
8I
Æ)^RÇ É ÆÓÒÇ É ÍÈÔÏÏÈÓÕÒ ÎÌÍÒËÑËÍÎÈÅÕËÍÍ
ÏÌ îÆµÇ 8IÆ)^RÇ
m´X#
Æ<E:`´X#Ç ÚàÞÝå n[¬ ÍÌÎÌ
8I
Æ)^RÇ É ÆÓÒÇ É ÕÏÐÈÐÌÒ ÎÌÍÒËÑËÍÎÈÅÕËÍÍ
ÏÍ îÆ1Ç 8IÆ)^RÇ
m´X#
Æ<E:`´X#Ç ÚàÞÝå n[¬ ÍÌÎÌ
8I
Æ)^RÇ É ÆÐÓÇ É ÍÈÒÑÐÈÏÔÌ ÎÌÍÒËÑËÍÎÈÅÕËÍÍ
ÏÎ rû¸ìÆµÇ 8IÆ)^RÇ
m´X#
Æ<E:`´X#Ç ÚàÞÝå n[¬ ÍÌÎÌ
8I
Æ)^RÇ É ÆÐÌÇ É ÍÈÍÍÐÈÕÏÔ ÎÌÍÒËÑËÍÎÈÅÕËÍÍ
ÏÏ rû¸ìÆ1Ç 8IÆ)^RÇ
m´X#
Æ<E:`´X#Ç ÚàÞÝå n[¬ ÍÌÎÌ
8I
Æ)^RÇ É ÆÓÒÇ É ÍÈÌÓÕÈÍÐÒ ÎÌÍÒËÑËÍÎÈÅÕËÍÍ
ÏÐ ¤Æ1Ç ÁOR­5¥d¿ gÃX# ÚàÞÝå n[¬ ÍÐÌ
ÁOR
­5¥d¿ É ÆÏÓÇ É ÎÕÈÎÎÔ ÎÌÍÒËÒËÎ
ÏÑ rì ÁOR­5¥d¿ m´X# ÚàÞÝå n[¬ ÍÔÌÌ
ÁOR
­5¥d¿ É ÆÕÓÇ É ÍÍÈÒÐÍ ÎÌÍÒËÒËÎ
ÏÒ rì{ ÁOR­5¥d¿ m´X# ÚàÞÝå n[¬ ÍÔÌÌ
ÁOR
­5¥d¿ É ÆÍÌÓÇ É ÍÐÎÈÏÒÑ ÎÌÍÒËÒËÎ
ÏÓ o=JÆ&Jÿ
Ç
LjI
Æ)^RÇ  ÚàÞÝå ¢ ÕÍÌ
LjI
Æ)^RÇ É ÆÑÎÇ É ÐÌÑÈÑÏÏ ÎÌÍÒËÓËÔ
ÏÔ «=JÆ&Jÿ®Ç
LjI
Æ)^RÇ  ÚàÞÝå ¢ ÕÌÌ
LjI
Æ)^RÇ É ÆÒÍÇ É ÍÐÓÈÔÌÕ ÎÌÍÒËÓËÔÈÅÕËÍ
ÏÕ 2/¢ ý,wÇ ëíªWÆX#2Ç ÚàÞÝå vÅu ÒÌÌ CÆ,wÇ É ÆÑÓÇ É ÑÕÍÈÐÎÒ ÎÌÍÒËÓËÍÐ
ÐÌ 2/¢ ý,wÇ ëíªWÆX#2Ç ÚàÞÝå vÅu ÐÌÌ CÆ,wÇ É ÆÏÒÇ É ÒÈÍÓÌÈÕÕÓ ÎÌÍÒËÓËÍÐ
ÐÍ ©=JÆ&JÿGÇ
LjI
Æ)^RÇ  ÚàÞÝå ¢ ÔÕÌ
LjI
Æ)^RÇ É ÆÕÕÇ É ÍÐÐÈÐÓÑ ÎÌÍÒËÓËÎÕ
ÐÎ »=JÆ&Jÿ§Ç
LjI
Æ)^RÇ  ÚàÞÝå ¢ ÔÍÌ
LjI
Æ)^RÇ É ÆÏÑÇ É ÏÔÌÈÑÑÐ ÎÌÍÒËÓËÎÕ
ÐÏ 3«=JÆ&Jÿ(Ç
LjI
Æ)^RÇ  ÚàÞÝå ¢ ÔÓÌ
LjI
Æ)^RÇ É ÆÒÕÇ É ÐÑÓÈÑÎÌ ÎÌÍÒËÓËÎÕ
ÐÐ Ä 'TÆ)^RÇ 0bX# ÚàÞÝå Y!l ÍÓÌÌ
'T
Æ)^RÇ É ÆÕÓÇ É ÔÈÌÏÔÈÕÑÒ ÎÌÍÒËÔËÍÒ
ÐÑ ÄìEè 'TÆ)^RÇ 0bX# ÚàÞÝå Y!l ÍÓÌÌ
'T
Æ)^RÇ É ÆÎÔÇ É ÕÈÐÕÒÈÎÌÐ ÎÌÍÒËÔËÍÒ
ÐÒ [ Æ,wÇ ëíªWýX#2Ç ÚàÞÝå vÅu ÏÌÌ CÆ,wÇ É ÆÍÌÍÇ É ÏÏÎÈÕÕÌ ÎÌÍÒËÍÌËÍÎ
ÐÓ øó *V@tMÆÀ+RÇ
ëíªW
ÆV@¹7Ç Ü×ÛæÞÝã *V@tM ÍÎÑ
'=B
Æ'RÇ ÌÊÑ Î ÍÑÌ ÏÍÒÈÕÌÌ ÎÌÍÒËÍÌËÎÎ
ÐÔ ÷ñúð *V@tMÆÀ+RÇ
ëíªW
ÆV@¹7Ç Ü×ÛæÞÝã *V@tM ÍÍÌ
'=B
Æ'RÇ ÌÊÑ Î ÍÑÌ ÎÓÐÈÏÐÌ ÎÌÍÒËÍÌËÎÎ
ÐÕ a|ÆQÇ *V@tMÆÀ+RÇ
ëíªW
ÆV@¹7Ç Ü×ÛæÞÝã *V@tM ÔÑ
'=B
Æ'RÇ ÌÊÑ Î ÍÑÌ ÎÍÐÈÏÏÔ ÎÌÍÒËÍÌËÎÎ
ÑÌ a|Æ-Ç *V@tMÆÀ+RÇ
ëíªW
ÆV@¹7Ç Ü×ÛæÞÝã *V@tM ÍÌÌ
'=B
Æ'RÇ ÌÊÑ Î ÍÑÌ ÎÌÕÈÒÌÌ ÎÌÍÒËÍÌËÎÎ
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表 2-2 ３Ｄデータの取得を行った歴史的立体造形一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ôĀâ ¾`6 g² ¾`£$ ģĪĞ1c aªĩ&ª MÝþþÞ ģĪĞ1c@g
¹[
ÝþþÞ #(o
ĢĚĝğĦ
¹[
ÝñõòÞ
KģĪĞČ
Ïo 1cr
éå ėĖħ 0^GRÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÎ=Þ øò÷Ăüûÿ 0^GR åæä
-¯CI
Ý-¯XÞ äâé æ åéä æíèàíæì æäåêãåäãææ
éæ ĘġĤ 0^GRÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÎ=Þ øò÷Ăüûÿ 0^GR åæä
-¯CI
Ý-¯XÞ äâé æ åéä æêäàçäè æäåêãåäãææ
éç ĎđĈĉĄ 0^GRÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÎ=Þ øò÷Ăüûÿ 0^GR ååä
-¯CI
Ý-¯XÞ äâé æ åéä æèìàíåä æäåêãåäãææ
éè ėĠĥ 0^GRÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÎ=Þ øò÷Ăüûÿ 0^GR åçé
-¯CI
Ý-¯XÞ äâé æ åéä æíåàèìè æäåêãåäãææ
éé ăB¡ 0^GRÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÎ=Þ øò÷Ăüûÿ 0^GR åæä
-¯CI
Ý-¯XÞ äâé æ åéä æëéàèåä æäåêãåäãææ
éê ĕĜę 0^GRÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÎ=Þ øò÷Ăüûÿ 0^GR ååé
-¯CI
Ý-¯XÞ äâé æ åéä æçêàèíì æäåêãåäãææ
éë ` 0^GRÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^G`Þ øò÷Ăüûÿ 0^GR åêé
-¯CI
Ý-¯XÞ äâé æ åéä ææêàëèæ æäåêãåäãææ
éì
À¨CO
Ý, O¥ĭ
ÅĭÑÂĉ«ÂÞ
QzN
Ý.f§XÞ  øò÷Ăüûÿ º æåæ
QzN
Ý.f§XÞ äâæãäâéß ê æéä èàåèíàèææ æäåëãåãåë
éí ċÝÊÞ ?NÝ.f§XÞ
Éa'
ÝBLAh¬Éa'Þ øò÷Ăüûÿ d Á åäæä
?N
Ý.f§XÞ äâæé é æéä åàèéèàìëí æäåëãåãææ
êä %¨Û CS*PÝØUXÞ ąČ¥¾` öýüûā d Á åççä
ĐĔĊĐČÆ
ÝØUXÞ á ÝèèÞ á ééçàíëä æäåëãæãæå
êå Ê]ËFx¥ 3½qÓ  øò÷Ăüûÿ º íëä

3½qÓ äâè åä æéä êàëêåàééæ æäåëãéãåå
êæ ÛÝÊÞ 3½qÓ 7la' öýüûā Tv:Ç æäää

3½qÓ á ÝéëÞ á êíåàíéé æäåëãéãåå
êç ÛÝ8Þ 3½qÓ 7la' öýüûā Tv:Ç æäää

3½qÓ á ÝèéÞ á ååæàíäå æäåëãéãåå
êè ÛÝmÂÞ 3½qÓ ąČ¥¾` öýüûā Tv:Ç êää

3½qÓ á ÝæäæÞ á ççàäèí æäåëãéãåå
êé ³YFx¥ QzNÝ.f§XÞ  øò÷Ăüûÿ º åèëç
QzN
Ý.f§XÞ äâè æç æéä åêàíæìàêåç æäåëãéãåæàÜæèàÜêãëàÜææ
êê ÛÝ8Þ ­ÝÈ.Þ
ąČ·Òa'
ÝR2·Òa'Þ öýüûā b´© èää
È.
	É+ á ÝéëÞ á èéçàçèé æäåëãêãå
êë Û 4 Ý~Ð¼XÞ 7la' öýüûā b´%!¶© æìää
4 
Ý~Ð¼XÞ á ÝêåÞ á èíèàçéê æäåëãêãæë
êì Û 4 Ý~Ð¼XÞ
ąČ·Òa'
Ý{Da'Þ öýüûā b´%!¶© çéä
4 
Ý~Ð¼XÞ á ÝçêÞ á åëëàììë æäåëãêãæë
êí s°ďĆč}ċÕ 4 Ý~Ð¼XÞ
ąČ·Òa'
Ý{Da'Þ öýüûā b´%!¶© çéä
4 
Ý~Ð¼XÞ á ÝçèÞ á ååìàæææ æäåëãêãæë
ëä s± 4 Ý~Ð¼XÞ
ąČ·Òa'
Ý{Da'Þ öýüûā b´%!¶© çéä
4 
Ý~Ð¼XÞ á ÝçèÞ á åéäàíåì æäåëãêãæë
ëå ćĒďî f§^GÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÞ õòðúîÜóõùáêää f§^G íé
-¯CI
Ý-¯XÞ äâæßß ç á ååëàäçì æäåëãëãè
ëæ ćĒďï f§^GÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÞ õòðúîÜóõùáêää f§^G íé
-¯CI
Ý-¯XÞ äâæßß ç á åäèàíçä æäåëãëãè
ëç ėĖħî f§^GÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÞ õòðúîÜóõùáêää f§^G íä
-¯CI
Ý-¯XÞ äâæßß é á ííàæêæ æäåëãëãé
ëè ėĖħï f§^GÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÞ õòðúîÜóõùáêää f§^G åäé
-¯CI
Ý-¯XÞ äâæßß é á êçàêìä æäåëãëãé
ëé ĕĜęî f§^GÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÞ õòðúîÜóõùáêää f§^G åæä
-¯CI
Ý-¯XÞ äâæßß é á êåàëåë æäåëãëãé
ëê ĕĜęï f§^GÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÞ õòðúîÜóõùáêää f§^G åäé
-¯CI
Ý-¯XÞ äâæßß é á éêàêæë æäåëãëãé
ëë Ĥěî f§^GÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÞ õòðúîÜóõùáêää f§^G åää
-¯CI
Ý-¯XÞ äâæßß ç á íçàéçé æäåëãëãê
ëì Ĥěï f§^GÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÞ õòðúîÜóõùáêää f§^G åää
-¯CI
Ý-¯XÞ äâæßß è á éêàèìæ æäåëãëãê
ëí Ĥěð f§^GÝÔ1XÞ
ąČ¥¾`
Ý^GÞ õòðúîÜóõùáêää f§^G ååä
-¯CI
Ý-¯XÞ á é á éíàåëå æäåëãëãê
ìä zċÙ 4 Ý~Ð¼XÞ
ąČ·Òa'
ī{Da'Þ öýüûā b´%!¶© çéä
4 
Ý~Ð¼XÞ á ÝííÞ á êèåàæåì æäåëãëãæä
ìå zċ× 4 Ý~Ð¼XÞ
ąČ·Òa'
ī{Da'Þ öýüûā b´%!¶© çéä
4 
Ý~Ð¼XÞ á ÝçëÞ á éííàçêè æäåëãëãæä
ìæ ¦ċÍ 4 Ý~Ð¼XÞ
ąČ·Òa'
ī{Da'Þ öýüûā b´%!¶© çéä
4 
Ý~Ð¼XÞ á ÝêéÞ á åæêàåêå æäåëãëãæä
ìç Ö" ­ÝÓSXÞ
ąČ·Òa'
īU6R2a'Þ öýüûā b´©H åéää U6ÝÓSXÞ á ÝèëÞ á åàéìäàæíê æäåëãëãçä
ìè Û ­ÝÓSXÞ
ąČ·Òa'
ī
Ĩ0R2a'Ĭ öýüûā b´©H åéää

Ĩ0R2Ó
ÝÓSXÞ á ÝèåÞ á åàäèëàëæí æäåëãëãçä
ìé )  ­ÝÓSXÞ
ąČ·Òa'
īU6R2a'Þ öýüûā b´©H èää
U6
ÝÓSXÞ á ÝéåÞ á åäìàåëí æäåëãëãçä
ìê ³YFx¥Ý2\Þ QzNÝ.f§XÞ ąČ¥¾` öýüûā º ééê
QzN
Ý.f§XÞ á ÝèëÞ á åàäçåàéæë æäåëãíãåæ
ìë E¨COÝ, O¥ĭtÞ
QzN
Ý.f§XÞ  öýüûā º íää
QzN
Ý.f§XÞ á ÝêíÞ á çëåàæíé æäåëãíãåæ
ìì nµ¨COÝ, O¥ĭÞ
QzN
Ý.f§XÞ  öýüûā º ìéä
QzN
Ý.f§XÞ á ÝéèÞ á çèíàììí æäåëãíãåæ
ìí Z¨COÝ, O¥ĭVÞ
QzN
Ý.f§XÞ  öýüûā º ìêä
QzN
Ý.f§XÞ á ÝååçÞ á èæëàçìè æäåëãíãåç
íä JZ¨COÝ, O¥ĭ/Þ
QzN
Ý.f§XÞ  öýüûā º ìåä
QzN
Ý.f§XÞ á ÝåçéÞ á çæêàèëë æäåëãíãåç
íå ¸GÛ 5NÝ.f§XÞ 7la' öýüûā b´%!¶© åæää
5N
Ý.f§XÞ á ÝìçÞ á íçàíêæ æäåëãíãåèàÜæäåìãæãåå
íæ j¨COÝ, O¥ĭÞ
QzN
Ý.f§XÞ  öýüûā º íåä
QzN
Ý.f§XÞ á ÝåçæÞ á çìíàëæí æäåëãíãåé
íç kw¨COÝ, O¥ĭeÞ
QzN
Ý.f§XÞ  öýüûā º íæä
QzN
Ý.f§XÞ á ÝåçéÞ á çíéàêæê æäåëãíãåé
íè Ê]ËFx<Ý9ĭiÂĬ
N
Ý»+Þ  öýüûā º éæä
N
ÝyÄ»+Þ á ÝæíÞ á ëìàçåì æäåëãíãçä
íé Ê]ËFx<Ý9ĭiÂÞ
N
Ý»+Þ  öýüûā º éæä
N
ÝyÄ»+Þ á ÝèçÞ á æäæàëèí æäåëãíãçä
íê Ê]ËFx<Ý9ĭiÂÞ
N
Ý»+Þ  öýüûā º éæä
N
ÝyÄ»+Þ á ÝééÞ á åêêàíêí æäåëãíãçä
íë W_ :²ÌÝ.f§XÞ Éa' öýüûā b´%!¶© çäåç
:²Ì
Ý.f§XÞ á ÝéèÞ á çàíëéàæíè æäåëãåäãåë
íì G¿ēGċ :²ÌÝ.f§XÞ Éa' öýüûā b´%!¶© ååêé
:²Ì
Ý.f§XÞ á ÝæéÞ á éççàçèç æäåëãåäãåë
íí Gċ :²ÌÝ.f§XÞ Éa' öýüûā b´%!¶© ååêé
:²Ì
Ý.f§XÞ á ÝæëÞ á éæêàëìè æäåëãåäãåë
åää |ċQ¢ÝÊÞ Cu Ý®>¤pXÞ Éa' øò÷Ăüûÿ Tv:Ç ëää

3½qÓ äâç åä æéä êàæííàæíè æäåìãæãíàÜåê
åäå |ċQ¢Ý8Þ Cu Ý®>¤pXÞ Éa' øò÷Ăüûÿ Tv:Ç ëää

3½qÓ äâç ê æéä éàêëëàæëì æäåìãæãíàÜåê
åäæ a' 5NÝ.f§XÞ
ąČ·Òa'
ī·Òa'Þ öýüûā b´%!¶© åäåì
5N
Ý.f§XÞ á ÝìíÞ á íçàíêæ æäåìãæãåå
åäç G ² ąČ¥¾`Ý¥9Þ øò÷Ăüûÿ d Á èæä
ØUX
Ã;½qÓ äâè ë æéä åàêìäàæçí æäåìãæãåí
åäè CÚ ² ąČ¥¾`Ý¥9Þ öýüûā d Á ææä
ØUX
Ã;½qÓ á ÝêéÞ á æéìàçèì æäåìãæãåí
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 (９)分割数  
分割数はスキャナを使用した際に取得したデータの総数，ならびにフォトグラメリ
使用時における，データ生成に使用した写真の枚数である。Vivid910，VIUSCan およ
び PICZA LPX-600 使用時の値は通常の表記にて記し，Recap シリーズ使用時の値は括
弧()内に記載した。 
(10)テクスチャ解像度  
テクスチャ解像度は，VIUScan 使用時の テクスチャ解像度(DPI)の設定値である。 
(11)完全データの頂点数  
完全データの頂点数はデータの合成 および修正･処理後の完全データについて，そ
れらのポリゴンを形成する頂点の総数である。  
(12)データ取得日  
データ取得日は，スキャナを使用した３Ｄデータの取得日，ならびにフォトグラメ
トリ使用時における写真の撮影日である。なお，データ取得後，データの不足箇所等
による再取得があった場合については，その日程も併せて記載している。  
 
７．３Ｄデータ取得の地域活性化への意義の考察  
本章で述べてきた歴史的立体造形の３Ｄデータ取得について，データ取得実践から
得た知見に基づき，地域活性化に資する意義についての考察を以下の通り行った。  
7.1.歴史的立体造形の顕在化の促進  
本章にて論じた３Ｄデータの取得実践は，対象となる造形の所有者や関係者，ある
いは博物館･資料館等の学芸員らを交えての話し合いを通じて進められることが多か
った。その過程においては取得法が議論されることはもとより，造形の歴史や特徴，
ひいては造形への思い出等，さまざまな対話が展開された。また，データを取得する
際にはその様子を見学する地域の生活者の姿がみられることもあり，改めて造形が観
察される場面があった。また，その場においてもしばしば対話が展開され，当該造形
と地域との関わりについての情報が引き出された。このように，３Ｄデータの取得と
いう行為自体が歴史的立体造形を中心としたコミュニケーションを活性化し，対象の
造形を地域内で再確認する契機となり得る。すなわち，当該造形の顕在化を推進し得
る。地域活性化には生活者による地域資源への着目が不可欠である。歴史的立体造形
が顕在化されることにより，まずは当該造形に対し，地域資源として価値が見出され
る可能性が生起すると考えられ，そこに３Ｄデータ取得の意義を見出すことができる
といえよう。  
7.2.保存･共有に向けた歴史的立体造形に関する情報の蓄積  
本章にて作成した取得データ一覧の記載項目は，歴史的立体造形についてのメタ情
報である。本表においては｢造形名｣｢寸法｣等に加え，当該造形の３Ｄデータに関する
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項目を追記した。これはデータの取得に基づき，今後，歴史的立体造形について，３
Ｄデータの観点からも情報を蓄積しようとする新たな試みともいえる。さらに，取得
データを一覧としてまとめていくことよって，地域に散逸的に潜在した状態であった
歴史的立体造形が，活用を検討可能な地域資源としてリスト化される。こうした情報
の蓄積は，例えば歴史的立体造形の保存や共有化に資するデジタル･アーカイブやも
のづくり等への展開の前提となる。したがって，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･
保存･活用に基づく地域活性化デザインの観点において，これらの情報の蓄積は，当
該造形を資源として活用していくための環境を整備するうえで重要であると考える。  
 
８．おわりに  
本章では歴史的立体造形の３Ｄデータ取得について，①ハンディ型スキャナ，②据
置型スキャナ，③設置型スキャナ，④フォトグラメトリの四種の取得法を実践し，以
下の取得の際に留意すべき点を明確化した。 
(１)造形の大きさ 
(２)造形の形状 
(３)欠損の有無，破損危険性 
(４)移動の容易性 
(５)造形形状の複雑性 
(６)時間的制約  
また，完全データを得るまでの行程を報告するとともに，上記を踏まえて，記載す
べき項目を設定し，104 件の取得造形および，取得データの一覧を作成した。最後に，
一連の実践を通じて，３Ｄのデータ取得の地域活性化への意義を考察し，(１)歴史的
立体造形の顕在化の促進，(２)歴史的立体造形の共有化に向けた情報の蓄積の２点を
導出した。 
本研究における 104 件の３Ｄデータ取得実践は，地域に点在する膨大な歴史的立体
造形の総数からすればごくわずかである。しかしながら，これまでなされてこなかっ
ただけに，その数だけ歴史的立体造形の顕在化がなされたことは，地域資活性化の観
点からは，一定程度の価値があると考える。歴史的立体造形は各地域の文化の表出で
ある。なぜなら，地域特有の気候･風土に適合した材や，その土地の生活者の習俗， 
さらには人びとの交流がもたらした知識等が結集した人工物であるからである。した
がって，歴史的立体造形は，それらを有する地域を理解するための重要な資源である
といえよう。しかしながら，現在，歴史的立体造形は消失の危機に瀕しているものが
少なくない。これは，換言すれば，地域の重要な資源が潜在化した状態にあるという
ことを意味する。それゆえ，新たな維持•管理体制の構築が望まれるが，地域内の生 
活者であっても，造形自体を認知していない場合がみられるのが現状である。まずは，
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何よりも地域内において造形への認知を深める必要があろう。本章で論じてきた歴史
的立体造形の３Ｄデータの取得は，造形形状やその色彩等の現状を記録するにとどま
らず，造形へのアクセスを易化し，地域内の生活者がそれらへの認知を深める機会の
創出に寄与し得ると考える。また，取得データと３Ｄプリンタをはじめとする三次元
デジタル造形技術の併用は，地域資源の認知を超え，それらの積極的活用への可能性
を拓く。すなわち，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得は，新たなかたちでの地域活
性化へ向けた起点であるといえよう。 
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図の出展 
図 2-1:実践における取得対象への集計に基づき，筆者作成。 
図 2-2:写真は龍(表 2-2，No.67)，2017 年６月 27 日，叶神社(神奈川県横須賀市)に 
て筆者撮影。 
図 2-3:写真は子連れ獅子に牡丹(表 2-2，No.98)，2017 年 10 月 17 日，圓蔵院(千葉 
県南房総市)にて筆者撮影。 
図 2-4:写真は獅子(阿)(表 1-1，No.８)，2015 年 12 月６日，千葉大学にて筆者撮影。 
図 2-5:写真は龍(表 1-2，No.68)，2017 年６月 27 日，叶神社(神奈川県横須賀市)に 
て筆者撮影。 
図 2-6:写真は龍(表 1-2，No.84)，2017 年７月 30 日，千葉県館山市にて筆者撮影。 
図 2-7:2014 年 11 月５日，小松寺(千葉県南房総市)にて筆者撮影。 
図 2-8:2015 年２月 25 日，小松寺(千葉県南房総市)にて筆者撮影。 
図 2-9:2017 年１月 17 日，小松寺(千葉県南房総市)にて筆者撮影。 
図 2-10:2017 年９月 12 日，小松寺(千葉県南房総市)にて筆者撮影。 
図 2-11:2017 年６月 27 日，叶神社(神奈川県横須賀市)にて筆者撮影。 
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図 2-12:2015 年 10 月 17 日，圓蔵院(千葉県南房総市)にて筆者撮影。 
図 2-13:および図 14:ソフトウェア使用時のスクリーンショットをもとに筆者作成。 
図 2-15:2015 年 10 月，千葉大学にて筆者撮影。 
図 2-16:図のデータは獅子(阿) (表 2-1，No.８)の右眼部。 
図 2-17:図のデータは玉巵弾琴(表 2-2，No.97)の一部。 
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１．はじめに  
前章では，これまでに行った104件の３Ｄデータ取得実践について，その取得対象，
取得法について報告し，データ取得に対して留意すべき項目についての明確化を行っ
た。本章では，歴史的立体造形の３Ｄデータ取得について，上記の取得実践への類型
化を行い，得られた類型への分析を通じて，より具体的なデータ取得への指針の導出
を目指す。 
 
２．研究方法  
本研究における研究方法は以下の通りである。  
(１)類型化による歴史的立体造形の特性の分析  
３Ｄデータ取得に係る歴史的立体造形の特性を明確化するため，データ取得実践で
対象とした 104 件の歴史的立体造形を数量化Ⅲ類およびクラスター分析を用いて類
型化した。  
(２)各類型において運用した取得法の傾向の明確化  
上記で得られた各類型に属する歴史的立体造形に対し，運用した取得方法の集計を
通じて，各類型に運用された四種の取得法[注１]の傾向を明確化した。また，３Ｄデ
ータの取得実践に基づき，その傾向がみられた要因についての考察を行った。  
(３)地域の歴史的立体造形の３Ｄデータ取得への指針導出  
上記(1)および(2)を通じて，取得法の選択と制約の関連への考察を行い，地域の歴
史的立体造形の３Ｄデータ取得への指針を導出した。  
 
３.３Ｄデータの取得実践に基づく歴史的立体造形の類型化  
3.1.類型化のためのカテゴリの設定  
一般的に，３Ｄデータを取得するには，お互いに複合的に関連し合うさまざまな要
素への配慮が必要となる。取得実践においては，それらを総合的に判断し，取得法を
選択･運用してきた。本章では，計 104 件の取得実践に基づき歴史的立体造形の類型
化を行い，３Ｄデータ取得に係る造形の特性の把握を試みた。 
まず，３Ｄデータの取得対象である造形の大きさと形状，およびデータ取得への制
約に関するカテゴリー項目の設定を行った(表 3-1)。各カテゴリーの内容について以
下に示す[注２]。  
(１)造形の大きさ  
造形の寸法について，1000mm を基準とし，それ以上のものとそれより小さいものを
分別する項目である。  
(２)形状の複雑性の高低  
造形形状の複雑性の程度に関する項目である。精緻な細工や深い彫込み等が確認さ
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れたもの等については複雑性が大きいと判断した。  
(３)破損危険性の高低  
造形の破損危険性の程度に関する項目である。過度な破損がみられたものや，安定
性の低い造形については危険性が高いと判断した。  
(４)移動の容易性  
造形の移動が容易であるか，容易でないかについての項目である。基本的に壁面な
どに固定されている等の造形は移動容易性が低いとし，それ以外の造形は移動容易性
が高いとした。  
(５)時間的制約の大小 
３Ｄデータ取得に係る時間的制約の大小である。前章にて論じたように，返却期限
の迫る博物館の展示品や祭礼等で使用される造形等，造形所蔵元の都合により取得時
間への制約が大きい場合については大，それ以外は小とした。  
カテゴリー設定後は，３Ｄデータ取得実践および対象とした造形において，該当す
るカテゴリーに｢１｣を，該当しないものに｢０｣を与え解析を行った。なお，本分析に
は統計解析アドインソフトウェアであるエクセル統計 2012 を用いた。  
3.2.数量化Ⅲ類とクラスター分析による類型化  
数量化Ⅲ類を用いた分析の結果，累積寄与率 84.1％までの３つの軸を採用するこ
ととし，寄与率 44.5％の軸を第Ⅰ軸，寄与率 24.5％の軸を第Ⅱ軸，寄与率 15.1％の
軸を第Ⅲ軸とした。縦軸を第Ⅰ軸，横軸を第Ⅱ軸とした平面に各サンプルを布置した
散布図を図 3-1 に示す。また，同様に縦軸を第Ⅰ軸，横軸を第Ⅲ軸とした平面，およ
び縦軸を第Ⅱ軸，横軸を第Ⅲ軸とした平面に各サンプルを布置した散布図を図 3-2 お
よび図 3-3 に示す。そして，それぞれの散布図より各軸の意味を以下に示す通りに読
み取った。  
 
 
 
表 3-1 カテゴリー項目 
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図 3-1 数量化Ⅲ類における第Ⅰ軸と第Ⅱの関係によるサンプルの散布図              
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図 3-2 数量化Ⅲ類における第Ⅰ軸と第Ⅲ軸の関係によるサンプルの散布図 
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図 3-3 数量化Ⅲ類における第Ⅱ軸と第Ⅲ軸の関係によるサンプルの散布図              
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(１)第Ⅰ軸:造形規模  
第Ⅰ軸の正方向には｢1mm 以上 1000mm 以下｣｢形状の複雑性(高)｣が位置し，負方向
には｢1001mm 以上｣｢形状の複雑性(低)｣等が位置している。第Ⅰ軸の正方向へ向かう
ほど，造形は大型で複雑形状を有すると読み取ることができる。したがって，第Ⅰ軸
は｢造形の規模｣と解釈した。  
(２)第Ⅱ軸:環境制約  
第Ⅱ軸の正方向には｢時間的制約(大)｣｢移動容易性(低)｣，負方向には｢時間的制約
(小)｣｢移動容易性(高)｣が位置している。このように，第Ⅱ軸は時間的制約や移動容
易性について判別する軸であることが読み取れる。これらは，造形の有する形状につ
いてのカテゴリーではなく，造形の設置環境や，３Ｄデータ取得にかけることのでき
る時間に関する項目であることから，第Ⅱ軸は｢環境制約｣と解釈した。  
(３)第Ⅲ軸:破損危険性 
第Ⅲ軸においては，｢破損危険性(高)｣が，負方向では｢破損危険性(低)｣のそれぞれ
のカテゴリースコアが顕著に大きな値を示している。したがって，第Ⅲ軸は｢破損危
険性｣と解釈した。  
つづいて，第３軸までのカテゴリースコアを用いて，クラスター分析(Ward 法)を行
った。その結果６つの類型を採用した。それらを図 1-1~1-3 に重ねて示す。そして，
各図からそれぞれの類型の特性について以下のように考察した。  
3.2.1.類型Ａ:環境制約型  
本類型は，第Ⅰ軸の中間，第Ⅱ軸の正方向，第Ⅲ軸の負方向に位置する類型である。
したがって，造形規模に関わらず，環境制約が大きく，破損危険性の低いサンプルの
集合であることが読み取れる。したがって，本類型は｢環境制約型｣と解釈した。なお，
本類型内に位置するサンプルが全サンプルに占める割合は 14.4％(15 種)である。 
3.2.2.類型Ｂ:大規模安定型  
本類型は，第Ⅰ軸のやや正方向，第Ⅱ軸の中間，第Ⅲ軸の負方向に位置する類型で
ある。本類型内には大規模なサンプルが多いとともに，すべてのサンプルにおいて破
損危険性が低い。したがって，本類型は｢大規模安定型｣と解釈した。なお，本類型内
に位置するサンプルが全サンプルに占める割合は 11.5％(12 種)である。 
3.2.3.類型Ｃ:小規模安定型  
本類型は，第Ⅰ軸の負方向，第Ⅱ軸の中間，第Ⅲ軸の負方向に位置する類型である。
すなわち，小規模であるとともに，破損危険性が低いサンプルの集合であることが読
み取れる。したがって，本類型は｢小規模安定型｣と解釈した。なお，本類型内に位置
するサンプルが全サンプルに占める割合は 28.8％(30 種)である。  
3.2.4.類型Ｄ:破損危険型  
本類型は，第Ⅰ軸，第Ⅱ軸の中間，第Ⅲ軸の正方向位置する類型である。造形の規
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模や，環境制約に関わらず，破損危険性が高いサンプルの集合であることが読み取れ
る。以上より，本類型は｢破損危険型｣と解釈することができる。なお，本類型内に位
置するサンプルが全サンプルに占める割合は 16.4％(17 種)である。  
3.2.5.類型Ｅ:大規模破損危険型  
本類型は，第Ⅰ軸の正方向，第Ⅱ軸の負方向，第Ⅲ軸の正方向に位置する類型であ
る。したがって，大規模な造形であるとともに，破損危険性が高いサンプルの集合で
あることがわかる。したがって，本類型は｢大規模破損危険型｣と解釈した。なお，本
類型内に位置するサンプルが全サンプルに占める割合は 12.5％(13 種)であり，サン
プルの種別はすべて欄間彫刻である。  
3.2.6.類型Ｆ:大規模多制約型  
本類型は，第Ⅰ軸から第Ⅲ軸のほぼ正方向に位置する類型である。したがって，大
規模な造形であるとともに，環境制約が大きく，なおかつ破損危険性も高いサンプル
の集合であることがわかる。したがって，本類型は｢大規模多制約型｣と解釈した。な
お，本類型内に位置するサンプルが全サンプルに占める割合は16.4％(17種)である。  
3.3.各類型において運用したデータ取得法の傾向  
導出された各類型に対し，各類型に属する造形に対して適用された取得方法を集計
し，各類型に運用された四種の取得法の割合を明確化した(表 3-2~3-7)。ここでは，
それらを参照しつつ，各類型における取得実践を例に挙げながら，それらの傾向がみ
られた要因についての考察を行った。  
3.3.1.類型Ａ(環境制約型)において運用した取得法の傾向  
類型Ａにおける四種の取得法の割合は，ハンディ型スキャナが 20.0％(３件)，設置
型スキャナが 20.0％(３件)，据置型スキャナが０％(０件)，フォトグラメトリが
60.0％(９件)であった。  
まず，設置型スキャナは，本類型においてのみ使用がみられた。これは，図 3-1~3-
3 上，No.２の薬師如来立像等に対して使用した。本像はおよそ 1473mm の木彫の立像
である。基本的に一般公開されない造形であり，美術館の企画展において出品された
際にデータ取得を行ったものである。まず造形の概形を取得し，その後，造形をわず
かに移動させつつ，細部の詳細な取得を行うという手順で行った。最終的には，全 97
カットの撮影を行った。なお，取得に要した時間はおよそ１日である。設置型スキャ
ナは，本造形を含めた三体の造形に対し使用したが，これらすべてはデジタル上での
造形形状の確認を目的とし，データの取得を行ったものであった。したがて，カラー･ 
テクスチャデータの取得は考慮しなかった。  
また，No.103 の獅子もまた博物館において出品されたものである。本像はおよそ
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420mm の立体作品である。本像においても，およそ１日の時間的制約が存在したが，
造形規模からハンディ型スキャナでの取得が可能と判断し，取得を行った。一方，
No.66 の龍は，祭礼の際にのみ使用される山車に付された装飾彫刻である。時間的制
約に加え，移動が不可能な造形であったことや，屋外での取得となったことから，本
造形へはフォトグラメトリを適用している。  
本類型において据置き型スキャナは使用されなかったが，これは造形の借用が困難
であり，所蔵先でデータの取得を行ったためである。  
3.3.2.類型Ｂ(大規模安定型)において運用した取得法の傾向  
類型Ｂにおける四種の取得法の割合は，ハンディ型スキャナが 16.7％(２件)，設置
型スキャナ，据置型スキャナが０％(０件)，フォトグラメトリが 83.3％(10 件)であ
った。本類型は，大規模の造形が多いが，破損危険性は低い。したがって，３Ｄデー
タ取得において安定性の確保が可能な造形群であるといえる。ゆえに，小型の造形を
取得の対象とする据置型スキャナを除き，全ての取得法が検討可能であるといえよう。
なお，設置型スキャナの使用がみられない要因としては，カラー･テクスチャの取得
を行うことを前提としたからであると考えられる。  
 
     表 3-2 類型Ａにおける取得法の割合         
  
 
  
 
  
 
              
 
表 3-4 類型Ｃにおける取得法の割合         
 
 
 
 
  
  
 
 
表 3-6 類型Ｅにおける取得法の割合         
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表 3-3 類型Ｂにおける取得法の割合         
  
 
  
 
  
 
 
 
表 3-5 類型Ｄにおける取得法の割合         
 
 
 
 
  
   
 
 
表 3-7 類型Ｆにおける取得法の割合         
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3.3.3.類型Ｃ(小規模安定型)において運用した取得法の傾向  
類型Ｃにおける四種の取得法の割合は，ハンディ型スキャナが 63.3％(19 件)，設
置型スキャナが０％(０件)，据置型スキャナが 30.0％(９件)，フォトグラメトリが
6.7％(２件)であった。  
据置型スキャナは，本類型でのみ採用されており，主に張子に対して使用されてい
る。図 3-1〜3-3 上，No.75，うさぎＡは全９種の張子の一例である。これらは，取得
データをわずかに縮小させたものを３Ｄプリンタで出力し，実際の張子制作の型とし
て活用することを前提にデータ取得を行ったものである。なお，これらは借用したも
のであるため，時間的制約が存在した。先述の目的から，造形形状のデータの取得を
優先し，迅速に形状データを取得可能である据置型スキャナを使用した。結果として，
一つあたり１時間に満たないわずかな時間で実用に耐えうるデータを取得すること
が可能であった。図 3-4 に取得データを示す。  
なお，設置型スキャナは使用されなかったが，これは同種のデータを取得可能であ
る据置型スキャナが使用できたためである。したがって，これらに対しては設置型ス
キャナの使用も可能であったといえる。 
 一方，本類型に属する造形のデータ取得に最も適用されたのはハンディ型スキャ
ナであった。本類型内の造形は小規模であり，形状が単純なものである。したがって
ハンディ型スキャナでの取得についても数時間で完了できるものが多くみられた。以 
上のように，本類型内に属するような小規模単純造形は，設定したすべての取得方法
を検討可能であるといえよう。 
 
 
         
図 3-4 据置型スキャナを用いて取得した張子のデータ   図 3-5 安底羅大将(十二神将立像， 
(スキャンピッチ 0.2mm の設定値にて取得)               卯)にみられた欠損の一部   
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3.3.4.類型Ｄ(破損危険型)において運用した取得法の傾向  
類型Ｄにおける四種の取得法の割合は，ハンディ型スキャナ が 17.6％(３件)，設
置型スキャナ，据置型スキャナが０％(０件)，フォトグラメトリが 82.4％(14 件)で
あった。まず，図 3-1~3-3 上，No.90 の安底羅大将(十二神将立像，卯)はフォトグラ
メトリを使用した例である。安底羅大将は十二体の像群を構成する一体であり，寸法
およそ 810mm の木彫立像である。本像は鎌倉後期の彫像とされるが，経年等による造
形の欠損(図 3-5)が随所にみられた。造形規模を考慮すれば，ハンディ型スキャナに
おいても取得可能であったが，安定性の確保の難しさと二次的破損への懸念から，本
取得法を採用した。なお，取得はおよそ１時間程度をかけて全135枚の写真を撮影し，
それらをもとに３Ｄデータを生成した。なお写真の撮影は，４灯のハロゲンランプを
用いて可能な限り造形に陰影が表れぬよう調整しつつ行った。  
一方，ハンディ型スキャナを使用した例としては，No.100 および白梅に小禽(阿)が
挙げられる。本造形は寸法およそ 700mm の欄間彫刻である。江戸期の作とされ，数カ 
所に欠損がみられるとともに，材の劣化により脆い状態であった。しかしながら，平
面形状を有するため，緩衝材のうえに載せることにより比較的容易に安定性を保持す
ることができた。したがって，ハンディスキャナを運用し，設定値 0.3mm の精度にて
取得を行った。  
以上から，本類型に分類される造形については，破損危険性に伴う安定性の確保へ
の考慮が不可欠となる。したがって，破損危険性にとくに留意しつつ３Ｄデータ取得
法を検討する必要があるといえよう。  
3.3.5.類型Ｅ(大規模破損危険型)において運用した取得法の傾向  
類型Ｅにおける取得法の割合は，ハンディ型スキャナが 7.7％ (１件)，設置型スキ
ャナ，据置型スキャナが０％(０件)であり，フォトグラメトリが 92.3％(12 件)であ
った。  
本類型においてはフォトグラメトリの使用が多くみられた。これは，造形規模の大
きさに加え，破損危険性の高さに起因すると考えられる。本類型に属するサンプルは
すべて寸法およそ 1020mm の欄間彫刻であり，精緻な彫刻が施されたものである。江
戸期の作であり，彫刻の先端に大小の破損が見られるものも少なくなかった。したが
って，二次的破損を考慮し，フォトグラメトリによる取得を行った。なお，本類型の
なかで唯一ハンディ型スキャナでデータ取得を行ったものが同図上，No.20 および
No.59 の波に犀(阿)である。本造形については，取得計画を立案のうえ，ハンディ型
スキャナでの取得を行った。  
3.3.6.類型Ｆ(大規模多制約型)において運用した取得法の傾向  
類型Ｆにおける取得法の割合は，ハンディ型スキャナ，設置型スキャナ，および据 
置型スキャナの三種すべてが０％(０件)であり，フォトグラメトリが 100％(17 件)で
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あった。このように，類型Ｆ内のすべての造形はフォトグラメトリのみによって取得
された結果となり，類型Ｅとほぼ同じ傾向がみられた。本類型での取得例として，ま
ず図 3-1〜3-3 上，No.84 の龍が挙げられる。本造形は，普段は公開されておらず，一
年に一度の祭礼の際にのみ引き出される屋台上に設置された大型の装飾彫刻である。
したがって，データの取得については，祭礼が開始される前のわずかな時間内のみで
完了しなければならないという時間的制約が存在し，結果としてフォトグラメトリを
採用した。また，時間的制約に加えて，屋台高所に設置される造形であったことから，
造形の頂部や屋台との設置面，および細部のデータ取得は困難であった。なお，屋外
であったため光源は使用せずに取得を行い，結果として 41 枚の写真からデータを生
成した。  
一方，No.97 の玉巵弾琴は最大長およそ 3000mm を超える大規模な欄間彫刻である。
本造形は寺院本堂内の高位置に設置され，移動不可能であったため，フォトグラメト
リを採用した(図 3-6)。取得は１時間程度で完了し，合計 54 枚の写真からデータを生
成した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
図 3-6 フォトグラメトリ による欄間彫刻/玉巵弾琴のデータ取得 
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４．歴史的立体造形の３Ｄデータ取得への指針導出と考察  
4.1.導出された各類型のまとめ  
これまで確認してきた各類型の特性と各類型内にて運用された取得法をまとめる
と以下のようになる。  
 (１)類型Ａ:環境制約型  
取得法:ハンディ型スキャナ，設置型スキャナ，フォトグラメトリ  
(２)類型Ｂ:大規模安定型  
取得法:ハンディ型スキャナ，フォトグラメトリ  
(３)類型Ｃ:小規模安定型  
取得法:ハンディ型スキャナ，据置型スキャナ，フォトグラメトリ  
(４)類型Ｄ:破損危険型  
取得法:ハンディ型スキャナ，フォトグラメトリ  
(５)類型Ｅ:大規模破損危険型  
取得法:ハンディ型スキャナ，フォトグラメトリ  
(６)類型Ｆ:大規模多制約型  
取得法:フォトグラメトリ  
4.2.取得法の選択と制約の関連への考察  
上記(１)~(６)への考察から，取得法の選択と制約の関連への考察を行う。 
まず，規模が異なる類型Ｂ(大規模安定型)と類型Ｃ(小規模安定型)を比較すると，
小型の造形を取得可能な据置型スキャナを使用可能である点において，類型Ｃの方が
取得法の選択肢が多い。また，両類型にて運用したハンディ型スキャナとフォトグラ
メトリの運用率を比較すれば，類型Ｃの方が大きいことがわかる。したがって，造形
規模の把握は，取得法の選択のための判断材料となり得るといえよう。  
一方，類型Ｂ(大規模安定型)と類型Ｅ(破損危険型)について，破損危険性が付加さ
れることにより，ハンディ型スキャナの運用率が減少し，フォトグラメトリの運用率
が増加していることから，破損危険性についても，取得法選択への制約に関連がある
と考えられる。  
また，類型Ｅ(大規模破損危険型)と類型Ｆ(大規模多制約型)についても，取得法の
運用割合の観点からは同様の傾向がみられたものの，先述の通り，造形の移動が不可
であることや，時間的制約により，取得法の選択肢が限定される。  
以上のように，本分析からは，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得法は，データ取
得対象となる造形の①規模(大きさ，形状の複雑性等)，②破損危険性，③環境制約(時
間制約，移動の可否)等の要因により限定されると考察された。  
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4.3.歴史的立体造形の３Ｄデータ取得への指針導出  
4.3.1.３Ｄデータ取得のワークフロー  
上記を踏まえ，歴史的立体造形の３Ｄデータ取得への指針を導出した。まずは，各
類型における３Ｄデータ取得へのワークフローを提案する。基本的な流れは以下の通
りである。また，図 3-7~3-9 にワークフローの例を示す。なお，これらの例は基本的
にカラー･テクスチャデータの取得を前提としたものである。 
(１)取得対象の設定  
３Ｄデータを取得する対象の造形を設定する。  
(２)取得対象への観察  
対象として設定した造形に対し，先に挙げた項目である｢造形の大きさ｣｢造形種別｣
｢欠損の有無｣｢造形形状｣等を確認する。  
(３)取得対象を取り巻く環境の観察  
取得対象を取り巻く環境，制約について｢造形の複雑性｣｢破損危険性｣｢造形の複雑
性｣｢時間的制約｣の確認を行う。  
(４)３Ｄデータ取得計画の策定  
上記(２)(３)を踏まえて，取得対象とする造形が先に導出した類型Ａから類型Ｆの
どの類型に属すかに留意し，データ取得法の選定，および取得計画の策定を行う。た
とえば，対象とした造形が類型Ｅや類型Ｆに属するものと判断された場合については，
データ取得法としてフォトグラメトリがまずは検討されよう。また，対象造形が類型
Ａや類型Ｂ，類型Ｄなどに属する場合については，環境制約や，破損危険性，造形規
模を考慮したうえで，取得法を検討する必要がある。一方，類型Ｃである場合につい
ては，取得データの使途等を考慮したうえでデータ取得法を決定したい。なお，本研
究では基本的に可能な限り高精細なデータを取得するとともに，造形表面のカラー•
テクスチャデータの取得を念頭に置いたため，基本的にはハンディ型スキャナでの取
得を第一に検討した。  
(５)３Ｄデータ取得の実行   
計画を踏まえて３Ｄデータ取得を実行する。  
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図 3-7 類型ＡおよびＢにおけるワークフローの例              
 
      
図 3-8 類型ＣおよびＤにおけるワークフローの例	
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4.3.2.３Ｄデータ取得調査カードの作成  
先述の指針に基づき，筆者は｢造形の状態｣｢造形を取り巻く環境｣｢３Ｄ取得の際の
使用機材｣｢所要時間｣｢取得日時｣｢使用した機器の設定値｣等を記録するための｢３Ｄ
データ取得調査カード｣を作成した(図 3-10)。 
本カードの記録項目の詳細は以下の通りである。  
(１)ナンバー(No.)および造形名称  
ナンバー(No.)および造形名称とは，データ取得の対象とする造形について，デー
タ取得に関わる情報の保存･管理のための番号および造形の名称を記録する項目であ
る。  
(２)基本情報(調査日時，天候，記録者，撮影場所等)  
基本情報 とは，３Ｄデータ取得の際の基本的な情報を記載する項目である。とく
に，｢調査日時｣や｢天候｣の項目は屋外におけるフォトグラメトリ使用時の外光の影響
などを判断するうえで重要な情報であるため設定したものである。  
(３)造形対象の詳細(造形種別，造形の大きさ，制作年代，材質，欠損，造形形状等)  
造形対象の詳細は，データ取得対象とする造形に関する詳細な情報を記録するため
の項目である。まず｢造形の種別｣については，これまでのデータ取得実践から得られ
た知見に基づき，｢仏像｣｢向拝彫刻｣｢欄間彫刻｣｢木鼻彫刻｣および｢その他｣の項目を設
	 	
 			
 																				
                
 
図 3-9 類型ＥおよびＦにおけるワークフローの例	
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けた。つづいて｢造形の大きさ｣は，取得対象造形の三辺の寸法を記録する項目である。
このように，寸法の長さはコンベックス等でデータ取得の事前に計測しておくことを
推奨する。なぜなら，３Ｄスキャナを使用した場合については，造形についての概ね
正確な寸法を取得可能であるが，フォトグラメトリ使用時においては，それらを取得
できない場合があるからである。｢制作年代｣｢材質｣は取得時に把握可能であった場合
のみ記録する項目とし，その場で不明であった場合については，判明次第補完するこ
ととした。｢欠損｣については，造形対象の観察に基づき，その有無を記載する項目で
ある。また，｢造形形状｣は自立型および平面型を基本としつつ，それらに当てはまら
ない場合については取得者の所見に基づく記録を行うこととした。加えて，｢備考｣と
して造形のスケッチや欠損の位置を図示するための項目を設定した。  
(４)取得環境(移動の可否，破損危険性，造形の複雑性，時間的制約等)  
取得環境はデータ取得を取り巻く環境について記録するための項目である。まず，
｢移動の可否｣は取得対象造形の移動の可否を記録する項目である。つづいて，｢破損
危険性｣｢造形の複雑性｣は対象造形への観察に基づき，取得者の判断によりそれらの
程度について記録する項目である。｢時間的制約｣はデータ取得に係る時間的制約の有
無を記載する項目である。さらに，時間的制約がある場合については具体的な制約時
間等の記載を行うこととした。  
(５)取得法･所要時間  
まず，｢取得法｣とは，特に上記(３)(４)を踏まえたうえで採用した取得法について
記載する項 目である。現段階においては，筆者がこれまで運用してきた四種の取得
法についての記録を想定している。また，｢所要時間｣はデータ取得完了後において，
取得に要した時間を記載する項目である。  
(６)データ取得への所見  
｢データ取得への所見｣は取得方法について具体的に記録するための項目である。本
項目はデータの取得における最適な方法について一概には断定することができない
現状を受け，データ取得に応じた知見を蓄積するために設定したものである。本項目
における記載例としては，ハンディ型スキャナ使用時における造形の安定状態を保つ
ための固定方法や，フォトグラメトリ使用時におけるハロゲンライトの位置や個数等
が挙げられる。本項目は，今後同種の造形のデータを取得する際の参考とすることが
できるため，重要な項目と位置づけられる。  
(７)設定値および進捗度  
｢設定値｣は３Ｄスキャナ使用時における設定値や，フォトグラメトリ使用時におけ
るデジタルカメラの機種および使用レンズ，絞り値，ISO 値，露出補正の調整値，さ
らにはカラーメーターで測定した照度(K)，色温度(lx)等を記録する項目である。一
方，｢進捗度｣はデータ取得実施日にすべてのデータ取得が完了したか否かを記録する
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項目である。未完である場合については記録内容を参考とし，同様の設定値にて改め
て取得を行うことが可能であると考えられる。  
考古の分野では，発掘調査にて出土した遺物への観察を行い，資料価値を保つため，
遺物の種別や重量，出土位置，造形の特徴等の記録を行う[注３]。３Ｄデータ取得に
ついても，本調査カードを用いて，対象造形や適用した取得法等を詳細に記録してい
くことにより，情報化を行うことを推奨したい。歴史的立体造形に関しては，美術的
な観点や，歴史的な観点からの情報の蓄積はなされているが，３Ｄデータの取得とい
う新たな観点からの知見を加えることにより，歴史的立体造形に関する情報の充実を
図ることが可能となると考えるためである。このように本調査カードへの記録は，今
後のデータ取得の際の参考資料として活用可能であるとともに，歴史的立体造形自身
の価値の向上にも寄与するものであると考えられる。  
なお，筆者はすでに本調査カードを用いて，歴史的立体造形の３Ｄデータ取得に関
する情報の蓄積を行っている。また，取得作業は，筆者が所属する千葉大学および大
学院の学生が行うこともあるが，本調査カードを通じて，造形の詳細な観察等を促す
ことができているという実感がある。今後については，本調査カードを用いて地域の
生活者らとデータ取得作業を行う等の展開が考えられる。 
 
      
  図 3-10 ３Ｄデータ取得調査カード              
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4.3.3.３Ｄデータの取得が有する地域活性化への可能性  
本章では，地域の歴史的立体造形の３Ｄデータの取得について論じてきた。最後に，
３Ｄデータの取得が有する地域活性化への可能性について考察する。前章においても
述べたが，地域の生活者や造形の関係者等の間で議論がなされつつ検討される３Ｄデ
ータの取得は，それ自体が造形への着目を促進させるものと考えられる。本章で指針
として導出した３Ｄデータの取得のワークフローは造形の特徴の把握と分類を通じ
て，その議論の活発化を支援するためのものである。 
一方，筆者が作成した｢３Ｄデータ取得調査カード｣は，３Ｄデータの取得について
のみならず，歴史的立体造形自体についての情報をも蓄積しようとするものである。
今後，本調査カードの記録項目に加え，先述の造形を対象とした対話で得られる情報
を併せて記録することにより，さらなる造形情報の活性化に寄与できると考えられる。
また，取得した３Ｄデータについては，デジタル･アーカイブの構築による地域資源
の共有[注４]や，地域教育･造形教育へ資する可能性もある。併せて，造形特質の理
解に資する研究[注５]などへの活用にも期待できると考えられる。  
このように，地域の歴史的立体造形の３Ｄデータの取得は，情報の記録にとどまら
ず，地域活性化にも寄与できるものと考察される。いずれにせよ，地域活性化の観点
においては，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得は，保存･活用までもを視野に入れ
て進められるべきである。  
 
５．おわりに:本章のまとめ  
本章では，歴史的立体造形の３Ｄデータ取得実践を通して得られた知見に基づき，
３Ｄデータ取得への指針の導出を行った。本章にて論じた内容は以下のように要約で
きる。  
(１)歴史的立体造形を対象とした 104 件の取得実践に対し，数量化Ⅲ類およびクラス
ター分析による分類を行った結果，６つの類型を得た。  
(２)得られた各類型において運用した四種のデータ取得法の傾向を明確化した。  
(３)上記の結果を踏まえて，３Ｄデータ取得への指針として各類型における｢３Ｄデ
ータ取得のワークフロー｣および｢３Ｄデータ取得調査カード｣を導出した。  
現在，産業分野において３Ｄプリンタの市場は拡大傾向にあるとされている。それ
に伴い，３Ｄデータの取得技術もさらに急速な進展をみせていくことであろう。前章
および本章では，３Ｄスキャナとフォトグラメトリによる四種の取得法について考察
してきたが，上記の状況を踏まえれば，取得法の多様化は今後加速するものと考えら
れる。しかしながら，歴史的立体造形の３Ｄデータ取得に特化した取得法･取得機器
がすぐに現れるとは考えにくい。今後についても，その時々に存在する取得法･取得
機器をいかに歴史的立体造形に対して応用していくかについての検討を続けていく
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必要があるだろう。いずれにせよ，現状において，地域内で３Ｄ取得法を導入･運用
する場合については，本章にて導出した指針が少なからず参考となることを願う。   
 
注と参考文献  
１)本研究にて運用した四種の取得法は以下の通りである。①ハンディスキャナ
(VIUScan，Creaform 社)，②据置型スキャナ(PICZA LPX-600，ローランドディー.
ジー.社)，③設置型スキャナ(Vivid910，コニカミノルタ社)，④フォトグラメトリ
(｢Recap｣シリーズ，Autodesuk 社)。詳細については前章を参照されたい。  
２)造形の状態および取得への制約は，前章にて抽出した３Ｄデータ取得の際の留意
点に依拠する。なお，それら留意点は以下の通りである。①造形の大きさ，②造形
の形状，③欠損の有無，破損危険性，④移動の容易性，⑤造形形状の複雑性，⑥時
間的制約。詳細については前章を参照されたい。  
３)奈良文化財研究所(編):発掘調査のてびき−整理･報告書編- 文化庁文化財部記念
課監修，同成社，177，2010  
４)AOKI Hironobu，UEDA Akira: Deriving Guidelines for the Construction of a 
3D Digital Archive for Historical Objects，Bulletin of Asia Design Culture 
Society，12(3)，1597-1606，2018  
５)久保光徳，北村有希子，田内隆利，寺内文雄: エングワ(踏鋤)の断面二次モーメ
ント分布とその力学的合理性，デザイン学研究，61(2)，35-38，2014  
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１．はじめに  
前章では歴史的立体造形の３Ｄデータの取得について論じた。本章では，取得した
３Ｄデータの保存と共有化について論じていきたい。本章でとくに着目するのは，取
得データを保存するとともに，それらを地域資源として共有していくためのデジタル
アーカイブである。 
デジタルアーカイブとは，狭義ではデジタルネットワークを通じて文化資源等を公
開･共有するシステムを指す。とりわけわが国においては，近年文化財の活用への機
運が高まっており，それに伴ってデジタルアーカイブの構築と活用についての議論が
なされている。 
本章では，既存デジタルアーカイブへの概観を通じて，取得した歴史的立体造形の
３Ｄデータを保存し，地域内でそれらを共有･活用していくことを支援するデジタル
アーカイブを提案することを目的とする。  
 
２．背景  
2.1.｢地方創生｣に伴う文化財の積極的活用とデジタルアーカイブ 
本論文は近年の｢地方創生｣に触れながら論旨を進めてきた。本章においても，まず
は地方創生の動向とデジタルアーカイブとの関わりについて確認したい。 
｢地方創生｣とは狭義の意味で地域経済の活性化とされていることはすでに論じた通
りであるが，わが国はインバウンド（訪日外国人旅行）の増加にその解決策を見出そ
うとしている。その重要な一手法として掲げられているのが｢観光大国｣立国のための
文化財の積極的活用である。元金融アナリストであり，現在小西美術工藝社の代表を
務めるアトキンソンは文化財の活用に対し“｢伝統技術の継承｣｢国民が文化や歴史を
学ぶ体感施設｣，そして｢観光資源化｣を三位一体で進めなくてはいけない｣”[注１]と
説き，文化財の活用が日本の伝統の継承，伝統･文化の教育，観光等多方面に資する
ことを伝えている。一方で，こうした文化財として地方の｢武器｣になり得るとしてい
る [注２]。 
こうしたなかで，2018 年度の文化庁予算は前年度までと比較すると異例の増額と
なった。新たに追加された事業項目には｢国際文化芸術発信拠点形成事業｣｢地域活性
化のための特色ある文化調査･活用事業｣等がみられ，｢国際｣｢地域｣という文言からは，
上記の動向をあることが読み取れる[注３]。このように，今日の日本では地方創生と
文化財活用は密接な関係となりつつある。  
2.2.文化財の活用とデジタルアーカイブの構築  
こうした文化財の活用をより促進するものとしてデジタルアーカイブが期待され
ている。近年の内閣府による報告では，わが国のデジタルアーカイブ推進の方向性の
一つとして｢共有｣を挙げつつ，それは“収集と両論となり，活用を支え推進するため
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の重要な要素である”[注４]とし，また，国や地方自治体等に求められる役割として
｢活用コミュニティの形成支援｣を挙げている[注５]。すなわち，地域に存在する資源
はその地域コミュニティ内で使用されることが推進されているといえる。  
さて，上記では地方創生への一方策としての文化財とデジタルアーカイブの活用に
ついて確認してきた。本章の背景として今一度確認すると以下のように要約できよう。
①地方創生への一方策として，文化財の活用が社会的に注目されつつあり，活用に向
けた体制の整備が始まっている。②文化財の活用の幅の拡充を図るための一手法とし
てデジタルアーカイブの構築が希求されている。 
 
３. デジタルアーカイブのあり方と活用指針の導出  
上記を鑑みれば，地域経済の活性化をはじめ，文化財の保全や継承の観点において
デジタルアーカイブは社会的に期待されているといえる。 
本研究で目指す地域活性とは，生活者による歴史的立体造形の資源的価値の認識に
基づく地域の活性であった。ここではまず，そうした地域活性に向けたデジタルアー
カイブのあり方について，既存アーカイブへの概観と，筆者が 2013 年に作成した３
Ｄデータ閲覧ツールへの評価を踏まえつつ考察したい。 
3.1.デジタルアーカイブの現状  
デジタルアーカイブは文化財をはじめ，さまざまな重要資料をデジタルデータとし
て集積する媒体であり，｢一次資料である実物の二次資料としてのデジタルデータの
アーカイブ｣などと定義される[注６]。保存される資料はデジタル化により半永続的
な保存がなされるとともに，アーカイブ化されたデジタル資料へのアクセスが易化し，
当該情報の共有促進が期待されている。一方，情報として記載すべきメタデータが統
一されていないこと[注７]や，情報の権利問題[注８]等の課題が報告される等，標準
的な分類基準が存在するわけではない[注９]。一方で，デジタルアーカイブによる文
化遺産の｢正しい｣継承については，デジタルアーカイブの介入がなされた時点におい
て，これまでなされてきた継承法を変容させうるとして，それらへの意識を念頭に据
えたうえで慎重に取り組むべきであるといった論考もみられる[注 10]。 
このように世界各地に多様なデジタルアーカイブが存在している。アーカイブの対
象は文化財をはじめ，芸術作品や博物品，ひいては地域の歴史や民俗等もみられる。
また，その運営主体は国家規模のものから，地域の自治体等に至るまでさまざまであ
る。さらには，そうしたデジタルアーカイブをカテゴリー別に統合し，横断的な検索
を可能とするアグリゲータと称されるものもある。一方，デジタルアーカイブの公開
手法としては，先述のようにデジタルネットワークを通じた情報の公開が一般的であ
る。しかしながら，博物館等に常設されるようなオフライン環境下で作動するものも，
集積した情報をデジタル技術を用いて公開するという点においては，デジタルアーカ
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イブであるといえる。	
3.2.既存デジタルアーカイブの概観  
このように，デジタルアーカイブは多様である。しかしながら，造形の３Ｄデータ
を扱うデジタルアーカイブは未だ一般的ではなく，議論の余地がある。まずは既存の
デジタルアーカイブについて概観していきたい。   
国内の事例としては ADEAC が提供する一部に歴史的立体造形の３Ｄデータを扱う
例がみられる。ADEAC は国内のデジタルアーカイブを検索･閲覧するためのプラット
フォームであり，現在 93 の自治体等の市資料が公開されている。また，山梨県の地
域資源を扱うデジタルアーカイブである『YAMANASHI DESIG ARCHIVE（山梨デザイン
アーカイブ）』[注 11]においては，｢土器｣｢仏像｣｢せんべい型｣等，文化財としての枠
にとらわれず，103 件の造形資源の３Ｄデータを閲覧可能である。各造形の詳細ペー
ジは，資源に対する基本的な情報を表したテキストデータ，実物写真等のデータ，お
よび３Ｄデータの表示によって構成されている。３Ｄデータ表示は，造形の回転によ
る多方位からの閲覧および拡大縮小の機能を実装している（図 4-1）。 
他方，国外においては米国のスミソニアン博物館による｢Smithsonian X 3D｣が広く
知られている。2013 年より公開が始まった本アーカイブはスミソニアン博物館に収
蔵される３Ｄデジタルデータを保存･公開するものであり，現在およそ 106(2019 年５
月時点)の作品が公開されている(図 4-2）。さらには，各データは簡易にダウンロード
可能であり，個人利用，および非商用目的においては自由に使用可能である。  
上記アーカイブにおいては，造形物の３Ｄデータを公開し，ひいてはダウンロード
等を可能とするものもみられる等の試みがなされているが，いずれも管理･運営は博
物館等に依存する。すなわち，これらのデータは全て管理者によって選定され，取得
され，管理されているといえる。概観したアーカイブを含め多くのデジタルアーカイ
ブは管理･運営を行う団体が存在し，不特定多数の人間が享受するという，いわばト
ップ･ダウン式の図式を描くことができる。先述のように，日本の地域においては自
治体の存続すら危惧されている。したがって，デジタルアーカイブのトップ･ダウン
式の体制を地域において採用し，持続的に運営主体を自治体に依存することは困難で
あると考える。 
3.3.３Ｄコンテンツプラットフォームの概観  
デジタルアーカイブとは趣旨が異なるが，３Ｄデータの共有と活用を促すツールと
して３Ｄコンテンツプラットフォームが存在する。これらは基本的に個人で制作，あ
るいは取得した３ＤデータをＷＥＢ上で公開するサービスであるが，なかには本シス
テムを利用し，デジタルアーカイブとして博物館等が所蔵する造形の３Ｄデータを公
開する例もみられる[注 12]。公開されるデータのなかには，有償･無償でダウンロー
ド可能なものが存在し，データに対しての評価機能やコメント投稿機能が実装される
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等，３Ｄデータを扱う利用者にとっての交流のツールとしても機能している。これら
コンテンツは，たとえば文化財等，特定のコンセプトに限定されるものではないが，
３Ｄデータという大枠の中で，人びとが自発的にデータを公開し，交流を通じてプラ
ットフォームがより充実したものとなるという点においては，デジタルアーカイブの
あらたなあり方を考察するうえで，示唆的であろう。  
3.4.３Ｄデジタルデータ閲覧ツールの試作  
一方，筆者は 2013 年に立体造形の３Ｄデジタルデータ閲覧ツールを試作した。本
ツールはとくに千葉県内の仏像の３Ｄデータをコンテンツとしたもので，これらデー
タの閲覧を通じて，造形への興味･関心の向上を図ることを目的とした。本ツールは
ＷＥＢブラウザ上での使用を想定し，造形データの全方位からの閲覧や，テキストデ
               
                             
図 4-1 YAMANASHI DESIGN ARCHIVE                      
出典:https://design-archive.pref.yamanashi.jp/shape/6144.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図 4-2 Smithsonian X 3D 
出典:https://3d.si.edu/model/fullscreen/p1b-1474716020541-1478115444790-0 
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ータによる造形情報，所蔵寺院の写真の閲覧等を実装したものであった。千葉県立博
物館大多喜城分館での展示にて試験的に公開し，観察調査と質問紙による調査から評
価を得た[注 13]。評価の結果，最も関心が寄せられたとされる機能はデジタルデータ
の｢回転機能｣｢拡大･縮小機能｣およびテキストデータによる造形の｢基本情報｣であっ
た。また，本ツールは造形形状への着目を促す目的で制作したため，表示されるデー
タはカラー･テクスチャデータを伴わないものであった。その結果，観察調査に基づ
く評価からは，造形への興味･関心の向上を図るための要素としてテクスチャの重要
性が明らかとなった。また，ツールの公開はオフライン環境下にて行ったが，ツール
の活用の場についての設問では，ＷＥＢ上での使用がふさわしいとの評価を得た。厳
密には，本ツールは閲覧を主目的としたツールであったが，複数点の仏像の３Ｄデー
タを閲覧可能であった点から，コンテンツの量としては不十分ながらデジタルアーカ
イブの機能も有していたといえる。  
3.5.デジタルアーカイブのあり方と活用指針の導出  
3.5.1.本研究で目指すべきデジタルアーカイブのあり方  
ここまで，デジタルアーカイブおよびそれらに類する３Ｄコンテンツプラットフォ
ームの先行事例を概観してきた。また，筆者が作成したデジタルツールとその評価に
ついて確認した。以上を踏まえて，本研究の目指すべきデジタルアーカイブのあり方
として｢生活者主体型｣を提言したい。その論拠は以下に示す通りである。 
まず，既存デジタルアーカイブにみられる運営者主体の運営体制から生活者主体へ
の転換を図る必要がある。地域の自治体の存在すら危惧される今日において，地域の
アイデンティティを保持していくためには，地域の生活者がこれまで以上に主体的に
活動していくことが求められる。そして，そのための資源を自らの手で保存･共有し，
活用可能な状態とするための環境の整備が必要である。 
３Ｄコンテンツプラットフォームでは，自身で作成あるいは取得した３Ｄデータ
を｢共有し，誰かに使用され，評価してもらう｣ことが前提であり，そしてそれらが利
用者のモチベーションとなっている。こうした環境を地域内で構築し，資源が共有さ
れ，使用され，評価されることが可能となれば，地域内に点在する歴史的立体造形の
再確認･再認識を促すものとなり得る。さらに生活者が参与し，３Ｄデータの取得･投
稿を含め，各地で積極的に活用されることにより，いわばボトム･アップ式に各地の
歴史的立体造形のアーカイブがなされる可能性がある。すなわち，このようなデジタ
ルアーカイブは，地域資源を共有し活用することを動機づけるためのツールとなり得
るといえる。 
現状，こうした体制をいますぐに整備することは困難であろう。しかしながら，３
Ｄに関する技術は日を追うごとに進歩し，また一般化が進んでいる。たとえば，多く
の人びとが使用しているスマートフォンのなかには，カメラ機能に付随して深度セン
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サが搭載されたものも見られるようになった。３Ｄデータが生活のなかで当たり前に
みられる日を目前に控えている今日にこそ，その基盤の整備が求められるといえる。 
3.5.2.デジタルアーカイブの活用指針の導出  
上記を踏まえ，デジタルアーカイブ活用指針を以下に導出する。  
①地域内でアーカイブ運営を行う  
②地域内で取得したデータのアップロードおよび内容の編集を行う  
③地域内にてデータの閲覧を可能とする  
④基本的には地域内でデータのダウンロードを行い，それらを活用する。  
これらは前項で述べた｢生活者主体｣に則した指針である。先述のように，上記すべ
てを実施することは困難であるため，段階的に主体を生活者へ移行できるような拡張
性が求められる。 
 
４．３Ｄデジタルアーカイブへの実装項目の抽出とインターフェースの試作  
本項では，前項にて述べた指針に基づき，デジタルアーカイブに必要とされる実装
項目の抽出を行うとともに，アーカイブの構築を行った。 
4.1.先行研究の概観  
デジタルアーカイブに関する先行研究には，アーカイブの全体構想を計画･試作す
るものから，純粋にデジタル記録＝デジタルアーカイブと捉えるものまでさまざまで
あるが，本研究では特に前者に注目する。 
岡本は文化財情報をデジタル化し蓄積するだけではなく，三次元データを含めたデ
ータベースを構築し，造形の XVL データを専用のプレーヤー用いて３Ｄデータを公開
する試みを報告している[注 14]。一方，データベースにて蓄積するデータ種別につい
ては①３Ｄデータ取得機器によるオリジナルフォーマットデータ，②点群 ASCII デー
タ，③CAD データ，④XVL データの４種としている。一方，山田らはデジタルアーカ
イブに保存すべきデータ形式を考察し，アーカイブ対象を原資料，情報資料，利用資
料の３種類とした[注 15]。これは，データ取得時のデータ，加工データ，利便性を追
求した軽量データ等を指し，すべてを記録することにより加工の行程を追跡可能な仕
様としている。上記はいずれも取得や加工等のデータを保存すべきとしているが，取
得を行なった際の取得環境等を示すデータについては明言されていない。本研究の３
Ｄデータの取得･保存･活用の視座におけるデジタルアーカイブ３Ｄデータ取得時の
知見等も蓄積されることが望ましいと考えられる。 
他方，アーカイブの仕様について，松下らはシステムのユーザを｢プロジェクトメ
ンバ｣｢一般利用者｣｢プロジェクト外の専門家｣の三種に分別し，それぞれに応じて機
能を制限するシステムを実装させている[注 16]。  
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4.2.デジタルアーカイブの実装項目および記録項目 
4.2.1.デジタルアーカイブの実装項目 
以上の先行研究を踏まえ，実装項目は以下とすることとした。 
(1)データアップロードおよびダウンロード機能の実装 
データ投稿機能を実装する。具体的にはデジタルアーカイブ使用者に管理パスを与
え，そこから造形データ，テキストデータの投稿，ダウンロードを行うことが可能で
ある｢投稿型｣のデジタルアーカイブとする。  
(2）ＷＥＢブラウザを使用した３Ｄデータの描画	
WebGL を使用し，ＷＥＢ公開を前提に設計を行う。データの共有･活用の観点におい
ては，アーカイブへのアクセス性が求められる。アーカイブの設計については，以前
試作したツールと同様にＷＥＢブラウザで閲覧可能なものとした。WebGL はウェブブ
ラウザで３Ｄ表現を可能とする仕様であり，現行のほぼ全てのウェブブラウザに対応
している。また，アクセス性に加え，ＷＥＢブラウザは汎用性が高く，専用のソフト
ウェア等を使用しないという利点もある。なお，３Ｄデータの描画には WebGL のライ
ブラリである Three.js を使用することとした。	
（3）OBJ ファイルフォーマットの使用 
造形の描画については造形表面の色彩も描画することとし，上記 Three.js にて色
彩表現が可能な OBJ ファイルフォーマットを使用することとした。  
4.2.2.デジタルアーカイブのテキストデータによる記録項目 
 デジタルアーカイブのテキストデータによる記録項目は以下とすることとした。 
(1)基本データ 
 基本データは造形に関する情報を記載する項目である。これは文化財的な説明から
伝承や地域住民といかにして関わってきたか等，生活者から得られた情報も想定して
いる。こうした記録を可能にした点において地域の生活者でつくりあげていくアーカ
イブとしての意義があると考えている。 
(2)造形データ 
 造形データは①材質，②色彩，③大きさ，④制作年代，⑤所蔵より構成される項目
である。 
(3)データ取得の詳細とデータ取得環境 
 前章にて論じた｢３Ｄデータ取得調査カード｣の記載項目である，データ取得の詳細
およびデータ取得環境について記載する項目である。 
 
５．デジタルアーカイブの制作  
5.1.デジタルアーカイブの制作  
以上を踏まえて，デジタルアーカイブの制作を行った。主な構成は以下の通りであ
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る。 
(１)総覧ページ 
これまでアーカイブされた３Ｄデータを総覧として確認が可能なページである(図
4-3)。個々のアイコン左下には造形名が示され，また，造形名による検索機能も実装
するとともに，造形の種別による分別機能を実装した(図 4-4)。 
(２)造形ページ 
  先述した造形の３Ｄデータおよびテキストによる基本データ，造形データおよび
データ取得の詳細情報を閲覧可能であるページである(図 4-5)。 
（３）管理とデータのアップロード 
  データのアップロードを行う管理ページ（図 4-6）である。また，データの編集を
行う権限者のログイン画面を図 4-7 に示す。なお，アップロードやデータ編集等の操
作を行った場合についてはログが残る仕様とした。また，本画面から各データのダウ
ンロードも可能である。 
 また，図 4-8 にデジタルアーカイブの関連図を示す。 
 
 
 
 
 
	 																		
                
 
図 4-3 制作したデジタルアーカイブの総覧ページ	
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図 4-4 分別機能により｢仏像｣のみを表示した様子	
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4-5 造形ページ 
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図 4-6 データのアップロードおよび編集を行う管理ページ 
                
 
 
図４ 分別機能により｢仏像｣のみを表示した様子	
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5.2.デジタルアーカイブの運用計画  
本研究で構築するデジタルアーカイブは，先述のように｢生活者主体型｣である。し
かしながら，３Ｄ技術が一般的になりつつある今日においても，３Ｄデータの取得か
ら保存までを地域内で完結して行うには技術的，経済的に困難を伴う。そのため，デ
ジタルアーカイブの運用計画として以下を想定した。 
(１)初期 筆者によりデータ取得，アップロード，運営等を行う  
(２)中期 筆者と特定の地域団体等がデータ取得，アップロード，運営等を試験的 
に行う 
(３)後期 地域団体等を中心に生活者がデータ取得，アップロード，ダウンロード， 
運営等を行う  
まずは(１)にて示したように，筆者および筆者が属する千葉大学を中心に試験的運
	 														 	
図 4-7 ログイン画面 	
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
図 4-8 関連図 
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用を行いたい。その後については，地域の博物館や歴史的立体造形への関心の高い地
域団体等へ働きかけ，取得作業やデータ制作作業に習熟してもらいつつ，アーカイブ
の運用を行う予定である。また，依然アーカイブされるデータの使用に関する権利の
問題がある。本アーカイブはＷＥＢ公開を前提に作成したが，オフライン環境下にお
いても使用可能である。 
 
６．結論･おわりに  
本章では，デジタルアーカイブを取り巻く社会的背景ならびに先行事例を概観し，
地域資源としての歴史的立体造形の３Ｄデータの活用と共有を促進するデジタルア
ーカイブのあり方を考察し，｢地域生活者主体｣のアーカイブ活用指針を導出した。ま
た，上記を踏まえ，デジタルアーカイブに実装する具体的な項目を抽出し，制作への
指針とし，デジタルアーカイブの制作を行った。 
本アーカイブは造形の３Ｄデータの｢取得｣と｢活用｣をつなぐ媒介的な存在である。
３Ｄデータによる造形形状をはじめ，歴史的立体造形に関する情報の集約と共有を支
援していくことができるものであると考えている。また，アーカイブされた造形の比
較によって新たな学ぶ機会の創出にも期待できる。たとえば，本アーカイブにはキー
ワードによる検索機能を実装しているが，｢龍｣というキーワードを用いて検索すれば，
その地域の｢龍｣の造形が総覧となって現れる。それらの制作年代や制作者等と照らし
合わせながら造形を閲覧することにより，地域の造形がいかにして変遷してきたのか
等を学ぶことが可能である。従来は博物館等が展示のストーリーを組み立て，来館者
に対して学びの機会を創出していた。しかし，本アーカイブにおいては使用者自身の
興味･関心に沿ってこうしたストーリーを組み立てることが可能となる。データを着
実に蓄積していくことができれば，その学びへの可能性は大きく開かれると考えられ
る。 
また，本アーカイブは地域資源の｢資材庫｣でもある。閲覧可能であるすべての造形
は同時にダウンロードも可能である。上記のような学びを通して，無数の造形資源を
いかに活用していくかを検討可能となる。いずれにせよこれらが資源として認識され
るためにはまずはこの学びが極めて重要であるといえる。なぜなら｢知識が先にあれ
ばこそ，有用ないし有益という判定が出てくる｣[注 17]からである。 
さいごに，繰り返しとなるが，デジタルアーカイブの運用と浸透には長期的な視野
が求められるだろう。また，デジタルデータの取得法や制作方法の習熟についても，
その手法を検討していく必要がある。まずは地域生活者との対話を深めながら，制作
したデジタルアーカイブの積極的運用を目指す。 
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１．はじめに    
前章まで，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得および保存と共有化について論じて
きた。本章では，造形の顕在化と，地域活性化へ向けた取得データの活用についての
実践研究について論じる。とくに千葉県南房総市，館山市，鴨川市の歴史的立体造形
を対象とし，それらの３Ｄデータを活用した実践を報告する。また，各実践から得ら
れた知見に基づき，地方創生に資する歴史的立体造形の３Ｄデータ活用の特質を明確
化することを目的とする。  
 
２．研究への視座  
デザイン学におけるわが国の地域を対象とした先行研究には，地域の資源へ着目し，
それらの再確認や活用方法を計画･実践する点が共通して見られることは序章にて述
べたとおりである。本研究では，これらに立脚し歴史的立体造形を地域の資源として
捉えてきた。本研究では，地方自治体の消失が懸念される今日において，生活者が地
域の資源，すなわち歴史的立体造形を地域創出のために活用していくための手法を考
究する。その手法については，取得した３Ｄデータを保存することに留まらず，積極
的に活用する姿勢を堅持する。以上から，本研究の視座を改めて以下に要約する。 
(１)地方創生においては，生活者が主体となる必要がある 
(２)デザイン学の知見に基づき，歴史的立体造形を地域の資源として捉える。  
(３)上記を踏まえ，地域の生活者の生活創造に寄与する歴史的立 体造形３Ｄデータ 
の活用法を計画，実施する。 
 
３．研究方法  
3.1.研究方法  
本研究の研究方法は以下の通りである。  
(１)2014(平成 26)年から 2018(平成 30)年にかけて，千葉県南房総市，館山市，鴨川 
市の歴史的立体造形を対象とし，計 59 件の３Ｄデータの取得を行った。  
(２)2015 年(平成 27)から 2018(平成 30)年にかけて，千葉県南房総市，館山市，鴨川 
市内において取得した３Ｄデータの活用実践を行った(表 5-1)。なお，一部の実 
践については，千葉県君津市，香取市の工人との連携により行った。 
(３)各実践において学び得た知見をもとに，地方創生に資する地域の歴史的立体造形 
の３Ｄデータ活用の特質を明確化した。  
3.2.使用機材  
本研究で使用した３Ｄデータは，Creaform 社の３Ｄハンディスキャナ VIUScan を
用いて 20μmm〜２mm の精度で取得したもの，および Autodesk 社のフォトグラメトリ
ソフトウェアであるRecapシリーズ[注１]を用いて50〜150枚程度の写真から生成し 
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たものである。３Ｄデータの加工･編集には３Ｄ Systems 社のソフトウェアである
Geomagic Design X，Geomagic Verify，Geomagic Freeform を使用した。  
また，３Ｄデータを用いたモデルやレプリカの出力には３Ｄ Systems 社の
Projet660 Pro を使用した。同機は石膏系混合粉を材料とし，粉末積層方式を採用し 
た３Ｄプリンターである。0.1mm ピッチによるモデルの出力が可能であるとともに，
造形データの色彩も出力可能である。出力後は専用の瞬間硬化性溶浸剤を用いて硬化
処理を行った。なお，出力可能なモデルサイズは最大 254×381×203mm であり，
600×540dpi までの解像度に対応している。 
3.3.調査･研究対象地域  
調査･研究対象地域である千葉県南
房総市，館山市，鴨川市は，房総半島
の南端に位置する（図 5-1）。当該地域
には，県内最古の木彫仏が存在し，ま
た江戸期に活躍した彫工，武志伊八郎
信由(1751〜1824 年)，後藤利兵衛義光
(1815〜1902 年)らの生誕地としても
知られる等，豊かな木彫文化が栄えた
地域である。  
 
４．歴史的立体造形３Ｄ取得データの活用実践  
4.1.南房総市小松寺での実践  
4.1.1.小松寺の概要  
まず，千葉県南房総市千倉町に位置する小松寺(図 5-2)での五例の実践を報告する。
小松寺は 718 年の開創とされ，葬儀や先祖供養を行う等，これまで地域の人びとにと
表 5-1 ３Ｄデータを活用した実践一覧 
 
                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5-1 本研究における関連地域 
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って不可欠な役割を担ってきた。同寺は
先述した県内最古の木彫仏である薬師如
来立像をはじめ，多数の歴史的立体造形
を所蔵する。特に，薬師如来立像は秘仏と
され，60 年に１度しか開帳されないが，
直近では 2018(平成 30)年に小松寺開創
1300 年を記念し開帳された。その他の仏
像については，毎年秋季に開催される｢安
房三古寺特的には公開されていない。な
お，筆者は 2015(平成 27)年より｢千葉大
×小松寺プロジェクト｣と称し，小松寺の寺院資源ならびに地域の潜在的資源の活用
を試みる取り組みにおいて協働している。本節で報告する事例は，先述の｢安房三古
寺特別公開｣[注２]等の特別公開を除き，基本的には公開されていない。 
なお，筆者は 2015(平成 27)年より｢千葉大×小松寺プロジェクト｣と称し，小松寺
の寺院資源ならびに地域の潜在的資源の活用を試みる取り組みにおいて協働してい
る。本節で報告する事例は，先述の｢安房三古寺特別公開｣｢千葉大×小松寺プロジェ
クト｣および｢秘仏特別開帳｣に併せて行った実践である。  
4.1.2.造形の手部に着目した展示の実施〜仏像の手展  
(１)概要  
本実践は小松寺所蔵の仏像｢薬師如来立像｣｢吉祥天立像｣｢毘沙門天立像｣｢不動明王
立像｣の全身の３Ｄデータから，各像の両手部のみのデータを作成し，それらを出力
した実寸大の手部のレプリカを展示した試みである(図 5-3，5-4)。展示方法について
は，４体の仏像を横並びに並べた際に，手部の位置が相対的に等しくなるよう展示什
器を作成した(図 5-5)。レプリカは什器に取り付けた展示台に載せ，来寺者が直接触
れることができる仕様とした。本展示は，2015(平成 27)年 11 月 20 日から 29 日にか
けて，小松寺本堂の外陣にて行った。また，本堂内陣には｢薬師如来立像｣を除き，｢吉
祥天立像｣｢毘沙門天立像｣｢不動明王立像｣の三体を含む仏像群も公開された。なお，
本実践では，来寺者に対する観察調査を行うとともに，展示体験後の意識等について
の質問紙調査を行った。  
 
図 5-2 小松寺概観(2019 年１月筆者撮影) 
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(２)観察調査および質問紙調査の結果と考察  
これまでは，仏像を含めた寺院の展示品の
多くは｢お手を触れないでください｣と注意
書きがなされることが多かった。こうした慣
例からか，来寺者はレプリカへ触れることに
躊躇することもあった。しかし，触れること
が許可されていることがわかると，多くの来 
寺者が積極的にレプリカへ触れる様子が観
察された(図 5-6)。また，レプリカと内陣に
      
    図 5-3 仏像の手展の展示風景                 図 5-4 出力した仏像手部のレプリカ 
    （2016 年 11 月，筆者撮影）                       （2016 年 11 月，筆者撮影）  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
     
 
図 5-5 展示什器の正面図 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
図 5-6 レプリカへ触れる来寺者 
 （2016 年 11 月，筆者撮影） 
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安置される実物の造形とを交互に観察する来寺者もあった。これは，レプリカの存在
が，実際の造形自体への着目を促すことにも寄与したものと考えられた。来寺者への
質問紙調査の回収数は 130 であった。回答からは小松寺の仏像への認知度の低さがう
かがえた（図 5-7)。一方で，展示を通して，造形への関心および親近感が向上したと
の回答が多くみられた(図 5-8,5-9)。また，自由記述による回答には｢手を触らせてい
ただいたことで親近感がわいた(50 代/女性)｣｢実物を実際に触ることはなかなかでき
ないため，模型に触れることにより，より近くに感じることができた(30 代/女性)｣
等，直接レプリカへ触れることによる親近感の向上をうかがわせるものが確認された。
また，｢触ってみて，手の厚みや指の形が初めてわかった(20 代/女性)｣｢荒々しい不動
明王の手が案外ほっそりとした端正な手に想像と違った(40 代/男性)｣など，造形自
体への認識の深化が読み取れるものがみられた。  
上記のように，観察調査および質問紙調査の結果から，本展示は，仏像への関心や 
親近感の向上に寄与し得ることが確認された。寺院での仏像公開は，仏像が本来置か
れる状態における展示，いわば｢生きた展示｣である。このような公開は，仏像がどの
ような空間に，いかなる配置で置かれているのか等，仏像が本来ある姿についての学
びを提供する。触れることのできるレプリカの併用は，こうした造形のある姿を，よ
り直感的に学ぶことに資する可能性がある。 
 
 
 
 
  
図 5-7 小松寺の仏像を知っているか 
 
図 5-8 展示を通して各仏像への関心が向上したか 
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4.1.3.造形レプリカへの色付けワークショップ〜十二神将色つけ体験  
(１)概要  
本実践は，小松寺所蔵の真達羅大将像の３
Ｄデータか らレプリカを作成し，色付けを
行うワークショップを開催した試みである。
真達羅大将像は小松寺所蔵の十二神将像を
構成する一体である。これら十二神将像の造
形表面にはわずかに彩色の痕跡が残ってお
り，その時期は不詳であるが，かつては極彩
色により彩られていたとされる。筆者は
2016(平成 28)年に十二神将像の３Ｄデータ
を取得し，レプリカへの着彩による極彩色の
推定再現(図 5-10)を行った[注３]。本実践
はその経験を踏まえ実施したものである。  
(２)体験用レプリカの作成  
体験用のレプリカはシリコーン型による注型成形にて作成した。これは石膏系素材
を原料とする Projet660 Pro による出力物が破損し易く，体験に適さないと判断した
ためである。また，色付けのし易さを考慮し，体験用レプリカの大きさは 30cm 程度
とした。レプリカの作成手順は以下の通りである。①Projet660 Pro によるマスター
モデルの出力と造形表面の処理，②マスターモデルに基づくシリコーン型の成型，③
シリコーン型へのエポキシレジンとタルクの混合物の注入，④自然乾燥による硬化，
⑤モデルの取り出しとバリ取りによる処理。  
(３)ワークショップの実施  
ワークショップは,｢十二神将色つけ体験｣と称し，2017(平成 29)年９月 16 日に館
山市立博物館の分館である｢"渚の駅"たてやま｣にて行った。ワークショップには幅広
 
図 5-9 展示を通して仏像への親近感がわいたか 
 
 
図 5-10(a)真達羅大将像の実物 
(2018 年４月，筆者撮影) 
(b)色彩の推定再現を行ったレプリカ 
(2016 年，筆者撮影) 
a b
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い年代から 21 名の参加者があった(10 代以下７名，20 代１名，30 代２名，40 代５名，
50 代１名，60 代４名，70 代１名)。ワークショップは，各体験者に１体のレプリカを
アクリルガッシュにて着彩してもらうこととした。また，会場には色付けの参考とし
て，筆者による極彩色の推定再現を行った実寸大の真達羅大将像の着彩モデルを展示
した。体験中には，話し合いながら色付けを行う親子や，長い時間をかけ，緻密な模
様を描く体験者もみられた。各体験者による完成後の作品を図 5-11 に示す。 
体験終了後には，体験後の意識や，体験作品ついて質問紙調査を行った。また，体
験品については，筆者による写真記録の後，体験者全員へ郵送にて返却した。 
(４)質問紙調査の結果 
質問紙の回収数は 21 であった。回答からは｢仏像への観察｣がなされるとともに(図
5-12),｢絵付けによる楽しさ｣の感受や｢制作物への愛着｣の喚起等が読み取れた(図 5-
13,5-14)。また，｢体験後の作品をどこに置くか｣についての設問には，｢玄関(30 代/
女性)｣｢書棚(60 代/男性)｣｢自身の机(10 代以下/男性)｣等，自宅に置くとの意見や，
｢職場に飾り色んな人に見ていただく(60 代/男性)｣｢(自身の運営する)お店に置いて
皆さんに見て知っていただく(60 代/女性)｣等，自身の職場でさまざまな人びとにみ
てもらいたいとの意見があった。質問紙の自由記述による回答では｢本物を見たら自
分でもう一度時間をかけて作りたい 60 代/女性)｣｢他の十二支の体もみてみたい(10
代以下/男性)｣｢全ての十二神将をそろえてみたいので，毎年開催してほしい(40 代/
女性)｣等，実際の造形や真達羅大将以外の十二神将像へ関心を寄せるものがみられた。  
 
 
 
 
 
 
 
図 5-11 体験者の作品例(2017 年９月，筆者撮影) 
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(５)実践への考察 
本実践では，参加者が真達羅大将像のかつてあったであろう姿を参照しつつ，その
レプリカへの色付けを行った。結果として，極めて色彩豊かで多様な造形が完成した。
こうした完成品は，自宅や職場に置くといった意見がみられたことから，今後，体験
者の生活空間を彩っていくものと考えられる。これは，地域の歴史的立体造形を資源
として活用し，自身の生活に資するものを創出したといい換えることもできよう。 ま
た，色付けは単純な作業のように思えるが，着彩を行うためには，造形への観察と把
握が不可欠となる。こうした造形の観察･把握と，配色を考え，自身の手を動かしな
がら造形を完成させていく行為によって，少なからず造形の認知向上への機会を創出
できたといえよう。また，とりわけワークショップには 10 代以下の参加者が多くみ
られた。地域の担い手不足が深刻化する今日において，若い世代に地域の文化を伝え
ることは重要である。色付け体験という，楽しみながら地域の造形に触れる体験は，
若い世代への地域文化の伝達の一助にもなり得ると考えられた。  
 
 
 
                        
図 5-12 仏像をよく観察できたか          図 5-13 色付け体験は楽しかった 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
  
            
                       
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
    
           
                       
図 5-14 色付けしたモデルに愛着を感じるか 
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4.1.4.小松寺本尊の分身レプリカの制作  
(１)概要  
本実践は小松寺の本尊である薬師如
来立像の３Ｄデータを活用し，分身レプ
リカ(図 5-15)を制作した試みである。
これは小松寺住職および一部の檀家･信
徒により組織された｢開創 1300 年記念
法会実行委員会｣により計画されたもの
である。開創 1300 年の記念品として授
与することを目的とし，筆者も本実 行
委員会のメンバーとして本計画に参画
した。また，本品の制作については，地
域外に本社を置く仏像フィギュア制作 
会社(以下Ｍ社)と連携した。  
(２)レプリカの制作  
レプリカの制作は，筆者とＭ社の協働により行った。筆者はマスターモデルの制作
を行った。その制作は，薬師如来立像から取得した３Ｄデータから，17cm 程度のモデ
ルを Projet660 Pro により出力し行った。なお，この大きさは実物の９分の１程度の
大きさに相当する。また，取得した３Ｄデータは VIUScan を用いて，精度を 0.4mm に
設定し 23 の部位に分割して取得したものである。Ｍ社はマスターモデルをもとにレ
プリカの量産と着色を担当した。なお，分身レプリカの素材はポリストーン(石粉と
合成樹脂による複合素材)である。同分身レプリカは数量限定で制作され，小松寺で
の分身授与のほか，Ｍ社が運営する東京都内の店舗，および通信販売がなされた。  
(３)実践への考察  
小松寺では，同分身レプリカ授与による冥加料の一部を境内の整備や建造物の修繕
費として活用する予定であるという。これは，今後の寺院の維持･管理費用の捻出へ
の一手法となり，ここに，寺院資源の３Ｄデータ活用の価値の一側面を見ることがで
きると考えられる。併せて，本品の制作は地域内外での造形の共有促進の一助ともな
ったと考えられる。分身レプリカの拝領は檀家･信徒に対して必ずしも強制されるも
のではなかったが，本レプリカを拝領した檀家も多数あった。本品を拝領した檀家の
一人に対する聞き取りによれば，同氏は分身を自宅の仏壇に祀っているという。一方，
本品がフィギュアとして販売された場合においては，鑑賞の対象として購入者の身の
まわりに置かれていると想像できる。一方は信仰の対象である仏像の分身として，一
方は フィギュアとして，造形に対する認識はさまざまあろう。いずれにせよ地域の
優れた造形を地域内外の生活空間に取り入れる機会を創出することによって，少なか
 
a b
図 5-15 (a)薬師如来立像の実物，(b)制作した分   
         身レプリカ(ともに 2018 年４月，筆者撮 
影) 
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らず造形の共有化に寄与したと考えられる。  
4.1.5.木綿の工人との連携による製品制作〜手紡ぎ和綿のお守り  
(１)概要と背景  
本実践は千葉県君津市に在住の工人と，小松寺のお守りを制作したものである。本
品は，工人が制作した木綿布によるお守り袋に，筆者が作成した仏像のミニチュアを
封入したものである。 まずは千葉県における木綿産業について，概略を記述する。
今日では衰退しているが，千葉県内では，大正期ごろまで各所にて木綿栽培が盛んに
行われていた[注４，５，６，７]。それらは商品作物として販売されたほか，自らが
身につける衣服を制作するため，紡績や木綿布が織られることもあった。とりわけ機
織りは女性の重要な仕事として位置づけられており，｢機織りができなければ嫁入り
ができない｣といわれた地域もあったという[注８]。また，地域内にはそうした織布
の染色を請け負う紺屋が多数存在しており，多くの需要に応える専門的な技能職とし
て成立していた。このように，木綿布の制作は，生活者が参与し，当該地域の大地か
ら得られる自然資源を活用した，循環的･創造的なものづくりであった。  
(２)お守りの概要  
制作したお守りは｢手紡ぎ和綿のお守り｣と称した。以下に，製品の詳細を述べる。 
①木綿織布によるお守り袋  
県内で木綿紡染を学んだ工人の手仕事により制作された木綿製のお守り袋である。
本品は，異なる草木を用いて染色された数種類の木綿布を縫い合わせて制作されてお
り，一点ずつ色合いが異なる(図 5-16)。なお，木綿の栽培から，紡績，藍や草木によ
る染め，織り等の工程はすべて同工人による。なお，大きさは４cm 程度である。  
②３Ｄ出力による仏像のミニチュア  
小松寺所蔵の｢吉祥天立像｣｢毘沙門天立像｣の３ＤデータからProjet660 Proを用い
て出力したミニチュアである(図5-17)。これら造形の実際の像高は90cmおよび150cm
程度であるが，ミニチュアの大きさはともに２cm 程度とし①へ封入した。 
③綿花の種子と木綿糸  
工人が栽培した綿花の種子，および工人が紡いだ木綿糸である。これは，仏像のミ
ニチュアの緩衝材として使用した。仏像のミニチュアは石膏系素材を用いているため，
やや強度が低く，破損が懸念されたからである。また，加えて，これらを①に封入す
ることにより，種子から糸へ，糸から織布へという織布制作の工程を示すことも意図
した。なお，本製品は，2015(平成 27)年から 2018(平成 30)年における小松寺での催
しに合わせて一般への提供を行った。 
第５章 歴史的立体造形の３Ｄデータの活用 
 
 
92 
 
 
(３)実践への考察  
本実践で制作したお守りは，小松寺の所蔵する歴史的立体造形を活用することによ
り，小松寺のアイデンティティを反映したものとなったと考えられる。さらに，近隣
地域にて伝承される木綿のものづくりとの連携により，それぞれの地域性が反映され
た製品が展開された。｢歴史的立体造形｣および｢木綿によるものづくり｣はともに，衰
退しつつあるモノ･コトである。しかし，それぞれが連携を図ることにより，双方が
活性化する可能性が確認された。  
4.1.6.張子の工人との連携による造形体験の展開〜仁王面張子  
(１)概要と背景  
本実践は，千葉県香取市にて制作されている伝統的な張子工芸に使用される型に着
目し，歴史的立体造形の３Ｄデータから張子型を制作したものである。また，その型
を用いた張子への絵付け体験を実施した。張子は各地の郷土玩具として古くから親し
まれる紙貼り人形であるが，千葉県内においては，今日担い手不足が深刻化している
工芸の一つである。その制作は，概ね以下の工程で制作される。①粘土による型の成
形，②型への紙貼りと乾燥，③ヘラによる型抜き，④胡粉の塗布，⑤乾燥させたもの
への絵付け。  
(２)張子型の制作  
張子の制作に際し，まずは題材となる歴史的立体造形の選定を行った。工人らとの
協議により，絵付けが比較的容易であると考えられる面形状を有した仁王面を採用し
た(図 5-18)。 仁王面は高さ約 38cm の仁王像の顔部を象った面である。制作年代は不
詳であり，現在では本堂内にて安置されている。張子型の制作は，取得した仁王面の
３Ｄデータをおよそ高さ 10cm に縮小し，Projet660 Pro により出力した(図 5-19)。
その型を用いて，前項にて記載した制作工程に基づき，張子の制作を行った。  
(３)張子への絵付け体験の実施  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5-16 お守り袋(2015 年５月，筆者撮影) 
 
 
図 5-17 ３Ｄ出力による仏像のレプリカ 
  (2019 年１月，筆者撮影) 
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制作した張子を｢仁王面張子｣と称し，本張子への絵付け体験を実施した。本体験は，
2016(平成 28)年４月 30 日および５月１日に開催した｢第２回千葉大学×小松寺プロ
ジェクト｣に併せ，小松寺の境内で行った。会場には絵付けの参考として実物の仁王
面を設置した。また，体験者には本試みに至るまでの経緯と趣旨を説明したが，基本
的に絵付け は自由な発想のもと行われ，体験者からは元の造形とは異なる多様な張
子が作成された(図 5-20)。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(４)実践への考察  
本実践は，地域の工芸の制作工程の一部に着目し，そこへ３Ｄ造形技術を転用した
試みである。また，３Ｄスキャンデータを用いることにより，歴史的立体造形を古く
から親しまれる玩具へと活用した。さらには，絵付けの体験を通じて，体験者が楽し
みながら歴史的立体造形へ接触する機会を創出した。本実践では，面形状を有する仁
図 5-18 仁王面(2015 年 10 月，筆者撮影) 
 
図 5-19 制作した張子型 
(2016 年４月，筆者撮影) 
 
 
図 5-20 体験者の絵付け作品の一例 
(2016 年４月，筆者撮影) 
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王面を題材としたが，その他の歴史的立体造形のデータを型として活用することによ
り，立体的な張子の作成も可能であろう。歴史的立体造形から取得された３Ｄデータ
と３Ｄ造形技術との併用は，地産の玩具に地産の造形を活用する可能性をもつことが
確認されたといえる。  
4.2.南房総市石堂寺での実践  
4.2.1.石堂寺と実践の背景    
つづいて，南房総市石堂寺での実践を報告する。石堂寺は南房総市石堂に位置する
寺院である。石堂寺の境内には，国の重要文化財に指定される多宝塔がある。かつて
は武志伊八郎信由(以下，伊八)の作である全 16 枚の脇間彫刻が取り付けられていた
(図 5-21)。しかし，風雨による彫刻の劣化や盗難等を防ぐために，現在それらは取り
外され，客殿内の高所にて展示されている。脇間彫刻については，そのモチーフが阿
吽の対をなしている点や，モチーフの体の方向が｢仏教の一般的な作法である右回り
の動き｣を促すよう彫られている点等から，多宝塔に取り付けることを前提に制作さ
れたと考えられている[注９]。上記を受け，多宝塔のかつてあった姿を再確認するた
めに，本実践では，脇間彫刻の３Ｄデータを活用し，脇間彫刻が取り付けられていた
多宝塔の仮想再現を行った。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5-21 (a)現在の石堂寺多宝塔 (2016 年７月，筆者撮影) 
(b)かつての石堂寺多宝塔(1989 年，『石堂寺修理報告書』より) 
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4.2.2.多宝塔の仮想再現  
かつての多宝塔の姿を仮想的に再現すべく，以下の二点の制作を行った。  
(１)視点再現動画  
視点再現動画とは，仏教の一般的な作法である｢右回り｣の動きに基づき，多宝塔に
対し，実際にそのように参拝した際の参拝者の視点を再現した動画である(図 5-22)。
なお，動画の作成は AUTODESK 社の 3dsMAX を用いた。また，動画の作成に使用した脇
間彫刻のデータは，実物から取得した３Ｄデータであるが，多宝塔のデータについて
は 3DCAD ソフトウェアである Rhinoceros を用いて作成した。なお，データの制作に
ついては，多宝塔修理時の報告書に記載された図面を参考とした[注 10]。  
(２)ハンズオン復元模型  
ハンズオン復元模型とは，多宝塔の一階の壁面と脇間彫刻を Projet660 Pro にて出
力したレプリカである(図 5-23)。なお，レプリカの縮尺は実物の 10 分の１程度とし
た。また，各脇間彫刻のレプリカは壁面のレプリカからの着脱を可能とし，触れるこ
とのできる仕様とした。  
4.2.3.制作物の展示と評価  
2016(平成 28)年 11 月 23 日から 11 月 27 日にかけて，先述の２つの制作物の展示
を石堂寺の客殿内にて行った。来寺者に対しては，かつて多宝塔に彫刻が取り付けら
れていたことに関する認知度や展示鑑賞後の意識についての質問紙調査を行った。ま
た，併せて来寺者への観察調査を行った。  
質問紙回収数は 94 であった。回答からは，以前は脇間彫刻が多宝塔に取り付けら
れていた事実を知る人が少ないことが確認された(図 5-24)。一方，｢展示を受けて彫
刻に対する見方･印象が変わった｣｢展示は当時の多宝塔の姿をイメージする際の助け
になった｣という回答が約９割みられた(図 5-25，5-26）。ここから，制作物が，来寺
者に対し，彫刻の新たな印象を付与するとともに，彫刻が多宝塔に取り付けられてい
たかつての姿の伝達に寄与したことが読み取れた。また，観察調査においては，復元
模型を手にしながら，同模型と実物を見比べる来寺者が多数みられる等，同模型が来
寺者の能動的な造形への着目を促したことが確認された。  
上記のように，本実践は，彫刻のかつての姿の再現を通して，来寺者の造形への興
味･関心を引き出した。一方で，人びとが，かつての姿を理解することにより，今日で
は潜在化した造形の特性が顕在化され，造形の価値再評価への機運を向上させた試み
であったとも考えられる。  
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図 5-22 視点再現動画          図 5-23 ハンズオン復元模型(2016 年 11 月，筆者撮影) 
 
 
               
 
 
 
  
            
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
    
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5-24 多宝塔にかつて脇間彫刻が取り付け       図 5-25 展示を受けて，彫刻の見方･印象が 
られていたことを知っていたか                  変わったか 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
図 5-26 展示はかつての多宝塔をイメージする助けとなったと思うか 
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4.3.鴨川市郷土資料館での実践  
4.3.1.概要  
本実践は，千葉県鴨川市の鴨川市郷土資料館にて，歴史的立体造形の３Ｄデータに
よる展示を行ったものである。本展示は｢３Ｄで観る伊八と義光展｣と題され，先述の
武志伊八郎信由(以下，伊八)と後藤利兵衛義光(以下，義光)の作品に関する企画展で
ある。鴨川市郷土資料館は，これまで『波涛を超えて～伊八，海を渡る～(2013)』や，
直近では『廻塚の伊八(2017)』等の企画展が開催する等，伊八関連の展示を精力的に
展開している。本展示はこうした一連の展示の中で，３Ｄに大きく焦点を当てた初の
試みであり，実物の展示は９点のみであった。なお，本展示は 2017(平成 29)年２月
29 日から４月 20 日にかけて開催された[注 11]。  
4.3.2.展示の展開  
筆者は，本企画展の展示の一部を担当した。制作した展示品は主に以下である。  
(１)３Ｄ造形データ閲覧端末  
３Ｄ造形データ閲覧端末は，筆者が取得した，伊八
と義光関連の造形の３Ｄデータを 22 件収録した３Ｄ
データの閲覧端末である(図 5-27)。造形の描画にはオ
ープンソースの３Ｄ描画ソフトである MeshLab（for 
iOS V1.1)を使用し，表示にはタッチ操作による直感的
な操作が可能である ブレット端末(iPad Air，Apple社
製)を用いた。本端末では，各造形データの全方位から
の閲覧や拡大機能による細部閲覧が可能である。  
(２)拡大/縮小，原寸大によるレプリカ  
取得した３Ｄデータをもとに，実際の造形よりも拡
大，縮小，あるいは原寸大に出力したレプリカを制作
した。制作したレプリカについては，対象となる造形と併せて展示を行った。一例と
して，伊八作の木鼻象の拡大レプリカを図 5-28 に示す。  
(３)触れて体感するレプリカ  
いくつかの造形については，触れて体感するレプリカと題し，手で触れることので
きる仕様とした(図 5-29)。また，前節で報告した石堂寺の多宝塔仮想再現に関する制
作物の展示も行った。また，本企画展では，実際の歴史的立体造形や筆者による展示
と併せて，千葉大学の研究者らによる各造形の形態分析に取り組んだ３Ｄ模型等が展
示された。  
 
図 5-27 ３Ｄ造形データ閲覧端末 
(2017 年２月，筆者撮影) 
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4.3.3.文化財活用講座と質問紙による調査  
本企画展の会期中には合計三回の市民講座が開催された。その第二回目となる｢デ
ジタル技術で体感する安房の彫り物〜３Ｄで解く歴史的造形資源千葉大学の取り組
み｣においては，当該郷土資料館の学芸員や，筆者を含む千葉大学および千葉大学大
学院の研究者が講演を行った。また，学芸員によるギャラリートークも併せて行われ
た。 筆者は，講座終了時に，参加者に対し質問紙調査を実施した。これは，筆者が制
作した展示物と展示鑑賞後の意識についての調査であった。  
4.3.4.質問紙調査の結果と実践への考察  
質問紙調の回収数は13であった。｢３Ｄデータの閲覧および 触れる模型を通じて，
造形への親しみがわいたか｣｢展示品を通して，実物作品を見たいと思ったか｣｢展示内
容が伊八および義光の作品鑑賞に役立つと思うか｣といった各設問に対し，全てにお
いて肯定的な回答を得た(図 5-30，5-31，5-32)。ここからは，３Ｄデータを活用した
展示が，実物の造形への親しみの向上や，実物を見たいという動機付け，作品鑑賞の
補助等に有効であったことがうかがえる。これは，講座への参加者が比較 的伊八･義
光に対し高い関心を有していたことに起因するとも考えられ，３Ｄデータ活用による
展示の有効性についてはさらなる検証が必要であるが，こうした歴史的立体造形に関
心の 高い人びとの興味･関心をさらに引きだす可能性が確認されたといえよう。  
 
図 5-28 木鼻象の実物(左)と拡大レプリカ(右) 
(2017 年２月，筆者撮影) 
 
 
図 5-29 触れて体感するレプリカ 
(2017 年２月，筆者撮影) 
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５．地方創生に資する歴史的立体造形の３Ｄデータ活用の特質  
前章では，歴史的立体造形から取得した３Ｄデータの活用に基づいた七例の実践を
報告した。本章では，上記実践から得られた知見を踏まえて，地方創生に資する歴史
的立体造形の３Ｄデータ活用の特質を明確化する。  
5.1.多様な造形の提示を易化する  
実物の造形を除き，これまで二次的な造形の提示方法は写真や映像，あるいは型取
り･模刻等によるレプリカによるものが一般的であった。しかし，鴨川市郷土資料館
での実践で報告したように，３Ｄデータとタッチパネル方式の端末の併用は，全方位
からの閲覧や拡大による造形の細部の閲覧などの各手段を通して，より詳細に造形の
閲覧を可能とする。また３Ｄスキャナ等は非接触による造形データの取得を可能とし，
それらデータと３Ｄ造形技術の併用は，高品質な立体レプリカの制作を容易にする。
このように，３Ｄデータの活用は，対象となる歴史的立体造形の二次的な提示を易化
すると考えられる。また，３Ｄデータを活用すれば，デジタル上での造形の加工をす
ることができる。たとえば，｢仏像の手展｣での実践で報告したように，造形の一部等，
必要な箇所のみのデータを活用することが可能である。また，石堂寺での実践にて報
告したように，デジタルデータ同士を組み合わせることも検討できよう。さらには，
３Ｄプリンター等の３Ｄ造形技術を用いることにより，展示やものづくり等の用途に
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5-30 ３Ｄデータの閲覧および触れる模型    図 5-31 展示品を通して実物作品を見たい 
を通じて，造形に対する親しみがわ               と思ったか 
いたか 
  
 
 
 
 
 
 
 
図 5-32 展示内容が伊八･義光の作品の鑑賞に役立つと思うか 
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応じた大きさに合わせた造形を行うことが可能である。このように，３Ｄデータの活
用はデジタル上での造形の加工や，大きさの変更を易化し，歴史的立体造形の多様な
提示を易化すると考えられる。  
5.2.歴史的立体造形への興味･関心の向上に寄与する  
歴史的立体造形の３Ｄデータの活用による多様な提示は，当該造形自体への興味･
関心の向上に寄与する。その対象は，｢仏像の手展｣や鴨川市郷土資料館での実践でみ
られたように，造形をあまり認知していない人びとからすでに造形に対し高い関心を
持つ人びとまでを広く射程とする。人びとの歴史的立体造形への興味･関心の向上は，
当該造形の顕在化の起点であり，極めて重要である。なぜなら，歴史的立体造形は当
該地域の文化の表出であり，その顕在化は，文化に根ざした地域の確立に資すると考
えられるからである。  
5.3.地域色ある小規模のものづくりを支援する  
３Ｄプリンターに代表される３Ｄ造形技術は，従来の生産において一般的であった
金型の使用を不要とするため，少量生産に適合している。これは大規模な生産設備を
有していない地域における小規模なものづくりとの親和性が高い。また，本章にて報
告した｢手紡ぎ和綿のお守り｣｢仁王面張子｣の実践のように，地域に伝承される工芸に
歴史的立体造形の３Ｄデータを活用することで，地域の技術，地域の資源を活用した 
地域色豊かなものづくりを持続的に展開できる可能性を開くと考えられる。さらには，
｢十二神将色付け体験｣の実践で報告したように，各人の生活空間に地域の歴史的立体
造形を取り入れることに寄与するといえよう。このように，歴史的立体造形物の３Ｄ
データの活用は，地域色ある小規模のものづくりを支援すると考えられる。また，三
次元切削機による木材の活用(図 5-33)や彫金の技術との協働(図 5-34)も検討可能で
あり，今後さらなる地域資源の活用にも期待できる。  
5.4.歴史的立体造形の｢資源｣としての認識を喚起する  
最後に，３Ｄデータは歴史的立体造形の｢資源｣としての認識を促進させると考えら
れる。｢薬師如来立像のレプリカ作成｣の実践では，当該寺院関係者より企画がなされ
た。これは造形の３Ｄデータが活用可能な｢資源｣として認識され，その活用への機運
が醸成されたからに他ならない。歴史的立体造形物の３Ｄデータには，｢記録･保存さ
れるデータ｣であるとともに，当該造形の｢資源化｣としての認識を喚起させる側面が
あるといえよう。  
 
６．３Ｄデジタル造形技術による｢複製｣に関する課題への検討 
以上では，歴史的立体造形の３Ｄデータの地域活性化へ向けた活用について，その
特質を確認してきた。最後に，３Ｄデジタル造形技術による歴史的立体造形の｢複製｣
に関する課題への検討を付記しておきたい。 
第５章 歴史的立体造形の３Ｄデータの活用 
 
 
101 
本研究が研究の対象としてきた歴史的立体造形のなかには仏像や社寺彫刻など，こ
れまで信仰の対象として扱われてきた造形が多数含まれている。そのような造形に対
し，３Ｄデータの取得を行い，ましてや３Ｄプリンターによる｢複製｣を行うとあって
は，造形の唯一性や神格性を損なわせるのではないかという意見もあろう。こうした
課題に対しここではベンヤミンの芸術作品の｢一回性｣に対する論考を拠り所とした
検討を行う。 
写真等の複製技術が急速な発達を遂げた時代にあって，ベンヤミンは複製技術が芸
術作品が｢いま｣｢ここに｣しかないという一回性を喪失させるとし，それを芸術作品の
｢アウラ｣の喪失と表現した[注 12]。さらには芸術作品の礼拝的価値と展示的価値に
ついて言及し，複製技術の到来が芸術作品の有する価値の比重に変化を与えたと指摘
する。すなわち，これまで信仰の対象として礼拝的価値に比重が置かれた芸術作品が，
広く公開されるものとして，その展示的価値に比重が置かれるようになったとしてい
る。ベンヤミンの視点においては，本論文の指す歴史的立体造形も礼拝的価値に比重
が置かれた芸術作品であると考えることはできる。そしてより発展した複製技術，す
なわち３Ｄデジタル造形技術は，写真等の二次元の枠を超え，立体的に複製品を製作
しうるという点において，造形物の｢アウラ｣なるものが喪失する可能性はより一層高
くなるとも考えられよう。 
しかしながら，アウラを付与する存在はあくまでも｢大衆｣にある。ベンヤミンは芸
術作品を鑑賞する側の心境の変化であり，すなわち複製物であるが故に，芸術作品が
ただの消費財として扱われる可能性を指摘したのではあるまいか。したがって，アウ
ラとはその造形そのものに存在するものではなく，それらを取り巻く生活者達がいか
にその造形を扱うかにある。例えば仏像を例に挙げれば，それを信仰する生活者があ
ってこそその神格性が付与されるのである。 
さて，本研究で対象とした造形物のなかには存在自体の認知が希薄化され，いわば
潜在化したものが少なくない。したがって，そもそもアウラや神格性を付与する｢大
衆｣と呼べるまでの生活者が不足しており，そのアウラを付与させる機会すら剥奪さ
れてしまった造形も多数存在している。このままではそうした機会を得ることなく消
失する可能性すらあるのだ。そうした状況にあって，複製を含む３Ｄデータの活用は
歴史的立体造形への認知の機会を創出することが可能である。したがって，潜在的な
歴史的立体造形の３Ｄデータの活用はその実物の造形の価値を損なわせるのではな
く，むしろ実物の価値向上に寄与し得るのではないかと考える。 
しかしながら，ここで気をつけなければならないことは，３Ｄデータ活用による複
製は実物の造形にはなり得ないということである。まず，３Ｄデータによる再現では，
どれだけ高度なデータを取得したとしてももとの造形をまったく忠実な状態で再現
することは不可能である。現在一般的に使用可能な３Ｄプリンター等では大きさや材
第５章 歴史的立体造形の３Ｄデータの活用 
 
 
102 
質等への制限がある。たとえこれらの制約を克服したとしても，長い時間の中で人び
とが継承してきた歴史が有する重量感ともいうべきものは決して表現し得ない。また，
いかに忠実な造形であろうとも元の造形に対する｢複製物｣という事実が人びとに与
える心理的な影響は，複製物を実物とを同一視させることはないであろう。 
したがって，３Ｄデータはあくまでも実物の造形の認知向上や理解の深化を促すた
めの媒体として活用すべきであろう。本点に留意しつつ，その活用方法を考察する必
要があろう。 
いずれにせよ歴史的立体造形に感ずる心持ちは生活者ひとりひとりによって異な
ることを改めて留意しながら，活用についても慎重に議論していくべきであるが，ま
ずはそうした議論がなされる状態，すなわち造形の顕在化が必要であると考えられる。 
 
７．おわりに  
本章では，千葉県南房総市，館山市，鴨川市に位置する歴史的立体造形物の３Ｄデ
ータを活用し，造形の顕在化を試みた七例の実践を報告した。また，実践を通して得
られた知見に基づき，地方創生に資する歴史的立体造形の３Ｄデータ活用の特質とし
て以下を抽出した。 
(１)多様な造形の提示を易化する。  
(２)歴史的立体造形への興味･関心の向上に寄与する。  
(３)地域色ある小規模のものづくりを支援する。  
(４)歴史的立体造形の｢資源｣としての認識を喚起する。  
本章で紹介してきた，一連の取り組みを通して歴史的立体造形の３Ｄデータの活用
が地域活性化，ひいては地方創生に寄与する可能性を少なからず示すことができたと
考える。しかし，地域における３Ｄ技術の浸透と実質的な活用にはまだ時間を要する
など，課題も残る。また，本研究では，二つの寺院と一つの資料館における事例を報
告したが，千葉県内の社寺･仏閣だけでもその総数は 6000 を超える[注 13]。それぞれ
が有する歴史的立体造形の総数は計り知れず，維持･管理体制が必ずしも盤石になさ
れていないものも多数存在することが予測される。それらは消失の危機に瀕している
ともいえるが，肯定的に捉えれば，地域資源の宝庫であるともいえよう。今後も継続
的に歴史的立体造形の３Ｄデータの活用実践を行いながら，地域の活性化について考
究していきたい。 
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注 
１)Recap Pro，Remake，Recap 360 等の一連の関連のソフトウェアを指す。複数枚 
の写真から３Ｄデータを生成する点については同様であるが，写真のアップロー 
ドの上限等，多少の違いが見られる。  
２)小松寺と同様，南房総市に位置し，平安期に開山とされ石堂寺，真野寺との合同 
開催による仏像特別公開の行事である。  
３)十二神将像の極彩色の推定再現については，館山市の学芸員の資格を有する職員 
の助言を得ながら行った。なお，推定の参考として高野山櫻池院所蔵の絵画｢薬師 
十二神将像 一幀｣を使用した。  
４)君津市市史編さん委員会:君津市史 民俗編，千葉県君津市，63，179，1998  
５)木更津市史編纂委員会:木更津市史，木更津市，969，1972  
６)鋸南町史編纂委員会:鋸南町史，千葉県安房郡鋸南町，619–620，1969  
７)八千代市史編さん委員会:八千代市の歴史 資料編 民俗 第二版，八千代市，129， 
1994  
８)佐倉市編さん委員会:佐倉市史 民族編，佐倉市，172，295-303，1987  
９)千葉市美術館(編):仏像半島―房総の美しき仏たち，千葉市美術館･美術館連絡協 
議会，236，2013  
10)財団法人文化財建造物保存技術協会(編):石堂寺多宝塔修理報告書，1991  
11)当初予定された開催期間は 2017 年２月 29 日から３月 26 日であったが，その後３ 
月 28 日から４月 20 日まで延長された。  
12)ヴァルター･ベンヤミン(著)，佐々木基一(訳):複製技術時代の芸術 ヴァルター･ 
ベンヤミン著作集２，晶文社，12,1970 
13)文化庁:宗教統計調査 平成 29 年度，2018  
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１)多木浩二:ベンヤミン｢複製時代の芸術作品｣精読，岩波書店，2000 
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１．はじめに 
 地方創生が叫ばれる今日，地域固有の歴史･風土のもと育まれてきた｢歴史的立体造
形｣は衰退しつつある。本論文では，歴史的立体造形の資源的価値の再確認･再認識に
基づいた地域活性化デザインの手法として，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保
存･活用の一連のプロセスについて論じてきた。 
 本章では，これまでの各章にて得られた知見をまとめつつ，今後の３Ｄデータの取
得･保存･活用に基づく地域活性化デザインの展望を論じたい。 
 
２．各章のまとめ 
2.1.第１章 地方創生の動向と歴史的立体造形の現状 
第１章では，文献調査ならびに事例収集に基づき，地方創生が推進されるに至った
経緯と，国家政策としての目標，方針および施策について概観するとともに，地域の
歴史的立体造形物が消失の危機に瀕するその要因について概観したそして，地方創生
と歴史的立体造形物の双方の現状を踏まえ，本論文で指す地域活性化について明確化
を行った。 
(１)国家政策としての地方創生は，人口急減により，機能不全に陥るとされる｢消 
滅可能性都市｣の報告を受けて 2014 年に始動した。 
(２)国家政策としての地方創生は狭義には地域経済の活性化と読み取ることができ 
る。 
(３)歴史的立体造形は管理者の不在化，災害，盗難･破壊行為等の要因により消失の 
危機に瀕している。 
(４)本論文で指す地域活性化は，歴史的立体造形の地域資源的価値の認識に基づく， 
地域の活性である。人口減少に備え，地域資源を認識し，それらを活用して生活 
者が文化創出に参与できる状態を整備すべきである。 
2.2.第２章 歴史的立体造形の３Ｄデータの取得 
第２章では，104 件の歴史的立体造形の３Ｄデータ取得実践に基づき，①ハンディ
型スキャナ，②据置型スキャナ，③設置型スキャナ，④フォトグラメトリの四種の取
得法を運用し，以下の取得の際に留意すべき点を明確化した。 
(１)造形の大きさ 
(２)造形の形状 
(３)欠損の有無および破損危険性 
(４)移動の容易性 
(５)造形形状の複雑性 
(６)時間的制約 
また，完全データを得るまでのデータの合成と修正･処理の行程を示し，取得造形
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および，取得データの一覧を作成した。また，一連の実践を通じて３Ｄのデータ取得
の地域活性化への意義を考察し，以下の２点を抽出した。 
(１)歴史的立体造形の顕在化の促進 
(２)歴史的立体造形の共有化に向けた情報の蓄積 
2.3.第３章 歴史的立体造形の３Ｄデータ取得への指針 
第３章では，第２章で報告した 104 件の取得実践への類型化を行い，得られた類型
への分析を通じて，より具体的なデータ取得への指針の導出を目指した。数量化Ⅲ類
とクラスター分析により得られた６つの類型の特性と各類型内にて運用された取得
法をまとめると以下のようになる。  
(１)類型Ａ:環境制約型  
取得法:ハンディ型スキャナ，設置型スキャナ，フォトグラメトリ  
(２)類型Ｂ:大規模安定型  
取得法:ハンディ型スキャナ，フォトグラメトリ  
(３)類型Ｃ:小規模安定型  
取得法:ハンディ型スキャナ，据置型スキャナ，フォトグラメトリ  
(４)類型Ｄ:破損危険型  
取得法:ハンディ型スキャナ，フォトグラメトリ  
(５)類型Ｅ:大規模破損危険型  
取得法:ハンディ型スキャナ，フォトグラメトリ  
(６)類型Ｆ:大規模多制約型  
取得法:フォトグラメトリ  
また，上記の分析を通じて３Ｄデータ取得への指針として各類型における｢３Ｄデ
ータ取得のワークフロー｣および｢３Ｄデータ取得調査カード｣を導出した。 
2.4.第４章 歴史的立体造形の３Ｄデータの保存 
第４章では，デジタルアーカイブを取り巻く社会的背景ならびに先行事例の概観に
基づき，地域資源としての歴史的立体造形の３Ｄデータの保存および共有･活用を促
進するデジタルアーカイブのあり方として｢地域生活者主体｣を提言するとともに，活
用指針を導出した。 
また，上記ならびにデジタルアーカイブを構想する先行研究に基づき，デジタルア
ーカイブに実装する具体的な項目として以下を抽出した。 
(１)データアップロードおよびダウンロード機能の実装 
(２)ＷＥＢブラウザを使用した３Ｄデータの描画	
(３)OBJ ファイルフォーマットの使用 
上記と併せ，デジタルアーカイブのテキストデータによる記録項目として以下を抽
出した。 
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(１)基本データ 
(２)造形データ 
(３)データ取得の詳細とデータ取得環境 
以上を踏まえて，デジタルアーカイブの構築を行った。本アーカイブは現在，筆者
による試験的運用を行っている。今後については，地域の博物館や地域団体等との共
同による運用の展開が考えられる。 
2.5.第５章 歴史的立体造形の３Ｄデータの活用 
第５章では，歴史的立体造形の３Ｄデータの活用について，2015 年から 2018 年に
行った実践を報告した。具体的には南房総市，館山市，鴨川市に位置する歴史的立体
造形の３Ｄデータを活用し，造形の顕在化を試みた七例の実践を報告した。 
また，実践を通して得られた知見に基づき，地方創生に資する歴史的立体造形の３
Ｄデータ活用の特質として以下を抽出した。 
(１)多様な造形の提示を易化する 
(２)歴史的立体造形への興味･関心の向上に寄与する 
(３)地域色ある小規模のものづくりを支援する 
(４)歴史的立体造形の｢資源｣としての認識を喚起する 
 
３．各章の総括的考察 
第１章においては，まずは導入として今日叫ばれる地方創生について動向を概観し
つつ，その課題とわが国の方針について確認した。また，とくに人口減少等の課題は
歴史的立体造形の維持･管理体制についても決して無関係ではないことを明確化した。
一方で，地方創生は狭義で地域経済の活性化とされることを指摘しつつ，本論文にお
ける地域活性化は，歴史的立体造形の地域資源的価値の認識に基づく，地域の活性で
あり，地方創生とはそのような地域の創生であることを論じた。さらには，歴史的立
体造形はそのような地域創生のための地域資源の一部であることを示した。  
  第２章においては，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得を行う際の留意点を明確化
するとともに，取得対象の類型化に基づき，３Ｄデータ取得への指針として取得への
ワークフローと取得に関する情報の蓄積を図るための調査カードの作成の提案を行
った。これまで３Ｄデータ取得機器は工業製品等に対し使用されることが多く，とく
に地域の歴史的立体造形を対象とした３Ｄデータ取得に関する指針は示されてこな
かった。本論文においては，３Ｄ技術の一般化を予見しつつ，地域の生活者において
も取得実践が可能であるように，３Ｄデータ取得について可能な限り詳細な報告を行
ったと考える。まさらに，調査カードの使用は，歴史的立体造形という特殊な対象に
対する３Ｄデータ取得への知見の蓄積を促進させる可能性があろう。 
 第３章においては，取得した３Ｄデータを保存するとともに，共有を促すためのデ
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ジタルアーカイブの制作を試みた。制作したデジタルアーカイブは専用のソフトウェ
ア等を用いず，汎用性の高いＷＥＢブラウザを使用することにより，さまざまな地域
での運用の可能性があると考える。デジタルネットワークを通じたアーカイブの公開
については，コンテンツの権利についての課題が残るが，作成したデジタルアーカイ
ブは，オフライン環境下での使用も可能であるため，まずは地域内でのみの試験的運
用も可能であろう。そして，デジタルアーカイブが地域活性化に資する点として，自
身らが有する地域の造形資源をいつでも把握可能である点が挙げられる。デジタルア
ーカイブとは，いわばデジタル化した資源の収蔵庫であり，それへのアクセスを通じ
て資源を確認しつつ，それらが何に活用できるかについて検討する機会を創出する。
なお，次に述べる３Ｄデータの活用事例は，取得データがまず先行し，それらを何に
活用できるかについて考察した結果である。すなわち，活用内容が事前に決定してお
り，その目的の遂行のためにデータを取得したのではなく，取得したデータが存在し
ていたが故に活用への検討がなされたのである。このように，地域資源となりうるデ
ータを蓄積し，それらの把握を可能とすることは，その活用への可能性を拓き，ひい
てはその資源の活性化において意義を有するといえよう。 
 第４章においては，千葉県南房総市，館山市，鴨川市における歴史的立体造形の３
Ｄデータの活用実践について報告した。具体的には造形展示やものづくりへの展開等
に歴史的立体造形の３Ｄデータを活用可能であることを示した。展示等については，
触れることのできるレプリカの作成や，タブレット型端末を用いた３Ｄデータの活用
ならではの展開が可能である。他方，ものづくりについては，３Ｄプリンタや三次元
切削機を併用することにより，小規模の生産を可能とする点において，地域にて展開
される小規模なものづくりとの協働の可能性があることを提示した。 
 
４．地域活性化デザインモデルの提案 
4.1.地域活性化デザインモデルの提案 
本論文で論じてきた歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用の一連のプロ
セスを地域活性化デザインモデルとしてまとめた(図 6-1)。本プロセスの各行程につ
いて概説する。 
まずは，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得を行う。本行程では，第１章にて導出
した指針に基づき，取得する造形を選定し，造形の特徴や制約等に留意しながら取得
を進める。その際，データ取得に関するメタデータの記録を行い，歴史的立体造形の
３Ｄデータ取得への知見の集積を図る。また，３Ｄデータの取得については造形に関
連する生活者同士でのコミュニケーションが肝要である。これは取得方法を決定する
といった技術的な議論のほかに，生活者が参与し，その造形への思いや扱われ方など
を地域のなかでの造形の姿を再認識する機会にもなり得る。それにより，生活者自身
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の造形に対する思いや記憶が活性化する可能性を拓くといえよう。 
つづいて，取得したデータおよび取得に関するメタデータはデジタルアーカイブに
て保存と蓄積を行う。デジタルアーカイブはまず地域内において閲覧可能とすること
により当該造形への認識の深化を図る。なお，これらのデジタルアーカイブを活用す
る地域団体としては，地域造形に係る地域団体，地域の博物館，地域の大学等が挙げ
られるだろう。 
そして保存したデータを活用する際には，それをいかに活用するかの議論が再び必
要となる。本論文においては，その活用手法については①展示等による活用，②もの
づくりへの活用，③体験等のワークショップへの活用などを挙げてきた。このよう
に，３Ｄデータの活用への使途はその目的や対象によって異なる。そこで，以下の項
目について留意しながら，その活用法を思案する行程を付記しておく。 
(１)目的，対象 
第一に，３Ｄデータの活用の目的が挙げられる。まずはどのような意図をもって活用
を行うのかについてのおおまかな検討が必要である。例えば，｢造形への興味，関心の
向上｣や｢地域の造形資源の活用によるものづくりの展開｣などが挙げられるだろう。 
つづいて，誰を対象とするのかを検討する。上記で設定した目的の対象によって，３
Ｄデータの加工法や出力方法を考慮する必要がある。例えば，第４章にて報告した｢十
二神将絵付け体験のワークショップ｣は主に児童を対象としたものであったが，絵付け
のしやすさを考慮した大きさにて体験用のモデルを製作する必要があった。さらには
その素材についても重さと破損のしにくさを考慮し，石膏系プリンターで出力したマ
スターモデルから型を制作し，樹脂系素材によるその複製を行う等の対処を行った。 
(２)機器の確認•検討 
上記に合わせて，活用の際に検討が重要となるのは使用可能な３Ｄデジタル機器の
確認と検討である。３Ｄデジタル造形機器は多様化と一般化が急速に進んでいる。もっ
とも一般化が進んでいるのが ABS 樹脂や PLY 樹脂のフィラメントを主原料とした FDM
方式(Fused Deposition Modeling／熱溶解積層方式)の３Ｄプリンターであろう。フィ
ラメントにもすでに木質や金属質のもの等が存在し，今後ますます表現の幅は広がっ
ていくものと考えられよう。その他にも本研究で度々使用したフルカラー表現を可能
とした石膏素材の３Ｄプリンターや地産の木材等を使用可能である三次元切削機など
がある。本論文内において度々言及している通り，こうした機材を各地域において十全
に整備を行うにはまだまだ時間を要すると考えられるが，すでにファブラボ[注１]等
にみられるように，こうした機材を地域内で共有し，ものづくりを促進する施設が整備
されつつある。 
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(３)主体者･参与者 
そして，こうした活用を行う主体者についても再確認する必要もあろう。またそれ
らを行う空間についても検討が必要である。本論文では，その造形を有する寺院や，
博物館，あるいはコミュニティスペースの利用等の例を報告した。このようにそうし
た空間を利用するについてもその関係者とのコミュニケーションが肝要である。さら
に本論ではものづくりを展開する紡染織家，張子職人，彫金作家等の協力を得たいく
つかの活動を報告し，３Ｄデータとものづくりの担い手との協働の可能性を示してき
た。 
地域活性化の視座においては，これから行おうとするモノ･コトにいかにして生活
者が参与するかが肝要であると考える。そうした歴史的立体造形の３Ｄデータの活用
は，そうしたモノ･コトのひとつになり得るだろう。活用に際しては，こうした参与
者の可能性についても検討を深めたい。 
また，いずれにせよ，３Ｄデータの活用にはその保有者の許可が必要となる。第３
章で提案したデジタル･アーカイブは，その活用者が限定的な成員において自治的な
運営がなされることを目的としたものであった。そのためその成員の中での議論，合
意をもって活用への議論が進められるべきであると考える。 
最後に，上記の検討を経て，デジタルアーカイブ内のデータはダウンロードするこ
とにより，活用を行う。 
 以上のように，３Ｄデータの取得･保存･活用の一連のプロセスのなかで，歴史的立
体造形の現状が記録され，造形へのアクセスが易化されるとともに，いつでも使用可
能な状態としてデジタルアーカイブ上へ保存され，それらを活用することが可能であ
る。また，各章にて論じてきたが，それぞれの過程を行うこと自体が，造形の顕在化
や価値の再確認･再認識に資するといえる。すなわち，一連のプロセスを通じて，歴
史的立体造形を軸として，地域活性化を図ることに寄与できると考えられる。 
4.2.地域活性化デザインモデルと博物館等の両立の可能性 
 また，これまで歴史的立体造形の保存と管理および維持においてすでに大きな役割
を担ってきた博物館等と導出した本モデルの併用の可能性についても付記しておき
たい。本点に関しては，とりわけ歴史的立体造形の保存と活用の観点から考察したい。   
まず，デジタルデータにおける記録は半永続的な保存が可能である。博物館という
保存に適した空間に置かれながらも造形の経年劣化は避けることはできない。また，
自然災害等の多いわが国においては，収蔵庫とて被害を受ける可能性も否定はできな
い。このような状況下において，補助的に３Ｄデータを保存しておくことは決して無
意味ではないと考えられよう。しかしながら，先述の通りあくまでも３Ｄデータは｢半
永続的｣にしか保存できない。すなわち，完全な永続保存は不可能であるといえる。
第一に本研究においては保存対象とした OBJ データや PLY データは，あくまで現在に
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おいて汎用性の高いデータフォーマットである。今後，新たなデータ形式が出現する
ことは不可避であろう。そうした際には，その時々に応じた最適なデータの変換作業
が必要となる。また，第二に，データ自体が何らかの要因で消失する可能性もある。
これについては，バックアップデータをもつ等で簡易に対処可能であると考えられる
が，不用意なコピーはデータの散逸にもつながり，場合によっては権利の問題に抵触
し兼ねない。こうした権利についての課題についても今後検討を加えていく必要はあ
るだろう。 
一方で，とくに３Ｄデータの有用性はその活用にあると考えられる。｢収蔵品の公
開｣は博物館の機能としてもっともよく知られる側面であるといえよう。しかし，基
本的に収蔵されるすべての造形が公開されているわけではない。展示スペースに置か
れる造形は収蔵されるものの一部であり，その大部分は収蔵庫にていわば｢潜在的な｣
状態で保管されている。３Ｄデータの活用は，そうした潜在的な展示物を公開する可
能性を有しているといえる。例えば，タッチ式タブレット型端末のような３Ｄデータ
を閲覧できる装置によるデータの公開や，３Ｄプリンターによるレプリカの展示など
が考えられる。さらには，触れる展示などの展開など新たな展示手法の展開も検討可
能である。このように，歴史的立体造形の３Ｄデータは，取得対象となる造形の保存
と公開という活用に加えて，補助的にそれらへの援用が可能であると考察できる。歴
史的立体造形の３Ｄデータは，あくまでも実際の造形を中心に据えながら，それらの
保存体制をより十全なものとし，より関心や価値の向上に資する活用を促す媒体であ
るといえよう。 
4.3.地域活性化デザインモデルの意義 
上述した地域活性化デザインモデルは地域活性化，すなわち潜在的な文化を顕在化
させるとともに，そこから生活者自らの文化創出への参与を支援していくためのもの
である。また，歴史的立体造形を地域資源として認識･活用し，今後の地域を計画し
ていくための指針で点においてデザインモデルとした。これは，生活者の身のまわり
に潜在的な状態で存在する資源を活用可能な状態にするものでもある。 
レヴィ=ストロースは身のまわりの｢ありあわせの道具材料｣，換言すれば資源を用
いて思考することをブリコラージュ(器用仕事)と呼び，そうした思考をもとにして世
界各地の先住民が生活運営をしてきたことを示している[注２]。身のまわりの資源へ
の興味･関心を抱き，それらを学び，他の資源との組み合わせの可能性を思考し，積
極的にそれらを活用してみるという実験的な姿勢こそが，まさしく生活者主体の自立
的な生活運営の態度であろう。地域や文化は，そうした生活より生起するものである。
本デザインモデルは，造形を観察しながらデータを取得し，時には生活者の口から得
られる新たな情報資源－記憶や思い出－を顕在化させ，そうした情報含めて保存され
るアーカイブからは造形への学びの機会を創出する。そして，そこから得られるデー
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タの活用法を思考し，本論で一例として示した造形の一部分のみを扱った展示や，そ
の他の地域資源，たとえば張子や彫金技術と組み合わせながら活用し，生活者へのさ
らなる興味･関心を引き出す可能性を示した。このように，歴史的立体造形を生活創
生のための地域資源としての認識を促し，活用可能な状態にすることこそが，本デザ
インモデルの意義であるといえよう。 
本モデルに基づいた実践活動を続けていくなかで，｢うちの造形の３Ｄデータも取
得してほしい｣という声が，生活者からも聞かれるようになった。また，当初は一つ
の寺院から始めた活動であったが，その他の社寺，博物館，資料館，ひいては生活者
個人の有する造形を含めた活動に展開している。その対象も当初は木彫を対象として
いたが，張子人形や鋳造品，土製品などへと広がりをみせている。これは地域の人び
との歴史的立体造形への資源的眼差しが徐々に浸透していることに起因するのでは
なかろうか。 
4.4.今後の展望〜分散･協働型社会へ向けて 
  最後に今後の展望について述べたい。IT 技術，およびデジタル加工技術は近年目
覚ましい発展を遂げている。その動向を見据え，今後，IoT のさらなる発達，および
自然エネルギーの台頭により生産や輸送等，さまざまな分野のエネルギー費用が限り
なくゼロに近づくとされ，その結果，現在の社会構造は転換を迎え，｢中央集中型社
会｣から｢協働･分散型社会｣へ移行するという論考がある[注３]。本論文でもその可能
性を示したが，３Ｄスキャナと３Ｄプリンタ等の併用による｢付加製造法（Additive 
Manufacturing)｣は，大量生産下の機械的制約による品質低下の課題を克服し，地域
社会の需要に対応した小規模な造形を高品質に実現する可能性を拓いている。また，
NC 制御による三次元切削機は地域の材を活用する可能性を大いに有する。特にそれ
らの稼働を自然エネルギー[注４]が担うこととなれば，その土地の資源を最大限活用
する，地域由来のものづくりが促進すると考えられる。したがって，まさに３Ｄ技術
は今後の持続可能な地域づくりにおいて，重要な技術の一つに位置づけることができ
るであろう。先述した地域活性化デザインモデルに加え，機器やアーカイブの稼働に
自然エネルギーを使用することが可能となれば，一連のプロセスを地域内で完結し，
持続的に地域内での運営できる可能性がある（図 6-2）。また，こうした技術やエネル
ギーが一般化する未来の到来は，職人の育成や支援にも有用であると考えられる。か
つての優れた造形を出力した模刻のための教材の作成や，木材の粗彫りの状態を再現
する等の展開の可能性がある。まさに３Ｄデジタル技術がこれまで育まれてきた造形
文化から学び，そこから新たに展開していくための重要な支援ツールとなるであろう。 
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５.おわりに  
 本論文では，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用を通じた地域活性化デ
ザインについて論じてきた。本章にて導出したモデルは，現在の地方創生が叫ばれる
地域社会に対し，必ずしも即効性のあるものではないだろう。現状においては，取得
やその修正，活用における３Ｄ出力にも多大な労力と時間を要する等の課題は残る。
しかしながら，３Ｄデジタル技術は間違いなく益々進展していくことであろう。前節
にて述べた自然エネルギーについても，ゆるやかにではあるが，確実にその運用規模
は拡大している。歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用はまだまだ過渡期に
あるが，今後もそのあり方は議論されるべきである。 
依然として，歴史的立体造形が消失の危機に瀕していることは間違いない。筆者と
しては，まずは何よりもこうした歴史的立体造形の３Ｄデータの取得と保存を行いた
いところである。しかしながら，筆者一人の力ではとうてい叶わぬ願いである。その
ためには地域の多くの生活者の力が必要である。先述の通り，３Ｄデータの取得機器
はいずれ誰しもが取得可能となるであろう。本論文では，議論の余地はあろうが，３
Ｄデータの取得への指針を示し，また，活用例を報告してきた。また，保存のための
デジタルアーカイブは，そのままさまざまな地域で運用可能である仕様とした。こう
した報告が，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得や保存･活用に対して少しでも役立
てば幸いである。そして導出したモデルは，地域で育まれてきた造形物の現状を保存
するとともに，地域の造形教育やものづくりに活用可能であることを示した。造形に
対して触れる機会や学ぶ機会の創出は少なからず歴史的立体造形の維持･継承に資す
るものであろう。これまで，歴史的立体造形をはじめとした文化財は保存することに
重きが置かれていたように感じられる。いわば博物館等における静的な保存･継承で
ある。しかしながら，そうした造形に積極的に触れ，学びながら，いわば動的な保存･
継承を提供し得るのが３Ｄデジタル技術であると考える。 
これまで潜在的であった歴史的立体造形が顕在化される時，すなわちそれらに触れ
る機会やそれらを学ぶ機会が創出される時，造形は活性化状態にあるといえよう。こ
れは造形のみではあり得ず，そこには造形を取り巻く生活者の姿があるはずである。
こうした状態から新たな文化が胎動する。そこから地方創生は始まるのである。 
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注と参考文献 
１) ファブラボとは｢デジタルからアナログまでの多様な工作機械を備えた，実験的 
な市民工房のネットワーク｣であり，｢個人による自由なものづくりの可能性を拡 
げ，｢自分たちの使うものを，使う人自身がつくる文化｣を醸成すること｣を目指 
す施設である。斜体による表記は Fablab Japan Network(http://fablabjapan.o 
rg/whatsfablab/，2019 年 6 月 26 日アクセス)より引用。 
２)クロード･レヴィ=ストロース(著)，大橋保夫(訳):野生の思考，みすず書房，1976 
３)Jeremy Rifkin(著)，柴田裕之(訳):限界費用ゼロ社会-＜モノのインターネット＞ 
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４)自然エネルギーとは太陽光，水力，風力，地熱等，自然から得られるエネルギーを 
指す。また，再生可能エネルギーとも称される。 
 
 
  
 
 
 
図 6-1 歴史的立体造形の取得･保存･活用に基づく地域活性化デザインモデル 
終章 
 
 
116 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6-2 分散•協働型社会における歴史的立体造形の取得･保存･活用に基づく 
地域活性化デザインモデル 
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謝辞 
 
本論文の執筆にあたり，とくに地域の歴史的立体造形の関係者の方々には多大なる
ご支援を賜りました。この場を借りて御名前を挙げさせていただきながら御礼申し上
げたく存じます。 
 まず，南房総市小松寺住職の大沼圭真氏および檀家･信徒の方々には，小松寺所蔵
の多くの仏像の３Ｄデータ取得のご許可を頂くとともに，それらの活用の場として小
松寺の利用をご快諾いただきました。度重なる実践の機会を頂戴いたしましたことに
深謝申し上げます。また，圓蔵院や石堂寺をはじめ，多くの社寺関係者の方々にも一
連の実践をご快諾いただきました。みなさまのご協力なしには本論文の執筆はあり得
なかったと痛感しております。心より御礼申し上げます。 
 博物館や各地域の市の職員の方々，市民の方々にも地域での活動に際しご支援を賜
りました。とりわけ，館山市職員の池田英真氏，宮坂新氏，鴨川市郷土資料館の石川
丈夫氏にはワークショップの開催や博物館での展示の実施にあたり，多くのご助言を
頂戴いたしました。彫工の里ふるさと千倉の会の青木徳雄氏には安房地域における後
藤派彫刻についての多くの情報をご提供いただきました。南房総市市役所の職員の
方々にも，地域調査において多大なご支援を賜りました。深く御礼申し上げます。 
 また，３Ｄデータの活用に際しては地域でものづくりを実践，継承する稲垣祥三氏
(後藤派彫工)，鎌田芳朗氏(佐原張子三浦屋)，大谷未起生氏(房総張子)，出口洋氏(彫
金工房｢冨銀｣)，立原あかり氏(紡染織家)，松崎さおり氏(暮らしの工房ののま)のご
支援を賜りました。ごこちらの提案に対し真摯に耳を傾けていただき，ものづくりの
工程や技法を踏まえたアドバイスをいただくこともあり，数多の学びの機会を頂戴い
たしました。誠にありがとうございました。 
 取得した３Ｄデータの保存について，デジタルアーカイブの構想から構築に至るま
でには，プログラマーであり，筆者の旧友でもある水原悠氏に惜しみないご支援を賜
りました。ご多忙のなか，幾度とないミーティングの機会を設けていただき，親身に
相談に乗っていただきました。ありがとうございました。 
 そして，本論文の審査についてご指導を賜りました中山茂樹先生，久保光徳先生，
佐藤公信先生には，とくに感謝の意を表したく存じます。各分野における視座から多
くのご助言を賜りました。こうしたご助言から，改めて自身の研究を見つめ直し，新
たな考察を加える機会を頂戴いたしました。深謝申し上げます。また，国立歴史民俗
博物館の松尾恒一先生にも一連の研究へのご助言を賜りました。御礼申し上げます。 
 一方，本論文の執筆にあたり，さまざまな地域に出向き，多くの実践を行ってまい
りました。これらには筆者とともに学ぶ学生たちの力が不可欠でありました。とりわ
け本研究と同様の研究テーマに取り組んできたデザイン文化計画研究室の高木友貴
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会をいただきました。併せて御礼申し上げます。 
 そして，筆者の９年半におよぶ学生生活において，指導教員である植田憲先生には
一貫してお世話になりました。研究室のなかで，地域へ出向く自動車，新幹線，飛行
機内で，調査先で，なによりも地域から真摯に｢学ぶ｣という姿勢を筆者に示していた
だきました。感謝してもしきれぬ思いでいっぱいであります。本当にありがとうござ
いました。同様にさまざまな苦労や心配をかけながらも，辛抱強く学生生活を支援し
続けてくれた両親，兄にも感謝申し上げたく存じます。 
なお，研究の推進にあたっては，高久国際奨学財団ならびに日本科学協会笹川研究
助成による支援を賜りました。この場を借りて御礼申し上げます。ありがとうござい
ました。 
 
そして，研究に携わっていただいたすべてのみなさまへ，本当にありがとうござい
ました。心より感謝致します。 
 
 
 
2019 年７月 
青木宏展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
謝辞 
 
 
120 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
謝辞 
 
 
121 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
付録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
付録 
 
 
122 
 
付録１. 本研究に関わる現地調査の日程と概要 
 本研究に関する現地調査について日付と場所，そしてその概要について｢視察，聞
き取り調査，打ち合わせ等｣｢３Ｄデータの取得｣｢３Ｄデータの活用｣の観点から以下
の表にまとめた(表１~表６)。 
 
表１. 2014 年における調査日程 
 
 
表２. 2015 年における調査日程 
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表３-１. 2016 年における調査日程 
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表３-２. 2016 年における調査日程 
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表４-１. 2017 年における調査日程 
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表４-２. 2017 年における調査日程 
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表５-１. 2018 年における調査日程 
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表５-２. 2018 年における調査日程 
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表６. 2019 年における調査日程 
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付録２.公聴会における発表原稿 
 
1. 
こんにちは，デザイン文化計画研究室の青木宏展です。本日は貴重なお時間を頂戴し，
みなさまどうもありがとうございます。これから私の学位申請論文「歴史的立体造形
の３Ｄデータの取得･保存･活用に基づく地域活性化デザイン」の発表をさせていただ
きます。どうぞ宜しくお願い致します。 
 
2. 
早速こちらをご覧ください。こちらは小松寺という千葉県南房総市に位置する寺院で
す。千葉県の南端の南房総の山奥に佇む古刹であります。こちらは，山門を入ってす
ぐに見られる景色ですが， 
 
3. 
もう少々本堂に近づいてみますと， 
 
4. 
本堂入口の上部にはこのような壮麗な龍の彫刻が付されています。この造形は，かつ
て千葉県内で活躍した江戸期の彫工「後藤義光」の弟子にあたる後藤忠蔵による彫刻
です。 
 
5. 
さて，つづいてこの写真をご覧ください。こちらは小松寺の本堂内部です。小松寺の
本堂内には平安から鎌倉期にかけて制作された数多くの仏像群が所蔵されています。 
 
6. 
本研究で対象とするのはこのような『歴史的立体造形』です。歴史的立体造形とは各
地域の歴史･風土･文化のうえで育まれてきた造形全般を指す用語です。 
 
7. 
しかしながら，これら造形はほぼ公開されず，これらに触れる機会や知る機会･学ぶ
機会はごく稀であります。檀家ですらどのような造形が存在するのかを知る方は多く
ないのが現状です。 
これら造形はいつ作られたのか，どのような形状を有し，どのような意味があるのか，
といった造形のもつ様々な情報は 
 
8. 
まさに，潜在的な状態にあります。 
 
9. 
先ほども申し上げましたが，このように，歴史的立体造形は各所に点在しています。
たとえば，千葉県内の社寺の総数はおよそ 6000 箇所存在します。したがって，それ
らに所蔵される，あるいは付される造形だけでも膨大な数が存在しているといえます。 
とりわけ寺院や神社は地域の生活者にとって不可欠な空間であり，こうした歴史的立
体造形はそれらを象徴する存在として機能していたと考えられます。 
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10. 
本研究ではこうした歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用に基づき，地域活
性化デザインモデルを提案することを目的としています。 
 
11.  
すなわち，潜在化の進む歴史的立体造形に着目し， 
 
12.  
その３Ｄデータの取得･保存･活用に基づいた諸活動を展開し，造形の顕在化と，情報
の活発化を図ります。 
 
13.  
こうして，地域資源としての歴史的立体造形の活性化，ひいては，そこから地域活性
化への可能性を開くことを目指します。 
 
14. 
さて，潜在化の著しい歴史的立体造形はいま消失の危機に瀕しています。これが本研
究の一つの背景です。 
 
15. 
消失が懸念される要因として，まずは経年劣化が挙げられます。管理者の不在化に伴
い，適切な管理のなされなくなった造形は，年を重ねるごとに劣化が進行します。 
 
16.  
つづいて，特に，地震や豪雨等の多い日本において顕著であるのが，自然災害です。
近年では，2011 年の東日本大震災においては 744 件の国指定文化財が被害を受けて
います。また，昨年 2018 年においては，少なくとも 1000 件以上の国指定文化財が自
然災害による被害を受けています。 
 
17. 
また，管理者の不在化により，残念ながら造形の盗難や破壊行為等も発生しやすくな
ると考えられます。写真はわたくしの調査･研究対象地でもある館山市において，放
火の被害に遭われた神社です。これにより江戸期の歴史的立体造形が消失しています。 
 
18.  
こうした歴史的立体造形は，長い時間をかけて蓄積された生活者の活動の成果です。
こうした造形の喪失は地域アイデンティティの一つの喪失とも考えられます。地域の
存続のためには，これらの維持･管理体制の構築はまさに急務であるといえるでしょ
う。 
 
19. 
一方，先ほど管理者の不在化という歴史的立体造形の課題を挙げましたが，この管理
者の不在化というのは，今日希求される地方創生とその大きな課題である人口減少と
強く結びつきます。これらについてもご説明いたします。 
 
20. 
人口減少への危機感を日本全土に再認識させたきっかけとして 2014 年５月の消滅可
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能性都市の報告が挙げられます。消滅可能性都市とは「20 歳から 39 歳までの女性の
人口減少により 2040 年までに従来の自治体が成立しなくなるとされる都市」を指し
ます。そして，その総数は日本の全市町村のおよそ半数に登ることが示されました。 
 
21. 
その後，地方創生国会とも称される臨時国会が召集され，2015 年には，そのための戦
略として地方人口の増加と地方経済の活性化による自立した地域の創生を目指した
「まち･ひと･しごと創生総合戦略が閣議決定されています。依然としてこの戦略はつ
づいていることからも，地方創生は今日おいて国家規模の政策となっています。 
このように，地域の自立，とくに経済的な自立が国家政策においては重視されている
といえます。 
 
22. 
一方で，３Ｄデジタル技術は今日急速な発展を見せています。さまざま生産分野にお
いて注目されています。一例としては，３Ｄプリンター等の付加製造技術による金型
を使用しない生産は，少量多品種のものづくりに適合しており，また，三次元切削期
はものづくりにさまざまな材料を使用する可能性を開いています。 
大規模な設備等を必要とせず，地域の材を活用可能である点からも，人口減少が予見
される今後の地域社会においても注目すべき技術であるといえます。 
 
23. 
以上の背景を踏まえて，本研究の方法はご覧の通りです。 
 
24. 
まずは文献調査と事例収集により，特に文化財等の歴史的立体造形に対する３Ｄデー
タの取得･保存･活用の先行研究，先行事例を調査しました。 
 
25. 
文化財等の３Ｄデータの取得については，新たな取得法の開発など，技術的な側面か
ら論じたものや，さまざまな取得法の特色とその運用の可能性についての論説等はみ
られますが，とくに地域に点在する歴史的立体造形を対象としたものは見られず，そ
れらの状態や取り巻く環境等を考慮した取得への指針等は示されておりません。 
 
26. 
３Ｄデータの保存に関する先行事例としては，ご覧のように数例みられますが，それ
らを地域資源として扱うものはほぼありません。また，カラーテクスチャを含む造形
データの閲覧や，それらを地域内でいかに共有していくかについての議論はなされて
おりません。また，運営主体は博物館等に依存し，生活者主体への拡張性を有した３
Ｄ造形アーカイブもみられません。 
 
27. 
最後に，３Ｄデータの活用については，盗難防止のための仏像レプリカの設置や，考
古資料の３Ｄデータを住民らと取得し，ジオラマを制作するワークショップの実施等
の例がみられますが，３Ｄデータの取得，保存を踏まえて活用を行う，という，一連
のながれのなかで，地域活性化を図る実践や研究等は見られません。 
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28. 
つづいて，実践調査，実践研究です。主に千葉県を中心に，とくに３Ｄデータの取得
と活用について，調査対象地での調査，研究を展開しました。 
 
29. 
その実践を踏査や聞き取り調査，３Ｄデータの取得，３Ｄデータの活用の項目ごとに
一覧にまとめたものがこちらです。 
 
30. 
2016年から2019年現在に至るまでに，合計162日にわたり活動を展開してきました。 
 
31. 
これは，およそ一週間に一度は調査対象地に赴いた計算となります。 
 
32. 
以上を踏まえて，本研究の構成は以下の通りです。 
先ほど申し上げましたように，地方創生，地域活性化と歴史的立体造形の現状に触れ
ながら，その３Ｄデータの取得･保存･活用の各項目を軸に展開しています。 
 
33. 
本発表では，時間の都合上，主に第二章･第三章の歴史的立体造形の３Ｄデータの取
得，および第五章の３Ｄデータの活用について，これまでの実践を踏まえつつご説明
いたします。 
 
34. 
それではまずは，活動の起点ともなる，冒頭にてご紹介した小松寺での活動について
報告いたします。小松寺では 2014 年から今日まで活動を展開しています。 
 
35. 
小松寺は 718 年に開創されたとされ，県内でももっとも古い寺院の一つであります。
また，本尊である薬師如来立像は県内最古の木彫仏であり，県から文化財指定を受け
ています。 
しかしながら，こちらも冒頭にてご説明しましたが，これらの造形の認知は高いとは
いえず，その価値や造形が有する情報が潜在化している状態にありました。 
 
36.  
それでは，小松寺における歴史的立体造形の３Ｄデータの取得についてご説明いたし
ます。 
 
37.  
小松寺には WEB ページ等で公表されているもので 26 体の造形が存在していますが，
公表されていないものも多数存在しています。 
 
38.  
これまでに未公表の造形を含む 17 件の造形の取得を行なってきました。取得は主に
小松寺本堂の外陣(法要等で来寺者が着座する畳の敷かれた空間)にて行いました。 
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39.  
小松寺での３Ｄデータの取得は，まずはハンディ型の３Ｄスキャナを使用した例が挙
げられます。 
 
40.  
主に使用したハンディ型スキャナの VIUScan は，造形表面のカラー･テクスチャデー
タの取得が可能であるとともに，最高 0.1mm の精度にて造形データが取得可能です。 
一方，大型の造形を対象とする場合については，分割してデータを取得し，時間をか
けてそれらを統合･修正する必要がありました。 
また，本スキャナには造形認識のためのマーカを使用します。本来であれば造形に直
接貼り付けて使用しますが，造形表面を傷めぬよう，マーカを貼り付けたボード上で
造形を安定させる補助具を作成する等の工夫を行い取得を進めました。 
 
41. 
つづいてフォトグラメトリによる取得が挙げられます。これは，対象物に対し，様々
な角度から撮影した二次元写真から３Ｄデータを生成する方法です。 
 
42.  
本手法はデジタルカメラの使用により，比較的容易にデータを取得することが可能で
ありますが，生成できる造形データおよびカラー･テクスチャデータは，ともに生成
素材となる二次元画像に大きく依存します。 
したがって，取得の際には，光環境にとくに留意し，必要に応じて１灯から４灯のハ
ロゲンライトによる光源の調整，カラーメーターによる照度(lx)および色温度(K)の
測定カラーチェッカーによる色補正等を行いました。 
また，撮影時は三脚によりデジタルカメラを固定し，絞り値を F18~36 程度に設定す
る等，造形全体が鮮明に撮影できるよう留意しながら取得を進めました。 
 
43.  
また，一部の造形については，博物館学芸員の協力のもと実施し，時には檀家などが
訪れることもありました。また，こうした際には造形に関するコミュニケーションが
生まれることもありました。普段は本堂内陣の奥で鎮座する仏像を，外陣へと移動さ
せ，取得を行うと，造形の裏側等，これまで注視されることのなかった箇所が見えて
きます。｢裏側はこういう風になっているのか｣などの声が聞かれたこともあります。 
このようにデータ取得という行為は単にデータを取得する「作業」にとどまらず造形
の現状の再確認･再認識や，造形を新たに知る機会を創出し得ると考えられました。 
 
44.  
つづいて，こうして取得したデータの活用についてご紹介いたします。 
 
45.  
これまで小松寺では，合計 40 日以上にわたり，小松寺の本堂や境内にて，取得デー
タを活用した実践を展開してきました。これから，いくつかの例をご説明いたします。 
 
46.  
小松寺での事例の最初の例として「仏像の手」展をご説明致します。 
本実践は小松寺所蔵の４体の全身の３Ｄデータから，各像の両手部のみのデータを作
成し，それらを出力した実寸大の手部のレプリカを展示した試みです。 
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47.  
展示方法については，４体の仏像を横並びに並べた際に，手部の位置が相対的に等し
くなるよう作成した什器のうえに， 
 
48.  
各手部のレプリカを載せることで行いました。 
なお，レプリカは来寺者が直接触れることができる仕様とし，公開しました。 
そして来寺者への観察調査と質問紙調査を行ないました。 
 
49. 
まず，観察調査ではレプリカに積極的に触れる様子や，自身の手とレプリカの手を合
わせる様子，自身の手や実際の造形とレプリカを交互に見比べる様子，さらには予想
を越えて自身の身長と仏像の身長を比べるといった行為も確認されました。 
 
50.  
また，レプリカに触れることについて「ありがたい」という方や，「細部まで細やかに
作られているんだ･･･」と漏らす方，「お顔は怖いのに優しい心を持っているから，こ
んな優しい形になるんでしょうね」という方など実に多様な感想が聞こえてきました。 
 
51.  
一方，質問紙調査では 130 の回答が得られ，回答からは小松寺の仏像への認知度の低
さがうかがえたものの，展示を通して，造形への関心および親近感が向上したとの回
答が多くみられました。 
 
52.  
さらに，自由回答からは，先ほどの観察調査と合わせて，｢手を触らせていただいた
ことで親近感がわいた｣｢実物を実際に触ることはなかなかできないため，模型に触れ
ることにより，より近くに感じることができた｣等の直接レプリカへ触れることによ
る親近感の向上をうかがわせるものが確認されました。 
一方，｢触ってみて，手の厚みや指の形が初めてわかった｣｢荒々しい不動明王の手が
案外ほっそりとした端正な手に想像と違ったなど，造形自体への認識の深化が読み取
れるものがみられました。 
 
53.  
以上から，本展示は，仏像への関心や親近感の向上に寄与し得ることが確認されたと
考察しました。また，寺院での仏像公開は，仏像が本来置かれる状態における展示，
いわば｢生きた展示｣といえます。このような公開は，仏像がどのような空間に，いか
なる配置で置かれているのか等，仏像が本来ある姿についての学びを提供します。本
展示のように，触れることのできるレプリカの併用は，こうした造形のある姿を，よ
り直感的に学ぶことに資する可能性があると考えられます。 
 
54.  
つづいては，工人との連携による造形体験の展開の事例です。千葉県香取市にて制作
されている伝統的な張子工芸に使用される型に着目し，小松寺所蔵の仁王面の３Ｄデ
ータから張子型をつくり，その型を用いた張子への絵付け体験を実施しました。 
なお， 張子は各地の郷土玩具として古くから親しまれる紙貼り人形ですが，千葉県
付録 
 
 
137 
内においては，今日担い手不足が深刻化している工芸の一つでもあります。 
一方，仁王面は，以前は山門に掲げられていたという説もありますが，現在では本堂
内にて安置されています。また，一般に公表もされていない造形です。 
ご覧の画像は，左から実物の仁王面，中央が取得データ，右が３Ｄプリンターによる
出力物です。 
 
55.  
この３Ｄプリンターによる出力物を型とし，紙貼りを行い，制作した張子がこちらで
す。 
 
56.  
制作した張子を｢仁王面張子｣と称し，本張子への絵付け体験を小松寺の境内にて実施
しました。体験者には本試みに至るまでの経緯と趣旨を説明しましたが，基本的に絵
付けは自由な発想のもと行われました。 
その結果，ご覧のように体験者からは元の造形とは異なる多様な張子が作成されまし
た。 
 
57.  
本実践は，地域の工芸の制作工程の一部に着目し，そこへ３Ｄ造形技術を転用した試
みであり，また，３Ｄスキャンデータを用いることにより，歴史的立体造形を古くか
ら親しまれる玩具へと活用した実践でもあります。さらには，絵付けの体験を通じて，
体験者が楽しみながら歴史的立体造形へ接触する機会を創出したと考察できます。 
本実践では，面形状を有する仁王面を題材としましたが，その他の歴史的立体造形の
データを型として活用することにより，立体的な張子の作成も可能であることでしょ
う。歴史的立体造形から取得された３Ｄデータと３Ｄ造形技術との併用は，地産の玩
具に地産の造形を活用する可能性を有することが確認されたといえます。 
 
58. 
最後は，小松寺本尊の分身レプリカの制作です。本実践は 2018 年に小松寺の本尊で
ある薬師如来立像の３Ｄデータを活用し，分身レプリカを制作した試みです。これは
小松寺の開山 1300 年を記念した特別仏像公開の記念品として授与することを目的と
し，制作することとなりました。 
 
59.  
なお，小松寺住職および一部の檀家･信徒により組織された｢開創 1300 年記念法会実
行委員会｣により計画されたものです。 
わたくしどもも本実行委員会のメンバーとして本計画に参画しました。委員会での打
ち合わせの末， 
 
60.  
本品の制作については，地域外に本社を置く仏像フィギュア制作会社と連携し，制作
することとなりました。こちらはそのミーティングの様子です。 
 
61.  
制作した分身レプリカは小松寺での授与や，仏像制作を担当した企業によるフィギュ
アとしての販売がなされました。左側の写真が授与の際の寺院での展示の様子であり，
右側がフィギュア制作会社の店舗に置いて陳列されている様子です。 
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62.  
小松寺では，同分身レプリカ授与による冥加料の一部を境内の整備や建造物の修繕費
として活用する予定がなされています。 
これは，今後の寺院の維持･管理費用の捻出への一手法となり，ここに，寺院資源の
３Ｄデータ活用の価値の一側面を見ることができると考えられます。 
併せて，本品の制作は地域内外での造形の共有促進の一助ともなったと考察されます。
分身レプリカの拝領は檀家･信徒に対して必ずしも強制されるものではありませんで
したが，本レプリカを拝領した檀家も多数ありました。本品を拝領した檀家の一人に
対する聞き取りによれば，同氏は分身を自宅の仏壇に祀っていると聞きます。 
このように，地域の優れた造形を地域内外の生活空間に取り入れる機会を創出するこ
とによって，少なからず造形の共有化に寄与したと考察されました。 
 
63.  
さて，小松寺での活動をまとめます。 
まず，当初は小松寺の歴史的立体造形のデータ取得と保存を行なってきました。 
 
64.  
その後は，データの取得を行いつつも，それらのデータを活用していく試みを精力的
に展開していきました。 
 
65. 
例えば仏像の手展のように，３Ｄデータを活用した造形の展示を実施し，地域内•外
からの来寺者に対し，広く造形の公開を行い，造形への興味･関心の向上を図りまし
た。 
 
66.  
一方，仁王面張子での活動でご報告したように，千葉県内の工人と共同し，伝統的な
小規模なものづくりに，歴史的立体造形を活用していく等の，新たな活用法を試みま
した。 
そして，３Ｄデータと３Ｄ造形技術の併用により，地域での小規模なものづくり等へ
の展開の可能性を提示しました。 
 
67.  
こうした活動の積み重ねにより，３Ｄデータ活用の試みへの認知が深まり，小松寺と
最も密接な関係にある檀家•信徒の方々から，データ活用の声が上がりました。 
そして，小松寺の開山 1300 年という記念すべき節目に，ご本尊の分身の制作がなさ
れました。 
 
68. 
このように，一連の小松寺での活動が，地域の生活者たちに対し，造形の資源的価値
の認識につながったと考えられます。 
 
69.  
さて，これまでは小松寺という一つの寺院を中心に活動をご説明してきましたが，つ
づいては小松寺の活動から波及し，展開した活動を千葉県内の事例を中心に報告しま
す。 
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70.  
千葉県内での活動は，主に，小松寺周辺の寺院からはじまり，千葉を代表する彫工で
ある武伊八郎信由(通称波の伊八)や後藤利兵衛橘義光等の作の彫刻を中心に，３Ｄデ
ータの取得･保存･活用の一連の活動を展開しました。関連地域は図に示す通りです。 
 
71. 
それでは南房総市の寺院である石堂寺での活動を報告いたします。 
石堂寺は，小松寺と同宗派の寺院であるとともに，やはり千葉県でも最も古い部類の
寺院です。 
さらに，石堂寺の境内には，国の重要文化財に指定される多宝塔が存在します。かつ
ては安房の名工とされる武志伊八郎信由の作である全 16 枚の脇間彫刻が取り付けら
れていました。風雨による彫刻の劣化や盗難等を防ぐために，現在それらは取り外さ
れ，客殿内の高所にて展示されています。 
 
72.  
ご覧の写真は，左側が現在の様子で，右側が取り外される前の様子です。 
 
73. 
３Ｄデータの取得については，寺院内で行いました。脇間彫刻の多くは，造形が固定
されているとともに，精緻な造形のため破損の危険性が懸念され，概ねフォトグラメ
トリによるデータ取得を行いました。なお，一部については，取得計画を策定し，ハ
ンディ型スキャナによる取得を行いました。 
 
74. 
さて，一方，脇間彫刻は，そのモチーフが阿吽の対をなしている点や，モチーフの体
の方向が｢仏教の一般的な作法である右回りの動き｣を促すよう彫られている点等か
ら，多宝塔に取り付けることを前提に制作されたと考えられています。このような背
景から，多宝塔のかつてあった姿を再確認するために，取得した脇間彫刻の３Ｄデー
タを活用し，脇間彫刻が取り付けられていた多宝塔の仮想再現を行いました。 
 
75.  
仮装再現の制作としてご覧の二点を作成しました。 
まずはこちらの視点再現動画をご覧ください。 
本動画は，仏教の一般的な作法である｢右回り｣の動きに基づき，多宝塔に対し，実際
にそのように参拝した際の参拝者の視点を再現した動画です。なお，動画の作成に使
用した脇間彫刻のデータは，実物から取得した３Ｄデータを活用しましたが，多宝塔
のデータについては多宝塔修理時の報告書を参考とし，3DCAD ソフトウェアにて作成
しました。 
 
76.  
つづいてはハンズオン復元模型です。これは，多宝塔の一階の壁面と脇間彫刻を３Ｄ
プリンターにて出力したレプリカです。なお，各脇間彫刻のレプリカは壁面のレプリ
カからの着脱を可能とし，触れることのできる仕様としました。 
 
77. 
ご覧いただいた２つの制作物の展示を石堂寺の客殿内にて実施しました。なお，来寺
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者に対しては，かつて多宝塔に彫刻が取り付けられていたことに関する認知度や展示
鑑賞後の意識についての質問紙調査を行いました。 
なお，先ほどご説明した小松寺での仏像の手展と同様に，モデルを見たのち再び実物
を見直す来寺者や，当時を知る来寺者から思い出が語られる場面もありました。 
 
78. 
さて，質問紙回収数は 94 でありました。回答からは，以前は脇間彫刻が多宝塔に取
り付けられていた事実を知る人が少ないことが確認され一方，｢彫刻に対する見方･印
象が変わった｣｢展示が当時の多宝塔の姿をイメージする際の助けになった｣という回
答が約９割みられる結果となりました。 
 
79. 
評価からは，制作物が来寺者に対し彫刻の新たな印象を付与するとともに，多宝塔に
取り付けられていたかつての姿の伝達に寄与したことが読み取れます。 
本実践は，彫刻のかつての姿の再現を通して，来寺者の造形への興味･関心を引き出
した。一方で，人びとが，かつての姿を理解することにより，今日では潜在化した造
形の特性が顕在化され，造形の価値再評価への機運を向上させた試みであったと考察
しました。 
 
80. 
つづきまして，鴨川市郷土資料館での実践をご説明致します。本実践は，企画展にて，
歴史的立体造形の３Ｄデータによる展示の一部を制作したものです。主な対象は先ほ
どご説明した波の伊八や後藤義光関連の造形でした。なお，当該資料館はこれまで波
の伊八等の展示を展開してきましたが，本企画展は３Ｄという新たな視点を大きくと
りあげた試みでありました。 
本展示においては，まずご覧いただいておりますように，石堂寺の実践で制作したハ
ンズオン模型を展示しました。 
 
81. 
つづいては３D データ閲覧端末ですが，これは，波の伊八，後藤義光作の造形の３Ｄ
データを収録した３Ｄデータの閲覧端末です。造形の描画にはオープンソースの３Ｄ
描画ソフトを使用し，表示にはタッチ操作による直感的な操作が可能であるタブレッ
ト端末を用いています。なお，本端末では，各造形データの全方位からの閲覧や拡大
機能による細部閲覧が可能です。 
 
82. 
こちらは実際に展示を閲覧する来館者の様子です。 
この写真からはタッチパネルを閲覧しながら，手振りを交えて造形についての会話が
なされている様子がうかがえます。 
 
83.  
つづいて，拡大/縮小，原寸大によるレプリカです。これらは，取得した３Ｄデータを
もとに，実際の造形よりも拡大，縮小，あるいは原寸大に出力した模型です。制作し
たレプリカについては，対象となる造形と併せて展示を行いました。 
こちらの写真は，左側の小さい造形が実際の造形，右側がその拡大模型です。 
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84. 
こちらの写真は実物と，大きさの異なる縮小模型です。 
このように，３Ｄデータはある程度であれば拡大･縮小が可能であり，従来と異なる
展示が容易に展開可能です。 
 
85. 
そしてこちらは触れて体感するレプリカと題した，手で触れることのできる模型です。 
 
86. 
これらの展示についても，質問紙による調査を実施しました。調査対象は企画展にて
行われた公開講座の参加者とし，質問紙の回収数は 13 でした。｢３Ｄデータの閲覧お
よび触れる模型を通じて，造形への親しみがわいたか｣｢展示品を通して，実物作品を
見たいと思ったか｣｢展示内容が伊八および義光の作品鑑賞に役立つと思うか｣といっ
た各設問に対し，全てにおいて肯定的な回答が得られる結果となりました。 
 
87. 
評価からは，３Ｄデータを活用した展示が，実物の造形への親しみの向上や，実物を
見たいという動機付け，作品鑑賞の補助等に有効であったことがうかがえます。 
これは，講座への参加者が造形に対し高い関心を有していたことに起因するとも考え
られますが，こうした歴史的立体造形に関心の 高い人びとの興味･関心をさらに引き
だす可能性が確認されたと考察しました。 
 
88. 
以上の活動を通して，３Ｄデータの活用の特質を以下のように明確化しました。まず，
展示の事例で挙げたように，造形の大きさや，拡大縮小を行うことにより，多様な造
形展示を容易にします。そして，それらの展示等による造形提示は，実践の結果，興
味関心の向上に寄与する可能性があるといえます。一方，地域のものづくりと協働す
ることにより，地域色豊かな小規模多品種のものづくりを支援できると考えます。ま
た，こうした一連の活動は，活用事例を持続的に示していくことにより，歴史的立体
造形の資源認識を喚起するといえます。 
これらは，共通して，潜在状態にある歴史的立体造形の価値を顕在化，あるいは「資
源」といった新たな価値を付与するという特質であると考えられ，こうした地域資源
の活用が地域の活性化につながる可能性は，と考えられます。 
 
89.  
最後に，現行の活動事例をご報告します。 
 
90.  
本活動は市原市埋蔵文化財調査センターと協働によるものです。 
本センターは考古資料を中心に収蔵する研究施設であり，2018 年にはいちはら歴史
のミュージアムというフィールドミュージアム構想の中核施設施設としてリニュー
アルが進行しています。 
本試みは，それら考古資料の触れる展示の実施や３Ｄデータ活用のミュージアムグッ
ズの制作を目指したものであり，現在千葉大学と市原市の包括提携の一つの軸として
位置付けられています。 
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91. 
現在ではご覧のイノシシ型土製品をはじめ，銅鏡や人面型土器等の３Ｄデータの取得
を行なっています。 
ご覧のように，学芸員の方々からも大変関心を持っていただいており，友好な協力関
係のもと，活動を進展させています。 
 
92.  
それではこれまでご説明した内容をまとめます。 
 
92. 
こちらをご覧ください。 
これは，これまでのすべての活動を時間と，実践を行った地域ごとに一覧にまとめた
図です。 
縦軸が時間軸を表しており，横軸が実践地域です。 
はじめは小松寺から始まった一連の実践が，近隣地域である南房総市，館山市，鴨川
市内でも展開されるようになり，その後，先ほどご説明した鴨川市郷土資料館での展
示を皮切りに，波の伊八，後藤義光を対象とした活動の展開へ。そしてこれは時間の
都合上発表できませんでしたが，東京都，神奈川県での活動へと展開しました。 
 
93. 
そして，最新の活動では，取得対象が木彫のみならず考古物にまで広がり，新たな博
物館構想の一つの軸としての展開がなされるようにまで展開されました。 
 
94. 
なお，小松寺での活動での活動は今日まで継続しており，地域内の生活者からも３Ｄ
データの活用の声が上がるようになりました。今後も他地域においても，活動を継続
していくことにより，このような地域活性化を図ることが可能であると考えます。 
 
95. 
結果的に 2018 年までで取得データの総数は 104 件となりました。 
 
96. 
さらには今後，地域内にて一連の活動を展開していくことを支援するため，これら 104
件のデータ取得から得られた知見と，類型化に基づき，ワークフローの提案や，３Ｄ
データ取得のメタデータの蓄積を図るための３Ｄデータ取得調査カードの導出等も
本研究では行っています。 
 
97.  
さらには，こうしたデータを地域内で蓄積し，活用していくためのツールとして，デ
ジタルアーカイブを制作しました。 
制作したアーカイブは，汎用性の高い WEB ブラウザを使用し，データのアップロード
や編集，ダウンロード等が可能な仕様としています。すなわち，従来型のアーカイブ
と異なり，住民主体により拡張可能なアーカイブであります。 
また，これらはオフライン状況下でも使用可能であるため，未だ権利等の課題が残る
今日においても，まずは地域内で使用していくことが可能です。 
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98. 
これは３Ｄデータの取得情報やダウンロード後活用可能である点において，データの
保存をしつつ，取得と保存，保存と活用をつなげる媒体として機能すると考えられ，
さらにすでに取得した歴史的立体造形に関する情報の集約を行い，デジタルデータと
しての共有化を支援する可能性があると考えられます。 
 
99. 
制作したアーカイブの使用時の様子を動画にいたしましたので，ご覧ください。 
まずは，造形の総覧のページです。今までアーカイブされた情報をまとめて閲覧可能
です。 
つづいて，検索機能です。造形の種別や名前等により，造形の検索を行うことができ
ます。 
こちらは造形の閲覧ページです。 
造形を 360 度の全方位から，拡大･縮小を伴って閲覧が可能です。 
さらに，造形の基本的な情報や３Ｄデータの取得環境等も確認することが可能です。 
最後に，こちらは造形の管理ページです。管理権限を有する者が，データの編集等を
行うことが可能です。なお，本ページでデータのアップロードやダウンロード等も可
能です。 
 
100. 
それでは，まとめとデザインモデルの導出について最後にご説明します。 
 
101. 
歴史的立体造形は神格性や象徴性といった概念の具象化であるといえます。かつてこ
うした造形はそうした神格的な概念を伴っており，それらの概念を生活者が共有しな
がら造形の維持･管理そして継承を行ってきたと考えられます。 
 
102. 
その後，時代が移り変わるなかで，一部の歴史的立体造形は芸術的，美術的価値ある
いは歴史的価値が見出され，「文化財」として博物館･美術館に所蔵されることとなり，
その維持･管理は博物館が行なう状態となっています。生活者も文化財としての価値
を付与し，歴史的立体造形と生活の中で関与することは少なくなりました。 
しかしながら，博物館等に収蔵される造形もごくごく一部であり，さらに，博物館は
収蔵庫の限界という課題を今日抱えています。 
 
103. 
このような状況下において，本発表でご説明してまいりました歴史的立体造形の３Ｄ
データの取得･保存･活用のプロセスは，歴史的立体造形を地域の資源化し，当該造形
に新たな価値を付与し得ると考えます。 
本プロセスは造形形状の３Ｄデータというモノ･ハードとしての記録･保存･活用にと
どまらず，取得における造形の現状の確認や，保存における造形情報の集積と共有化，
活用における造形をもっと知りたいという学ぶ意欲の喚起さらには造形に接した際
に蘇る生活者の過去の思い出等，歴史的立体造形に関するさまざまな情報の活性化に
寄与しうるものであると考えます。そしてハードとソフトの情報をあわせて歴史的立
体造形を活性化が期待されます。 
３Ｄデータの取得･保存･活用というコトをおこしながら地域資源としてそれらを活
用していく機運が生まれれば，生活者と，もちろん歴史的立体造形の重要な担い手で
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もある博物館･美術館等とが共同関係のもと，常に資源を活性化させながら新たな造
形の維持･管理体制を構築する可能性は否定できません。そしてそのプロセスを通し
て，礼拝的価値や美的価値を越えた新たな価値を付与する可能性もまた否定できませ
ん。 
そして，こうした一連のプロセスこそが地域活性化であると考えます。 
 
104. 
そして，導出した一連のプロセスに基づく地域活性デザインモデルがこちらです。 
取得･保存･活用の各段階においてご説明致します。 
 
105. 
まず，３D データの取得ですが，本研究では，実践に基づき取得への指針を導出しま
した。この導出した指針に基づき，対話のもと取得する造形を選定し，造形の特徴や
制約等に留意しながら取得を行います。一方，データ取得に関するメタデータの記録
を行い，歴史的立体造形の３Ｄデータ取得への知見の集積を図ります。 
 
106. 
つづいて，３D データの保存です。取得したデータおよび取得に関するメタデータは
作成したデジタルアーカイブにて蓄積を行います。権利の問題等がある今日では，ま
ずは地域内において活用を進めていくことが推奨されます。なお，これらのデジタル
アーカイブを活用する地域団体としては，地域造形に関心のある団体，地域の博物館，
地域の大学等が挙げられるでしょう。 
 
107. 
最後に，デジタルアーカイブ内のデータはダウンロードすることにより，活用可能と
なっています。 
そうしたデータをもとに，活用法の議論と検討を行い，活用目的や対象，運用可能な
機材，そして誰が参画するか等を明確にし，例えば，造形への興味･関心の向上を図
る展示への展開や，ものづくり等への活用が可能となります。 
 
108. 
それではこれまでご説明した内容を総括いたします。 
先ほどご覧いただいたように，３Ｄデータの取得･保存･活用のサイクルにより，歴史
的立体造形の現状が記録･保存され，共有化が促進されるとともに，それらを生活創
生のために活用することが可能です。 
 
109. 
総じて，これらにより，造形に触れる機会，知る･学ぶ機会が創出されると考えられ
ます。 
 
110. 
さらに，取得･保存･活用のサイクルを，繰り返しおこなっていくことにより，造形の
活性化が図られ，地域資源としての認識の深化がなされていくと考えられます。 
 
111. 
こうした活動を，各地域で行うことにより，これからの当該地域を創出していくため
の重要な地域資源が常に活性化状態となり 
付録 
 
 
145 
112. 
ひいてはそうした活動のひとつひとつが地域活性化へとつながっていくと考察され
ます。本研究は，そうした歴史的立体造形の３Ｄデータによる地域活性化のための，
基盤，環境の整備を行ったといえます。 
 
113. 
それでは，結論です。本研究では，歴史的立体造形の３Ｄデータの取得･保存･活用に
ついて，ご覧の内容を行いました。 
３Ｄデータの取得については，104 件の３Ｄデータの取得と，取得のための指針の導
出，そして３Ｄデータ取得に関するメタデータ記録のための調査カードの作成。 
３Ｄデータの保存については，取得データのアップロード，描画，ダウンロードが可
能なで WEB ベースのデジタルアーカイブの制作。 
 
114.  
３Ｄデータの活用については，展示やものづくりへの活用から，ご覧の特質を導出し
ました。 
 
115.  
そして一連のプロセスから地域活性化デザインモデルを導出し，それらの効果として，
ご覧の考察を行いました。 
 
116.  
最後に，今後の展望についてご説明いたします。 
まず，現段階においては，３Ｄデータの取得･保存･活用における基盤形成がなされた
と考えております。 
 
117.  
今後についてはいくつかの段階に応じてご説明したいと思います。 
 
118.  
まずは地域実践における短期的な計画として本研究で導出したデザインモデルの浸
透と一般化が挙げられます。これまでは３Ｄデータの活用の段階において密に地域と
の協働を行ってきましたが，今後については，まず，取得と保存についても，地域の
生活者と連携し行っていくことが考えられます。 
３Ｄデジタル技術は徐々に一般化しつつあります。これを契機に，地域の生活者に対
し，３Ｄデータの取得や，データ取得の習熟の支援等を行うことが考えられます。な
お，その際には，導出した取得への指針や，３Ｄデータ取得調査カードが活用可能で
す。 
 
119. 
中期的な計画としては，デジタルアーカイブの積極的活用が挙げられます。短期計画
により一般化が進めば，生活者が関わりながらデジタルアーカイブの運用が可能とな
ると考えます。そして権利等の課題を克服できれば，より広く造形への情報へアクセ
スしやすくなり，共有化が進展すると考えています。 
 
120. 
そして長期的には，本デザインモデルが地域内で自立的に運営されることを目指しま
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す。さらには，自立に伴い，自然エネルギーや木材等の地産材等の活用についても視
野に入れております。 
 
121. 
一方で，３Ｄデータの取得と蓄積，取得法への基礎的研究，デジタルアーカイブの改
良と展開，３Ｄデータを活用したデジタルのものづくりの振興計画の策定なども基礎
研究として行わなければならないと考えております。 
 
122. 
すでに，現行の取得法について，データ取得精度の比較等を始めております。時代に
応じたより良い３Ｄデータの取得･保存･活用についての検討と考察を続けていきた
いと考えております。 
 
123. 
以上で発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。感謝申し上げます。 
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